
安全運行のオアシス
トラックステーション
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名称 所在地 電話番号 駐車台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 63

❸ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❹ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❺ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❻ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❼ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❽ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

❾ 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市中央区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 37

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

運送業の今を少しだけ便利にする「配達くん」
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会
で
は
︑
加
藤
勝
信
自
民
党

ト
ラ
ッ
ク
議
連
会
長
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
︑﹁
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク

議
連
と
し
て
は
︑
業
界
の
皆
様

方
と
問
題
意
識
を
共
有
し
な
が

ら
︑
持
続
可
能
な
物
流
の
実
現

を
目
指
し
て
い
く
﹂
と
決
意
を

述
べ
た
︒

　

ま
た
︑
鶴
田
浩
久
国
土
交
通

省
物
流
・
自
動
車
局
長
は
﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
健
全
化
に

向
け
て
︑
物
流
改
正
法
を
駆
使

し
な
が
ら
関
係
省
庁
と
連
携
し

て
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
﹂

と
あ
い
さ
つ
し
た
︒

　

坂
本
克
己
全
ト
協
会
長
は
︑

の
賃
金
に
反
映
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
︑
規
制
緩
和
の
状

態
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

ま
た
︑
下
請
構
造
の
適
正
化
へ

の
対
応
や
︑
荷
主
に
よ
る
白
ナ

ン
バ
ー
ト
ラ
ッ
ク
利
用
へ
の
是
正

指
導
な
ど
に
も
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
︒
自
民
党
ト
ラ

ッ
ク
議
連
の
皆
様
方
に
は
︑
ぜ

ひ
社
会
の
た
め
︑
消
費
者
の
た

め
︑
そ
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
た

め
に
︑
我
々
と
一
緒
に
な
っ
て

業
界
の
健
全
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
お
願
い
し
た
い
﹂
と
︑

大
勢
の
自
民
党
国
会
議
員
を
前

に
力
強
く
述
べ
た
︒

﹁
平
成
２
年
の
規
制

緩
和
に
よ
り
︑
過
当

競
争
の
状
態
に
な
っ

た
︒
真
面
目
に
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る

事
業
者
が
し
っ
か
り

と
運
賃
・
料
金
を
収

受
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

　

そ
の
後
︑
松
崎
宏
則
全
ト
協

専
務
理
事
が
︑
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
の
一
部
改
正
と
︑
許

可
更
新
制
度
の
導
入
を
担
保
す

る
た
め
の
新
法
﹁
適
正
競
争
推

進
特
別
措
置
法
﹂（
仮
称
）
に

つ
い
て
説
明
（
２
面
に
掲
載
）︒

自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
議
連
で
は
こ

れ
を
受
け
て
︑
上
野
賢
一
郎
衆

議
院
議
員
と
宮
内
秀
樹
衆
議
院

議
員
を
中
心
と
し
た
Ｐ
Ｔ
を
立

ち
上
げ
︑
衆
議
院
法
制
局
や
国

交
省
物
流
・
自
動
車
局
と
連
携

し
な
が
ら
︑
法
案
の
今
国
会
へ

の
早
期
提
出
に
向
け
て
取
り
組

み
を
加
速
し
て
い
く
︒

　

Ｐ
Ｔ
発
足
を
受
け
て
︑
上
野

衆
議
院
議
員
は
﹁
こ
の
法
律
は

非
常
に
大
事
で
︑
業
界
に
必
要

な
法
案
と
認
識
し
て
い
る
︒
各

先
生
方
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き

な
が
ら
宮
内
議
員
と
も
よ
く
相

談
を
し
︑
今
国
会
に
向
け
て
着

実
に
前
進
で
き
る
よ
う
取
り
組

弊
し
︑
賃
金
低
下
も
招
い
た
︒

業
界
自
身
が
元
に
戻
そ
う
と
す

る
動
き
は
当
然
で
あ
り
︑
Ｐ
Ｔ

の
活
躍
に
期
待
し
て
い
る
﹂（
井

上
貴
博
衆
議
院
国
土
交
通
委
員

長
）︑﹁
こ
の
法
案
は
非
常
に
重

要
な
法
案
で
あ
り
︑
各
党
も
賛

成
す
る
と
確
信
し
て
い
る
︒
速

や
か
に
国
会
に
上
程
し
︑
成
案

を
目
指
す
べ
き
﹂（
古
屋
圭
司

衆
議
院
議
員
）︑﹁
規
制
緩
和
は

失
敗
で
あ
り
︑
そ
の
必
要
も
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に

反
省
し
︑
他
の
制
度
に
つ
い
て

も
し
っ
か
り
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
﹂（
上
月
良
祐
参
議
院
議

員
）︑﹁
各
先
生
方
の
意
見
の
通

り
︑
許
可
更
新
制
度
導
入
は
業

界
健
全
化
に
向
け
て
必
要
不
可

欠
︒
あ
と
は
︑
議
連
と
し
て
結

果
を
残
す
た
め
︑
一
致
結
束
し

て
取
り
組
む
べ
き
﹂（
片
山
さ
つ

き
参
議
院
議
員
）
な
ど
︑
成
案

へ
向
け
積
極
的
な
意
見
が
相
次

む
﹂
と
述
べ
︑
続

け
て
宮
内
衆
議
院

議
員
は
﹁
健
全
な

事
業
者
が
健
全
な

業
界
を
作
っ
て
物

流
を
し
っ
か
り
守

っ
て
い
く
た
め
の

法
律
だ
と
い
う
思

い
で
︑
全
力
で
取

り
組
む
﹂
と
︑
そ

れ
ぞ
れ
意
気
込
み

を
述
べ
た
︒

　

そ
の
後
に
行
わ

れ
た
意
見
交
換
で

は
︑﹁
改
正
事
業

法
案
の
一
刻
も
早

い
成
文
化
を
お
願

い
し
た
い
﹂（
高

市
早
苗
衆
議
院
議

員
）︑﹁
35
年
前
の

規
制
緩
和
は
失
敗

だ
っ
た
︒
過
当
競

争
で
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
自
体
が
疲

い
だ
︒

　

ま
た
︑
御
手
洗

安
全
ト
協
副
会
長

が
︑
本
州
四
国
連

絡
高
速
道
路
の
料

金
割
引
制
度
等
に

関
し
て
説
明
を
行

い
︑
本
四
高
速
道

路
の
割
引
制
度
を

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社

の
高
速
道
路
と
同

一
の
割
引
制
度
に

す
る
よ
う
要
望
し

た
（
２
面
に
関
連

記
事
）︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂
本
克
己
会

長
は
︑
２
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
公
明
党

ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会（
赤
羽
一
嘉
会
長
）

・
物
流
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
Ｐ

Ｔ
︑赤
羽
一
嘉
座
長
）・
国
土
交
通
部
会（
安

江
伸
夫
部
会
長
）
合
同
会
議
に
出
席
し
︑

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
改
正
に

関
す
る
要
望
を
行
っ
た
︒

　

会
は
里
見
隆
治
Ｐ
Ｔ
事
務
局
長
の
司
会

で
進
行
し
︑
冒
頭
︑
赤
羽
会
長
が
︑﹁
昨

年
可
決
・
成
立
し
た
物
流
改
正
法
が
実
効

性
の
高
い
も
の
と
な
る
よ
う
︑
し
っ
か
り
フ

ォ
ロ
ー
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒
業
界
の
皆

様
方
と
問
題
意
識
を
共
有
し
な
が
ら
︑
業

界
の
さ
ら
な
る
健
全
化
に
向
け
て
党
を
挙

げ
て
取
り
組
む
﹂
と
あ
い
さ
つ
︒
続
い
て

坂
本
会
長
が
﹁
許
可
更
新
制
度
の
導
入
を

機
に
︑
悪
貨
を
駆
逐
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
︒
公
明
党
は
大
衆
の
た
め
の
党

で
あ
る
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
を
幸
せ
に
す
る
た

め
に
︑
我
々
も
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
く
﹂

と
あ
い
さ
つ
し
た
︒

　

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
改
正

に
関
す
る
説
明
（
２
面
に
掲
載
）
の
後
に

行
わ
れ
た
質
疑
応
答
で
は
︑﹁
現
在
で
も

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
は
長
く
︑
そ
の

一
方
で
賃
金
は
全
業
種
平
均
よ
り
も
低
い

と
い
う
状
況
が
変
わ
っ
て
い
な
い
︒
許
可
更

新
制
度
を
取
り
入
れ
て
で
も
︑
今
の
業
界

を
取
り
巻
く
環
境
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
決
断
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
︑
と
て

も
重
く
受
け
止
め
て
い
る
﹂（
伊
佐
進
一
前

衆
議
院
議
員
）︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
皆
さ
ん
が
し
っ
か
り
と
仕
事
に
見
合
っ
た

賃
金
を
も
ら
う
た
め
に
適
正
運
賃
を
収
受

す
る
必
要
が
あ
る
が
︑
そ
れ
を
阻
害
す
る

根
本
的
な
要
因
が
多
重
下
請
構
造
等
で
あ

り
︑
こ
れ
を
声
高
に
言
い
続
け
る
必
要
が

あ
る
﹂（
國
重
徹
前
衆
議
院
議
員
）
な
ど

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
︒

　

最
後
に
︑
安
江
部
会
長
が
あ
い
さ
つ
に

立
ち
︑﹁
持
続
可
能
な
国
民
生
活
の
実
現

の
た
め
に
︑
許
可
更
新
制
度
導
入
に
向
け

て
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
﹂
と
︑
業
界
に
対

し
エ
ー
ル
を
送
っ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑
２
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
自
由

民
主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
（
加
藤
勝
信
会
長
）
総

会
に
出
席
し
︑﹁
許
可
更
新
制
度
の
導
入
﹂
や
﹁
適
正
運
賃
の

収
受
﹂
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
強
く
要
望
し
た
︒

　

当
日
は
︑
坂
本
克
己
会
長
の
ほ
か
︑
全
ト
協
副
会
長
が
出

席
し
︑
同
改
正
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
︒
ト
ラ
ッ
ク
議
連
で

は
こ
れ
を
受
け
て
︑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｔ
）
を
立
ち

上
げ
︑
今
国
会
で
の
早
期
可
決
・
成
立
に
向
け
取
り
組
み
を

加
速
し
て
い
く
こ
と
を
決
め
た
︒

多くの自民党国会議員を前に、許可更新制度導入の必要性を訴える坂本会長

加藤　勝信
自由民主党トラック輸送
振興議員連盟会長

赤羽　一嘉
公明党トラック議員懇話会会長

安江　伸夫
公明党国土交通部会長

里見　隆治
公明党物流問題プロジェクトチーム

事務局長

坂本　克己
全ト協会長

上野　賢一郎
衆議院議員

宮内　秀樹
衆議院議員

赤澤　亮正
自由民主党トラック輸送
振興議員連盟幹事長

橘　慶一郎
自由民主党トラック輸送
振興議員連盟事務局長

2030年問題の対処に強力なパンチ!!
政 官 労 使で方向性が一致！

NX総研 野村総研 2030年に何も対策をしなければ約35％の荷物が運べなくなる

公明党トラック議連 成文化へ取り組みを加速！

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
処
遇
が
議
論
の
論
点
に
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
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タ
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ミ
ナ
ル
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ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

冬季の事前の準備を万全に！ 〔第13５回〕

　三寒四温といわれるように暖かい日も徐々に増え、春の
足音が感じられるようになりましたが、この時期は、急な大
雪での立ち往生に対する準備、凍結路等の事故防止といっ
た冬道の安全運転はもちろん、インフルエンザや風邪と
いった感染症の防止といった健康面にも注意を払う必要が
あり、油断は禁物です。冬季の事故防止と健康面の対策を
しっかり行っておきましょう。

●冬道の準備を万全に

Ａさん「この前、北陸に仕事に行った際、立ち寄ったサービ
スエリアで若いカップルに会ったんだ。すぐ近くの
席でたまたま目が会ったんで会釈したら、向こうか
ら『お疲れ様です。どちらまで』と声をかけてきた
ので少し話をしたんだ」

Ｂさん「どんな話をしたの」
Ａさん「普通の世間話。僕がこれから積雪が予想されてい

る北陸方面に向かうことなんかを話していると、そ
のカップルも北陸方面に行くことが分かった。『お
互い安全運転でいきましょう』と言って別れたんだ
けど、あまり冬道に慣れているようには見えなかっ
たので、つい後輩に言うように、『冬の道は油断禁
物。行ける所まで行ってみようはダメですよ』と
言ったんだ」

Ｂさん「出たね、Ａさんの指導。それでその人たちの反応は
どうだったの」

Ａさん「丁寧にお礼を言われたんだけど、実はその人たちは
富山の家に帰るところで、冬道の運転にも慣れてい
る人だったんだ。万が一の立ち往生に備えた装備も
しっかり搭載していて、冬道の備えはバッチリとい
う感じだったんだ。事故は誰でも起こす可能性はあ
るけど、この人たちはそのリスクが低いだろうなと
思ったよ」

Ｂさん「なるほど。みんながそうであればいいけど、なかな
かそうはいかないよね。大規模とは言わないまで
も、冬道の準備を誤ったために、立ち往生している
車を見ることが少なくないもんね。冬道では『行け
る所まで行こう』は絶対にダメだよ」

Ａさん「本当にその通り。一般のドライバーでも意識の高い
人はちゃんといる。プロドライバーである僕たち
は、よりしっかりした準備をして冬道を安全運転し
なきゃいけないと改めて痛感した出来事だったよ」

Ｂさん「他者から学ぶこともまだまだ多いね」

●感染症対策も忘れずに

Ａさん「物流が滞ると、僕たちだけでなく社会に大きな影響
が出る。この時期は、インフルエンザや風邪といっ
た感染症対策をしっかりしておかないといけない
ね。まずは、こまめな手洗いとマスクの着用、咳エ
チケットは気をつけてほしいな」

Ｂさん「これに加えて、体調管理の基本として、しっかり睡
眠をとる、バランスを考えた食事、適度な運動と
いった規則正しい生活を心がけているよ。それと風
邪の症状を甘くみないことだね」

Ａさん「特に熱の症状がなく、くしゃみや鼻水などが出るな
ど、『ちょっと風邪っぽいなぁ』というのがやっか
いなんだよ。『薬を飲んでいれば大丈夫だろう』と
運転している人が少なくない」

Ｂさん「昔に比べて意識も大分、変わってきているけれど、
いまだに『たかが風邪ぐらいで休めるか』と言って
運転しようとするドライバーはまだいるもんね。た

だ、くしゃみが頻発すると、前方から視線が外れて
危険の見落としに繋がりかねない」

Ａさん「加えて、ハンドル操作のミスや、この時期はまだス
リップの危険がある。また、安易に薬を飲むと眠気
などの副作用もある」

Ｂさん「そう考えると、やっぱり健康であることが一番大事
だね」

Ａさん「冬道の交通事故防止も感染症も、事前にしっかり準
備しておくことが、非常に有効だと思うんだ」

Ｂさん「そうだね。冬道の安全運転、感染症対策をしっかり
行って、気持ちよく春を迎えよう」

「
適
正
運
賃
の
収
受
」
な
ど

７
年
度
重
点
取
組
を
審
議

青
年
部
会
全
国
代
表
者

協
議
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会（
出
島
康
佑
部
会
長
）

は
２
月
13
日
︑
令
和
６
年
度

第
３
回
﹁
全
国
代
表
者
協
議

会
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

協
議
会
で
は
︑
出
島
部
会

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
︑
議

事
と
し
て
⑴
７
年
度
事
業
計

画
（
案
）︑
⑵
６
年
度
全
国

大
会
︱
︱
に
つ
い
て
審
議
し
︑

原
案
通
り
承
認
し
た
︒

　

⑴
で
は
︑
７
年
度
青
年
部

会
重
点
取
り
組
み
に
つ
い
て

審
議
︒６
年
度
に
引
き
続
き
︑

①
適
正
運
賃
の
収
受
︑
②
物

流
Ｄ
Ｘ
の
推
進
︑
③
災
害
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
︱

︱
の
３
つ
の
課
題
に
つ
い
て
︑

青
年
部
会
に
所
属
す
る
会
員

企
業
が
率
先
し
て
取
り
組
む

と
し
た
︒

　

続
く
研
修
会
で
は
︑﹁
物

流
の
２
０
２
４
年
問
題
へ
の
対

応
に
つ
い
て
﹂
と
題
し
︑
馬

渡
雅
敏
副
会
長
が
講
演
を
行

っ
た
︒

第
３
回
「
総
務
委
員
会
」特

別
会
計
収
支
予
算
書（
案
）

お
よ
び
鈴
木
基
金
特
別
会
計

収
支
予
算
書
（
案
）
に
つ
い

て
審
議
・
承
認
し
た
︒

　

な
お
︑
同
委
員
会
で
承
認

さ
れ
た
内
容
は
︑
３
月
６
日

開
催
予
定
の
第
２
０
９
回
理

事
会
に
上
程
さ
れ
る
︒

　

続
い
て
︑
改
正
物
流
法
の

施
行
に
向
け
た
周
知
や
︑
第

30
回
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
大
会
﹂
の
開
催
概
要

等
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ

た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

２
月
６
日
︑
令
和
６
年
度
第

３
回
﹁
総
務
委
員
会
﹂（
小

林
和
男
委
員
長
）
を
開
催
し

た
︒

　

議
事
で
は
︑
７
年
度
事
業

計
画
書
（
案
）
や
７
年
度
一

般
会
計
収
支
予
算
書
（
案
）

お
よ
び
交
付
金
特
別
会
計
収

支
予
算
書
（
案
）︑
ト
ラ
ッ

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
運
営

令
和
７
年
度

事
業
計
画
書
（
案
）
等
を
承
認

令和6年度第3回「総務委員会」（2月6日、全ト協）

第
57
回
「
環
境
対
策
・
Ｇ
Ｘ
委
員
会
」

策
の
取
り
組
み
に
要
し
た
費

用
に
係
る
助
成
事
業
の
６
年

度
か
ら
の
開
始
を
踏
ま
え
︑

同
助
成
の
活
用
実
績
や
﹁﹃
ゴ

ミ
は
持
ち
帰
ろ
う
！
﹄
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
﹂
の
実
施
状
況
等

に
関
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
結
果
を
事
務
局

が
報
告
し
た
︒

　

同
調
査
結
果
に
関
し
て

は
︑
携
帯
型
簡
易
ト
イ
レ
の

配
布
や
清
掃
活
動
︑
広
報
活

動
な
ど
の
取
り
組
み
内
容

と
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
効
果
や
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
説
明
︒
二
又
委
員
長
は

﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

地
位
向
上
の
た
め
に
関
係
者

が
懸
命
に
取
り
組
む
中
︑
ゴ

ミ
の
ポ
イ
捨
て
は
イ
メ
ー
ジ

ダ
ウ
ン
で
し
か
な
い
︒
会
員

事
業
者
の
皆
様
に
は
日
々
ド

ラ
イ
バ
ー
の
マ
ナ
ー
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
だ
が
︑
ぜ
ひ
取
り

組
み
を
継
続
・
強
化
し
て
ほ

し
い
﹂
と
訴
え
た
︒

　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

（
一
財
）
環
境
優
良
車
普
及

機
構
の
小
林
雅
行
企
画
調
査

部
長
が
﹁
ト
ラ
ッ
ク
等
の
大

型
車
両
に
係
わ
る
環
境
問
題

等
に
つ
い
て
﹂
を
テ
ー
マ
に
講

演
を
行
っ
た
︒

　

第
57
回
﹁
環
境
対
策
・
Ｇ

Ｘ
委
員
会
﹂（
二
又
茂
明
委

員
長
）
が
２
月
20
日
に
開
催

さ
れ
た
︒
会
議
冒
頭
に
行
わ

れ
た
役
員
の
選
任
で
は
︑
㈱

つ
ば
め
急
便
（
大
阪
府
）
の

石
原
修
代
表
取
締
役
を
新
副

委
員
長
に
選
任
︒
続
い
て
︑

令
和
７
年
度
事
業
計
画（
案
）

や
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

環
境
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
﹂
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
審

議
・
承
認
し
た
︒

　
﹁
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
﹂
サ

ブ
目
標
３
の
う
ち
５
月
の﹁
美

化
月
間
﹂
で
重
点
的
に
取
り

組
む
﹁
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
対

策
﹂
に
つ
い
て
は
︑
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
行
う
車

内
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
防
止
対

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
根
絶
に
向
け

取
り
組
み
強
化
呼
び
か
け

第57回「環境対策・GX委員会」（2月20日、全ト協）

（
３
月
１
日
〜
３
月
31
日
）

▽
３
月
３
日

・
第
２
回
道
路
・
施
設
委
員
会

▽
３
月
６
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
19
回
全
国
適
正
化
事
業
実
施

機
関
本
部
長
会
議

・
第
２
０
９
回
理
事
会

▽
３
月
11
日

・
第
63
回
物
流
政
策
委
員
会

▽
３
月
18
日

・
第
49
回
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

安
全
性
評
価
委
員
会

第
１
２
４
回
「
交
通
対
策
委
員
会
」

育
訓
練
を
行
う
全
ト
協
指
定

の
研
修
施
設
に
つ
い
て
︑
７
年

度
か
ら
阿
波
自
動
車
学
校（
徳

島
県
阿
波
市
）を
追
加
す
る
︒

　

続
い
て
︑
①
飲
酒
運
転
根

絶
に
向
け
た
取
り
組
み
︑
②

重
大
事
故
お
よ
び
飲
酒
事
故

防
止
へ
の
対
応
︑
③
大
型
車
の

車
輪
脱
落
事
故
防
止
対
策
︱

︱
の
３
点
に
つ
い
て
事
務
局
が

説
明
︒
①
で
は
︑
６
年
中
の
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
飲
酒
事
故
事

例
（
関
連
３
面
）
な
ど
の
デ
ー

タ
を
提
示
し
た
上
で
︑
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
お
け
る

飲
酒
運
転
に
関
す
る
注
意
文

書
や
要
請
書
等
を
参
考
資
料

と
し
て
委
員
間
で
共
有
︒
そ

う
し
た
書
面
を
都
道
府
県
ト

協
の
各
支
部
や
会
員
事
業
所

等
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
︑

飲
酒
運
転
根
絶
宣
誓
書
や
署

名
簿
な
ど
の
ひ
な
型
を
全
ト

協
が
作
成
し
︑
さ
ら
な
る
指

導
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
︒

　

そ
の
ほ
か
︑
６
年
中
の
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
の
死
亡
事
故
件
数

（
速
報
）
や
︑
６
年
度
国
土

交
通
省
補
正
予
算
︑
災
害
物

流
専
門
家
研
修
の
実
施
状
況

等
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
た
︒

　

２
月
７
日
︑第
１
２
４
回
﹁
交

通
対
策
委
員
会
﹂（
松
橋
謙
一

委
員
長
）
が
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
で
開
催
さ
れ
た
︒

　

審
議
事
項
で
は
︑
令
和
７

年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い

て
原
案
通
り
承
認
︒
全
国
統
一

し
た
﹁
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す

日
﹂
を
設
定
し
︑
交
通
事
故

防
止
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
﹁
生

命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
﹂
を
併
催

す
る
︒
ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
等
に
対
す
る
安
全
教

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け

全
国
一
丸
で
指
導
を
徹
底
・
強
化

第124回「交通対策委員会」（2月7日、全ト協）

　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

国
交
省
物
流
・
自
動
車
局
自

動
車
整
備
課
の
杉
本
光
生
電

子
装
置
整
備
推
進
官
が
大
型

車
の
車
輪
脱
落
事
故
の
発
生

状
況
に
関
す
る
情
報
提
供
を

行
っ
た
︒

ト
ラ
ッ
ク
ス
㈱
Ｕ
Ｄ
エ
ク
ス

ペ
リ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
︑

自
衛
官
を
対
象
と
し
た
﹁
大

型
ト
ラ
ッ
ク
運
転
体
験
会
＆

業
界
・
企
業
説
明
会
﹂
を
開

催
し
た
︒

　

自
衛
隊
で
は
若
年
定
年
制

（
50
歳
半
ば
で
退
職
）
お
よ

び
任
期
制
（
多
く
は
20
歳
代

で
退
職
）
を
採
っ
て
お
り
︑

退
職
自
衛
官
の
中
に
は
︑
大

型
自
動
車
免
許
等
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
へ
の
再
就
職
に
あ

た
り
︑
有
用
な
免
許
・
資
格

を
取
得
し
て
い
る
人
が
多
数

い
る
︒

　

同
運
転
体
験
会
は
︑
自
衛

官
を
対
象
に
︑
最
新
の
大
型

ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
体
験
や
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
仕
事

内
容
な
ど
を
説
明
し
︑
自
衛

官
に
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を

再
就
職
先
の
ひ
と
つ
と
し
て

考
え
て
も
ら
う
た
め
の
き
っ

か
け
と
し
て
開
催
︒
自
衛
官

を
対
象
と
し
た
運
転
体
験
会

は
︑関
東
地
方
で
初
の
試
み
︒

　

当
日
は
︑
若
年
定
年
制
の

自
衛
官
18
人
が
参
加
︒
團
村

聡
国
土
交
通
省
関
東
運
輸
局

埼
玉
運
輸
支
局
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
︑埼
玉
運
輸
支
局
︑

埼
玉
県
ト
協
︑
Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ

ク
ス
に
よ
る
行
政
・
業
界
の

取
り
組
み
を
紹
介
︒
そ
の
後
︑

参
加
者
は
６
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
﹁
ク

オ
ン
﹂
の
運
転
体
験
や
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
個
別

企
業
説
明
会
に
参
加
︒
個
別

企
業
説
明
会
で
は
︑
埼
玉
県

ト
協
会
員
事
業
者
６
社
に
よ

る
個
別
企
業
説
明
が
行
わ
れ

た
︒

「
本
四
高
速
道
路
料
金
割
引

制
度
等
に
関
す
る
要
望
書
」

を
山
本
道
路
局
長
に
提
出

四
国
ト
ラ
ッ
ク
協
会
連
合
会

　

四
国
ト
ラ
ッ
ク
協
会
連
合

会
（
楠
木
寿
嗣
会
長
）
は
２

月
６
日
︑
国
土
交
通
省
道
路

局
を
訪
れ
︑
山
本
巧
道
路
局

長
に
対
し
て
﹁
本
四
高
速
道

路
料
金
割
引
制
度
等
に
関
す

る
要
望
書
﹂
を
提
出
し
た
︒

　

本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路

は
︑
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
（
東

日
本
高
速
道
路
㈱
︑
中
日
本

高
速
道
路
㈱
︑
西
日
本
高
速

道
路
㈱
）
の
高
速
道
路
と
一

体
形
成
さ
れ
て
い
る
全
国
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
︑

同
一
の
収
支
予
算
（
債
務
返

済
計
画
）
に
て
管
理
運
営
さ

れ
て
い
る
︒
一
方
で
︑
本
四

高
速
に
お
け
る
大
口
・
多
頻

度
割
引
な
ど
の
割
引
率
は
︑

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
の
割
引
率

と
比
べ
て
著
し
く
低
く
︑
四

国
４
県
の
利
用
者
が
十
分
な

恩
恵
を
受
け
て
い
な
い
︒

　

そ
の
た
め
同
連
合
会
で

は
︑
国
交
省
道
路
局
に
対
し

て
︑
本
四
高
速
の
割
引
制
度

を
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
の
高
速

道
路
と
同
一
の
一
貫
し
た
割

引
制
度
と
し
︑
利
用
し
や
す

い
全
国
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
実
現
の
た
め
︑
①
大
口
・

多
頻
度
割
引
50
％
枠
の
設

定
︑
②
深
夜
割
引
の
導
入
︑

③
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
の
走
行
距
離

と
合
算
し
た
長
距
離
逓
減
割

引
の
導
入
︑
④
平
日
朝
夕
割

引
の
中
型
車
以
上
へ
の
適
用
︑

⑤
平
日
料
金
に
比
べ
て
割
高

に
な
っ
て
い
る
土
・
日
曜
︑

祝
日
の
大
型
車
料
金
の
引
下

げ
︱
︱
な
ど
︑
さ
ら
な
る
料

金
体
系
の
簡
素
化
を
要
望
し

た
︒

　

同
日
は
︑
楠
木
会
長
（
香

川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）

の
ほ
か
︑
湯
浅
恭
介
徳
島
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
︑
御
手

洗
安
愛
媛
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会
長
︑
森
本
敬
一
高
知
県
ト

『
岐
ト
協
ニ
ュ
ー
ス
』
発
刊

５
０
０
号
を
達
成

岐
阜
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

岐
阜
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
山
口
嘉
彦
会
長
）
が
発
行

し
て
い
る
会
員
企
業
向
け
広

報
誌﹃
岐
ト
協
ニ
ュ
ー
ス
﹄が
︑

令
和
７
年
２
月
号
で
発
刊
５

０
０
号
を
達
成
し
た
の
に
伴

い
︑
岐
阜
県
ト
協
で
は
発
刊

５
０
０
号
記
念
誌
﹃
岐
ト
協

ニ
ュ
ー
ス
の
歩
み
﹄（
写
真
）

を
発
刊
し
た
︒

　
﹃
岐
ト
協
ニ
ュ
ー
ス
﹄
は
︑

昭
和
58
年
７
月
に
創
刊
︒
業

界
の
情
報
や
行
政
官
庁
か
ら

の
通
達
︑
岐
阜
県
ト
協
か
ら

の
業
務
連
絡
を
は
じ
め
と
し

た
会
員
相
互
間
の
連
携
と
意

思
の
疎
通
を
図
る
な
ど
︑
毎

号
情
報
満
載
の
記
事
を
掲

載
︒
県
内
の
会
員
事
業
者
を

は
じ
め
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
お
よ
び
各
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
︑
国
土
交
通
省

中
部
運
輸
局
岐
阜
運
輸
支

局
︑
岐
阜
県
庁
︑
岐
阜
県
警

察
本
部
な
ど
の
行
政
機
関
に

配
布
し
て
い
る
︒

　

第
５
０
０
号
と
な
っ
た
７

年
２
月
号
で
は
︑
山
口
会
長

や
加
藤
彦
徳
岐
阜
運
輸
支
局

長
︑
坂
本
克
己
全
ト
協
会
長

か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
を
掲

載
︒
ま
た
︑
記
念
誌
で
は
︑

毎
号
表
紙
を
飾
っ
て
き
た
岐

阜
県
内
の
名
所
を
︑
当
時
の

表
紙
と
と
も
に
紹
介
し
て
い

る
︒

　

岐
阜
県
ト
協
で
は
︑
こ
れ

か
ら
も
同
誌
を
通
じ
て
︑
会

員
事
業
者
へ
の
情
報
提
供
に

努
め
る
と
し
て
い
る
︒

「
大
型
ト
ラ
ッ
ク
運
転
体
験
会
＆

業
界
・
企
業
説
明
会
」
を
開
催

埼
玉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

埼
玉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
瀬
山
豪
会
長
）
は
２
月
５

日
︑
埼
玉
県
上
尾
市
の
Ｕ
Ｄ

ラ
ッ
ク
協
会
会
長
が
同
席

し
︑
山
本
道
路
局
長
に
対
し

て
要
望
書
を
手
渡
し
た
︒

山
本
道
路
局
長
（
中
央
）
に
要
望
書

を
手
渡
す
楠
木
四
ト
連
会
長
（
右
か

ら
２
人
目
）と
湯
浅
徳
島
県
ト
協
会
長

（
右
）、御
手
洗
愛
媛
県
ト
協
会
長
（
左

か
ら
２
人
目
）、
森
本
高
知
県
ト
協
会

長
（
左
）（
２
月
６
日
、国
土
交
通
省
）

国
交
省
埼
玉
運
輸
支
局
や
埼
玉
県
ト

協
に
よ
る
行
政
・
業
界
の
取
組
紹
介

運
転
体
験
会
で
は
Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス

「
ク
オ
ン
」
の
運
転
体
験
を
行
っ
た

埼
玉
県
ト
協
会
員
事
業
者
６
社
に
よ

る
個
別
企
業
説
明
も
行
わ
れ
た

あいさつする出島部会長（2月13日、全ト協）

貨物自動車運送事業法の一部改正、適正競争推進特別措置法（仮称）について
【１．貨物自動車運送事業法の一部改正】
⑴許可更新制度の導入
　・トラック運送事業の許可について、５年間の有効期間を設定。
⑵適正運賃の収受
　・�トラック運送事業者が標準的運賃を収受できるよう法的根拠の付与を検討。
⑶下請構造の適正化
　・�トラック運送事業者および貨物利用運送事業者は、原則として２次を超える下請負が行われないよう必要な措置を講

じなければならない。
⑷白トラ利用に係る荷主への是正指導
　・�荷主による白ナンバートラックの利用について、是正指導の対象となる違反原因行為に追加（官公需は特に）。
【２．適正競争推進特別措置法（仮称）】
（許可更新制度の導入を担保するための新法）
⑴業務実施体制のあり方
　・�業務を適切・公正・中立・効率的に実施しうる法人を、適正競争推進機関（仮称）として規定。
⑵業務実施体制を確立するための財源のあり方
　・�適正競争とこれを通じた物流の持続的発展を広く社会で支えるため、基金の設置と具体的な財源措置のあり方につい

て規定（詳細は今後の検討課題）。
※施行時期
　上記１および２については、十分に執行が担保できるまで、一定の猶予期間（３～５年）を設定。

（1面に関連）

第
３
回
「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
社
会
的
評
価
の
向
上
に
係
る
検
討
委
員
会
」

イ
バ
ー
に
対
す
る
暴
言
や
契

約
に
な
い
過
剰
な
要
求
︑
お

よ
び
業
務
に
対
す
る
不
当
な

言
い
が
か
り
な
ど
が
近
年
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
受
け

て
︑
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
（
カ
ス
ハ
ラ
）
か
ら
ド
ラ

イ
バ
ー
を
守
る
た
め
の
方
策

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
︒

　

第
３
回
目
と
な
る
今
回

は
︑
事
業
者
が
ド
ラ
イ
バ
ー

を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
協
議
︒
同
内
容
を
ベ

ー
ス
に
来
年
度
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
す
る
予
定
と
し
て

い
る
︒

　

同
委
員
会
で
は
︑次
回（
第

４
回
）︑
提
言
書
を
取
り
ま

と
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

２
月
21
日
︑
第
３
回
﹁
ド
ラ

イ
バ
ー
の
社
会
的
評
価
の
向

上
に
係
る
検
討
委
員
会
﹂（
松

田
直
樹
委
員
長
）
を
開
催
し

た
︒

　

同
委
員
会
で
は
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
に
お
い
て
荷

主
や
一
般
消
費
者
か
ら
ド
ラ

提
言
書
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

カ
ス
ハ
ラ
対
策
を
協
議

第３回「ドライバーの社会的評価の向上に
係る検討委員会」（2月21日、全ト協）
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

　

ト
ラ
ッ
ク
タ

イ
ヤ
を
安
全
に

長
持
ち
さ
せ
る

方
法
は
︑
タ
イ

ヤ
の
位
置
交
換
や
空
気
圧
点
検
を
定
期
的
に

行
う
だ
け
で
な
く
︑﹁
タ
イ
ヤ
が
置
か
れ
る
環

境
に
配
慮
し
た
使
い
方
﹂
が
大
き
な
決
め
手

に
な
る
こ
と
が
︑あ
る
調
査
で
分
か
り
ま
し
た
︒

　

全
国
に
は
︑
タ
イ
ヤ
店
か
ら
出
る
廃
タ
イ

ヤ
を
回
収
し
︑
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
処
理
業

者
が
い
ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
を
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
に
は
︑
い
く
つ
か
の
処
理
方
法
が
あ
り

ま
す
︒
ま
ず
︑
再
生
タ
イ
ヤ
の
台
タ
イ
ヤ
と

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
回
せ
る
も
の
は
︑
タ
イ
ヤ

の
再
生
工
場
に
運
び
ま
す
︒
タ
イ
ヤ
の
側
面

を
縁
石
で
切
る
な
ど
し
て
使
用
不
能
に
な
っ

て
も
防
ぐ
こ
と
は
で

き
な
い
劣
化
現
象

な
の
で
︑
再
生
タ

イ
ヤ
の
台
タ
イ
ヤ
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
場
合

は
︑
二
次
寿
命
の
安
全
性
を
最
優
先
し
︑﹁
製

造
後
３
年
以
内
の
タ
イ
ヤ
ま
で
﹂
と
す
る
規
則

が
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

最
も
多
い
ケ
ー
ス
は
︑
長
期
使
用
で
劣
化
し

た
タ
イ
ヤ
の
︑
突
然
の
バ
ー
ス
ト
で
す
︒
と
こ
ろ

が
︑
製
造
後
２
年
ほ
ど
の
タ
イ
ヤ
で
も
︑
バ
ー
ス

ト
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

　

そ
の
原
因
が
﹁
小
石
﹂
な
の
で
す
︒
タ
イ
ヤ

の
溝
に
小
石
が
多
く
挟
ま
っ
て
い
る
と
︑
走
行
中

に
小
石
が
周
囲
の
ゴ
ム
を
傷
つ
け
︑
そ
れ
を
放

置
す
る
と
﹁
ゴ
ム
欠
け
﹂
を
起
こ
し
ま
す
︒
ト

ラ
ッ
ク
用
の
ミ
ッ
ク
ス
タ
イ
ヤ
（
オ
ー
ル
シ
ー
ズ

ン
タ
イ
ヤ
）
な
ど
は
四
角
い
ブ
ロ
ッ
ク
が
多
い
た

め
︑﹁
ゴ
ム
欠
け
﹂
が
頻
繁
に
起
こ
り
や
す
く
︑

場
合
に
よ
っ
て
は
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
剥
が
れ
て
飛

た
も
の
や
バ
ー
ス
ト
し
た
も
の
は
︑
タ
イ
ヤ
全
体

を
細
か
く
裁
断
し
︑
工
場
稼
働
用
の
燃
料
チ
ッ

プ
と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す
︒
鮮
度
が
新
し
い

場
合
は
︑
天
然
ゴ
ム
の
み
を
取
り
出
し
︑
タ
イ

ヤ
の
材
料
と
し
て
再
利
用
し
ま
す
︒

　

前
述
の
よ
う
な
作
業
を
通
じ
て
﹁
タ
イ
ヤ
の

中
身
﹂
を
知
り
尽
く
し
て
い
る
処
理
業
者
に
︑

バ
ー
ス
ト
す
る
タ
イ
ヤ
の
特
徴
を
尋
ね
て
み
た
と

こ
ろ
︑
真
っ
先
に
返
っ
て
き
た
の
は
﹁
小
石
﹂
と

い
う
答
え
で
し
た
︒

　

タ
イ
ヤ
全
体
を
裁
断
す
る
と
︑
タ
イ
ヤ
内
部

の
状
態
が
よ
く
分
か
り
ま
す
︒
４
年
以
上
使
用

し
た
も
の
は
︑
た
と
え
綺
麗
に
摩
耗
し
て
い
て

も
︑内
部
の
金
属
コ
ー
ド
が
多
か
れ
少
な
か
れ
︑

赤
く
錆
び
て
腐
食
し
て
い
ま
す
︒
こ
れ
は
空
気

圧
点
検
な
ど
の
高
度
な
タ
イ
ヤ
ケ
ア
を
も
っ
て
し

び
︑
タ
イ
ヤ
内
部
の
金
属
コ
ー
ド
が
露
出
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
︒
そ
の
状
態
で
走
行
す
る
と
︑

例
え
ば
夏
場
は
強
烈
な
紫
外
線
を
浴
び
︑
雨
の

多
い
時
期
に
は
浸
水
し
て
腐
食
し
ま
す
︒

　

特
に
︑
砂
利
敷
き
の
駐
車
場
を
利
用
す
る
ト

ラ
ッ
ク
は
要
注
意
で
す
︒
タ
イ
ヤ
の
溝
に
小
石
を

多
く
挟
ん
だ
状
態
で
長
距
離
を
走
行
し
た
た
め

に
︑﹁
製
造
後
２
年
﹂
の
タ
イ
ヤ
が
走
行
中
に
突

然
破
裂
す
る
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い

ま
す
︒
砂
利
敷
き
の
駐
車
場
か
ら

入
出
庫
す
る
場
合
は
ゆ
っ
く
り
走

行
し
︑
決
し
て
車
両
を
停
め
た
状

態
で
の
﹁
ハ
ン
ド
ル
の
据
え
切
り
﹂

は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
︒
ま
た
︑

タ
イ
ヤ
の
鮮
度
が
新
し
い
ほ
ど
︑
小

石
に
よ
る
ゴ
ム
欠
け
が
起
き
や
す

く
な
り
ま
す
︒

　

前
出
の
廃
タ
イ
ヤ
処
理
業
者
に

よ
る
と
︑﹁
ミ
ッ
ク
ス
タ
イ
ヤ
や
摩

耗
重
視
系
の
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

は
︑
特
に
小
石
が
挟
ま
り
や
す
い
﹂

と
の
こ
と
で
し
た
︒
ぜ
ひ
注
意
深
く

チ
ェッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
︒

 

第
16１
回 

「
廃
タ
イ
ヤ
処
理
業
者
か
ら
の
警
告
」

が
会
員
で
あ
っ
た
（
図
１
）︒

　

さ
ら
に
︑
過
去
４
年
間
の

分
析
で
は
︑
飲
酒
運
転
事
案

を
惹
起
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の

﹁
年
齢
別
﹂
で
は
50
歳
代
が

多
く
︑
次
い
で
60
歳
代
︑
40

歳
代
︑
30
歳
代
︑
20
歳
代
と

続
く
︒
ま
た
︑﹁
運
転
経
験

年
数
別
﹂で
は﹁
５
年
以
下
﹂

が
目
立
つ
も
の
の
︑
他
の
経

験
年
数
別
に
偏
り
は
な
か
っ

た
（
図
２
）︒

再
発
防
止
に
向
け対

策
を
強
化

・
違
反
処
分
基
準
の
周
知

・
署
名
ひ
な
形
の
配
布
な
ど

　

飲
酒
事
案
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
の
指
導
監
督
体

制
の
不
適
切
さ
が
要
因
と
な

る
他
に
も
ド
ラ
イ
バ
ー
個
人

の
属
人
的
問
題
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
︑
全
ト
協
で
は
飲
酒

運
転
防
止
対
策
と
し
て
︑
広

報
・
周
知
活
動
を
徹
底
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
︒

　

特
に
︑
６
年
10
月
か
ら
国

土
交
通
省
が
飲
酒
運
転
に
関

す
る
行
政
処
分
基
準
を
強
化

し
た
こ
と
か
ら
︑
飲
酒
事
案

に
よ
る
行
政
処
分
は
﹁
事
業

停
止
﹂︑
ひ
い
て
は
﹁
事
業

許
可
取
消
﹂
に
も
繋
が
り
か

ね
な
い
極
め
て
重
大
な
犯
罪

行
為
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

訴
え
る
（
図
３
）︒

　

ま
た
︑
所
属
す
る
す
べ
て

の
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
﹁
飲
酒

運
転
し
な
い
こ
と
の
署
名
﹂

を
得
る
活
動
の
強
化
を
図
る

こ
と
と
あ
わ
せ
︑
署
名
活
動

に
必
要
な
署
名
簿
な
ど
の
サ

ン
プ
ル
を
全
ト
協
の
専
用
サ

イ
ト
に
掲
載
し
︑
取
組
推
進

を
図
っ
て
い
く
︒　

飲
酒
運
転

根
絶
署
名
様

式
例
は
二
次

元
コ
ー
ド
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑
令
和
６
年
中
の

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
飲

酒
事
案
に
つ
い
て
の
発
生
日

時
︑
惹
起
者
の
車
籍
地
︑
事

故
等
の
種
類
︑
当
時
の
状
況

な
ど
を
調
査
し
た
︒

　

今
回
の
調
査
の
結
果
︑
６

年
中
の
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に

よ
る
飲
酒
事
案
は
30
件
（
別

掲
）
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
側
の
管
理
監
督
体
制
に

つ
い
て
︑﹁
点
呼
が
実
施
さ
れ

な
か
っ
た
﹂
13
件
（
43
％
）︑

﹁
点
呼
後
の
運
行
中
の
飲

酒
﹂
８
件
（
27
％
）︑﹁
点
呼

で
の
飲
酒
確
認
不
足
﹂
４
件

（
13
％
）
と
︑
点
呼
の
未
実

施
が
約
４
割
に
も
な
る
と
い

う
杜
撰
な
管
理
体
制
が
原
因

だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
︒

ま
た
︑
飲
酒
事
案
が
発
覚
し

た
時
間
に
つ
い
て
は
︑
18
時

か
ら
午
前
０
時
が
最
も
多
く

13
件
︑
次
い
で
正
午
か
ら
18

時
ま
で
８
件
︑
午
前
６
時
か

ら
正
午
ま
で
６
件
︑
午
前
０

時
か
ら
同
６
時
３
件
だ
っ
た
︒

な
お
︑
会
員
・
非
会
員
の
別

に
つ
い
て
は
︑
30
件
中
24
件

図１

図２

図３

全
館
を
臨
時
休
業

名
古
屋
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

大
阪
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

名
古
屋
Ｔ
Ｓ
・
大
阪
Ｔ
Ｓ

は
︑
法
定
点
検
実
施
に
伴
う
停

電
の
た
め
︑
次
の
日
時
に
全
館

を
臨
時
休
業
す
る
（
屋
外
の
自

動
販
売
機
・
ト
イ
レ
も
使
用
不

可
）︒

▼ 

名
古
屋
Ｔ
Ｓ
=
３
月
７
日
㈮

15
時
30
分
~
17
時

▼ 

大
阪
Ｔ
Ｓ
=
３
月
12
日
㈬
９

時
~
11
時

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

「
ス
ト
レ
ス
と
食
事
の
密
な

る
関
係
」
を
公
開

食
生
活
に
関
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
動
画

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
こ
の
ほ
ど
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

向
け
に
食
事
の
重
要
性
へ
の

気
付
き
や
実
践
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
短
く
ま
と
め
た
動
画

﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
食
生
活
と

健
康
管
理
﹂（
全
６
回
）
に
つ

い
て
︑
第
５
回
﹁
ス
ト
レ
ス

と
食
事
の
密
な
る
関
係
﹂
を

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ

Ｐ
）
で
公
開
し
た
︒

　

同
動
画
で
は
︑
日
常
的
な

ス
ト
レ
ス
が
蓄
積
す
る
と
︑

体
の
不
調
や
不
眠
な
ど
を
招

く
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑

ス
ト
レ
ス
を
た
め
に
く
い
︑

心
を
安
定
さ
せ
る
食
事
内
容

と
そ
の
摂
り
方
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
こ
れ
ま
で
に
︑

第
１
回
﹁
不
規
則
ド
ラ
イ
バ

ー
と
食
事
の
タ
イ
ミ
ン
グ
﹂︑

第
２
回
﹁
水
分
補
給
の
コ
ツ

と
重
要
性
﹂︑
第
３
回
﹁
多

す
ぎ
ま
せ
ん
か
？　

摂
取
カ

ロ
リ
ー
﹂︑
第
４
回
﹁
加
工

食
品
の
制
限
と
生
活
習
慣
病

に
つ
い
て
﹂
を
公
開
し
て
い

る
︒
ま
た
︑
第
６
回
に
つ
い

て
も
今
後
公
開
予
定
︒

　

こ
れ
ら
の

動
画
は
︑
全

ト
協
Ｈ
Ｐ（
二

次
元
コ
ー
ド
）

で
視
聴
可
能
︒

令
和
６
年
中
の
飲
酒
事
案
は
30
件

点
呼
未
実
施
な
ど
管
理
体
制
不
備
が
約
４
割

年
齢
別
で
は
50
代
ド
ラ
イ
バ
ー
の
飲
酒
が
目
立
つ

全ト協調査
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大
阪
府
貨
物
自
動
車
運
送

適
正
化
事
業
実
施
機
関
の

﹁
Ｇ
メ
ン
調
査
員
﹂
は
１
月

27
日
︑
大
阪
府
吹
田
市
の
名

神
高
速
道
路
吹
田
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
（
Ｓ
Ａ
）
で
︑﹁
ト
ラ

ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
﹂
制
度

に
つ
い
て
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
に
周
知
す
る
街
頭
活
動
と

聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
︒

　

当
日
は
︑
国
土
交
通
省
近

畿
運
輸
局
の
大
阪
運
輸
支

局
︑
京
都
運
輸
支
局
︑
神
戸

運
輸
監
理
部
兵
庫
陸
運
部
の

ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
も

活
動
に
参
加
し
︑
Ｓ
Ａ
施
設

に
立
ち
寄
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
︑
同
制

度
を
説
明
す
る
チ
ラ
シ
を
配

布
す
る
な
ど
︑
合
同
で
周
知

活
動
を
実
施
し
た
︒

　

ま
た
︑
了
承
を
得
ら
れ
た

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
て
は
︑
荷
待
ち
状
況
な
ど

違
反
原
因
行
為
の
有
無
に
つ

い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
も

行
う
と
と
も
に
︑
会
社
に
戻

っ
た
際
に
は
︑
社
長
な
ど
の

経
営
幹
部
や
運
行
管
理
者
へ

荷
主
情
報
の
提
供
を
求
め
る

よ
う
呼
び
か
け
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑﹁
物
流
革

新
に
向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
﹂（
令
和
５
年
６
月
）
に

基
づ
き
︑
全
国
１
６
２
人
体

制
の
﹁
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
﹂

を
同
年
７
月
に
設
置
︒
関
係

省
庁
と
連
携
し
て
︑
悪
質
な

荷
主
・
元
請
事
業
者
に
対

し
︑
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

法
に
基
づ
く
﹁
働
き
か
け
﹂

や
﹁
要
請
﹂
を
実
施
し
て
き

た
︒
６
年
11
月
に
は
︑
物
流

産
業
全
体
の
取
引
適
正
化
を

進
め
る
た
め
︑
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ

メ
ン
を
﹁
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流

Ｇ
メ
ン
﹂
に
改
組
し
︑
国
交

省
本
省
・
地
方
運
輸
局
等
の

物
流
担
当
部
署
の
職
員
と
︑

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

が
新
た
に
設
け
る
﹁
Ｇ
メ
ン

調
査
員
﹂
を
加
え
た
総
勢
３

６
０
人
規
模
に
体
制
を
拡

充
︒
同
年
の
11
月
・
12
月
を

﹁
集
中
監
視
月
間
﹂
と
位
置

付
け
て
取
り
組
み
を
強
化

し
︑
違
反
原
因
行
為
を
行
っ

て
い
る
疑
い
の
あ
る
荷
主
や

元
請
事
業
者
へ
の
是
正
指
導

を
徹
底
し
て
き
た
︒

　

同
月
間
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
へ
の
﹁
違
反
原

因
行
為
に
係
る
実
態
調
査
﹂

や
︑
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ

ン
が
関
係
省
庁
と
連
携
し
て

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
︒
ま
た
︑

Ｇ
メ
ン
調
査
員
は
全
国
で
１

１
５
件
の
違
反
原
因
行
為
に

該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
情

報
を
収
集
し
︑
運
輸
支
局
へ

の
通
知
を
行
っ
た
︒さ
ら
に
︑

荷
主
や
元
請
事
業
者
等
に
対

し
て
︑
周
知
・
協
力
要
請
等

の
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し

て
き
た
︒

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
︑
国
交
省
で
は
同
期
間

内
に
︑
悪
質
な
荷
主
や
元
請

事
業
者
等
に
対
し
︑
４
２
３

件
の
﹁
働
き
か
け
﹂（
荷
主

３
０
４
件
︑
元
請
事
業
者
１

０
４
件
︑
そ
の
他
15
件
）
お

よ
び
７
件
の
﹁
要
請
﹂（
荷

主
４
件
︑元
請
事
業
者
２
件
︑

そ
の
他
１
件
）
を
実
施
し
︑

違
反
原
因
行
為
の
早
急
な
是

正
を
促
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑過
去
に
﹁
要
請
﹂

を
実
施
し
た
荷
主
等
の
う

ち
︑
依
然
と
し
て
違
反
原
因

行
為
に
係
る
情
報
が
相
当
数

寄
せ
ら
れ
た
２
社
（
荷
主
１

社
︑
倉
庫
・
利
用
運
送
事
業

者
１
社
）
に
つ
い
て
は
︑
当

該
荷
主
等
が
︑
要
請
後
も
な

お
違
反
原
因
行
為
を
し
て
い

る
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相

当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
︑

当
該
荷
主
等
に
対
し
︑
違
反

原
因
行
為
を
し
な
い
よ
う

﹁
勧
告
﹂
し
︑そ
の
旨
を
﹁
公

表
﹂
し
た
︒

　

な
お
︑
国
交
省
で
は
︑
今

回
﹁
勧
告
﹂︑﹁
要
請
﹂
等
の

対
象
と
な
っ
た
荷
主
等
に
対

し
て
︑
違
反
原
因
行
為
の
早

急
な
是
正
を
促
す
と
と
も

に
︑
改
善
計
画
の
提
出
を
指

示
し
た
︒
今
後
の
取
り
組
み

状
況
等
に
つ
い
て
は
︑
ト
ラ

ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
に
よ
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
や
現
地
訪
問
等

を
通
じ
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

行
い
︑﹁
要
請
﹂
後
も
な
お

改
善
が
図
ら
れ
ず
︑
違
反
原

因
行
為
を
し
て
い
る
こ
と
を

疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由

が
あ
る
と
認
め
る
時
は
︑
当

該
荷
主
等
に
対
し
﹁
勧
告
・

公
表
﹂
を
含
む
厳
正
な
対
応

を
講
じ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
︒

 

令
和
７
年
度
「
道
路
ふ
れ

あ
い
月
間
」
推
進
標
語
を

募
集

締
切
は
３
月
21
日
㈮

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

令
和
７
年
度
﹁
道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
﹂
推
進
標
語
を
募
集

し
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
毎
年
８
月

を
同
月
間
と
定
め
︑
道
路
の

愛
護
活
動
や
道
路
の
正
し
い

利
用
の
啓
発
等
各
種
活
動
を

特
に
推
進
し
て
い
る
︒
こ
の
一

環
と
し
て
︑
道
路
の
役
割
や

重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
︑
推

進
標
語
を
募
集
し
て
い
る
︒

　

募
集
テ
ー
マ
は
︑﹁
道
路

は
︑
生
活
の
向
上
と
経
済
の

発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
国
民
共
有
の
︑
つ
ま
り
あ

な
た
の
財
産
で
す
︒
み
ん
な

が
道
路
と
親
し
み
︑
ふ
れ
あ

い
︑
常
に
広
く
︑
美
し
く
︑

安
全
に
︑
共
に
楽
し
く
利
用

し
︑
次
世
代
に
受
け
継
い
で

い
き
ま
し
ょ
う
﹂︒
小
学
生

以
上
で
あ
れ
ば
応
募
可
能
︒

応
募
期
間
は
３
月
21
日
㈮
ま

で
（
当
日
必
着
）︒

 

２
か
所
の
Ｉ
Ｃ
内
に
「
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
内
側
駐
車

場
」
を
設
置

休
憩
施
設
等
の
不
足
解
消

目
指
す

　

東
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
）
は
２
月

３
日
︑
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
Ｉ
Ｃ
）
内
側
の
管
理
用
敷

地
を
臨
時
駐
車
場
と
し
て
試

行
運
用
す
る
実
証
実
験
を
開

始
す
る
と
発
表
し
た
︒

　

休
憩
施
設
等
の
不
足
を
解

消
し
︑
良
好
な
運
転
環
境
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
︑

休
憩
施
設
間
の
距
離
が
35
㌔

㍍
以
上
と
な
る
休
憩
施
設
空

白
区
間
に
つ
い
て
は
︑（
独
）

日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務

返
済
機
構
が
設
置
し
た
﹁
高

速
道
路
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
に
お
け

る
利
便
性
向
上
に
関
す
る
検

討
会
﹂
が
令
和
５
年
12
月
に

取
り
ま
と
め
た
﹁
高
速
道
路

Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
に
お
け
る
利
便

性
向
上
に
関
す
る
整
備
方

針
﹂
に
お
い
て
︑
Ｉ
Ｃ
内
側

の
管
理
用
敷
地
を
開
放
し
︑

短
時
間
の
休
憩
を
可
能
と
す

る
駐
車
場
と
し
て
整
備
す
る

方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
︒

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
で

は
︑
休
憩
施
設
間
の
距
離
が

 

企
業
に
よ
る
選
考
開
始
・

採
用
内
定
開
始
は
９
月
16

日
か
ら

令
和
８
年
３
月
新
規
高
等
学
校

卒
業
者
の
就
職
に
係
る

採
用
選
考
期
日
等

　

厚
生
労
働
省
は
２
月
３

日
︑
令
和
８
年
３
月
新
規
高

等
学
校
卒
業
者
の
就
職
に
係

る
採
用
選
考
期
日
等
を
取
り

ま
と
め
た
と
発
表
し
た
︒

35
㌔
㍍
以
上
あ
る
２
か
所
の

Ｉ
Ｃ
を
対
象
に
︑
Ｉ
Ｃ
内
側

駐
車
場
を
整
備
し
た（
表
）︒

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
で

は
︑
当
該
駐
車
場
を
利
用
す

る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
︑
高

速
道
路
本
線
上
お
よ
び
駐
車

場
内
の
案
内
に
従
い
︑
適
切

に
利
用
す
る
よ
う
呼
び
か
け

て
い
る
︒

 

圏
央
道
幸
手
Ｉ
Ｃ
~

五
霞
Ｉ
Ｃ
間
が
４
車
線
化

３
月
14
日
６
時
か
ら

　

東
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
）
は
２
月

７
日
︑
首
都
圏
中
央
連
絡
自

動
車
道
（
圏
央
道
）
に
お
け

　

全
国
高
等
学
校
長
協
会
︑

主
要
経
済
団
体
（︹
一
社
︺

日
本
経
済
団
体
連
合
会
︑
日

本
商
工
会
議
所
お
よ
び
全
国

中
小
企
業
団
体
中
央
会
）︑

文
部
科
学
省
お
よ
び
厚
労
省

に
お
い
て
開
催
し
た
高
等
学

校
就
職
問
題
検
討
会
議
に
お

い
て
︑
別
掲
の
通
り
採
用
選

考
期
日
等
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
た
︒

る
埼
玉
県
区
間
の
４
車
線
化

が
３
月
14
日
に
完
成
す
る
と

発
表
し
た
︒

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
さ
い

た
ま
工
事
事
務
所
お
よ
び
国

土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局

北
首
都
国
道
事
務
所
で
は
︑

圏
央
道
４
車
線
化
（
久
喜
白

岡
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
︹
Ｊ
Ｃ

Ｔ
︺
~
大
栄
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
）
を

進
め
て
き
た
︒
こ
の
う
ち
︑

幸
手
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ

Ｃ
）
~
五
霞
Ｉ
Ｃ
間
が
︑
同

日
６
時
か
ら
４
車
線
で
運
用

開
始
す
る
︒
併
せ
て
︑
同
区

間
の
最
高
速
度
が
時
速
70
㌔

㍍
か
ら
同
80
㌔
㍍
に
変
更
さ

れ
る
︒

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
で

は
︑
残
る
茨
城
県
・
千
葉
県

区
間
に
つ
い
て
︑
引
き
続
き

安
全
を
最
優
先
に
整
備
を
進

め
て
い
く
と
し
て
い
る
︒

 

基
準
不
適
合
車
両
が
微
増

　

輸
送
中
の
保
安
確
保
を

呼
び
か
け

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
等

立
入
検
査
結
果
概
要

　

消
防
庁
は
２
月
12
日
︑
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
は
じ

め
と
し
た
関
係
団
体
に
対
し

て
︑﹁
移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所

等
に
対
す
る
立
入
検
査
結

果
﹂
に
つ
い
て
通
知
し
た
︒

　

同
調
査
は
︑
令
和
６
年
11

月
１
日
か
ら
同
30
日
ま
で
の

期
間
を
中
心
に
︑
全
国
の
消

防
機
関
が
一
部
警
察
機
関
の

協
力
の
下
に
実
施
し
た
移
動

タ
ン
ク
貯
蔵
所
等
の
立
入
検

査
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
同

庁
が
取
り
ま
と
め
た
も
の
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
移
動
タ

ン
ク
貯
蔵
所
等
に
お
け
る
基

準
不
適
合
等
車
両
の
割
合
は

14
・
29
％（
前
年
13
・
51
％
）

で
あ
り
︑
昨
年
と
比
較
す
る

と
０
・
78
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

た
︒
ま
た
︑
立
入
検
査
結
果

か
ら
︑
タ
ン
ク
貯
蔵
所
に
お

け
る
無
許
可
車
両
ま
た
は
無

許
可
変
更
し
て
い
る
車
両
の

数
は
49
台
で
︑昨
年（
90
台
）

よ
り
41
台
減
少
し
た
︒
ま
た

こ
の
違
反
事
例
を
確
認
す
る

と
︑
容
器
へ
の
詰
め
替
え
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
移

動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
の
注
入
ホ

ー
ス
の
先
端
部
の
注
入
ノ
ズ

ル
に
つ
い
て
︑
手
動
開
閉
装

置
を
開
放
の
状
態
で
固
定
す

る
装
置
を
備
え
た
注
入
ノ
ズ

ル
に
無
許
可
で
変
更
を
行
っ

て
い
た
事
例
や
︑
手
動
開
閉

装
置
を
開
放
の
状
態
で
固
定

で
き
る
よ
う
に
無
許
可
で
改

造
し
た
事
例
が
︑
合
計
30
台

あ
り
︑
無
許
可
車
両
数
49
台

の
う
ち
約
６
割
を
占
め
て
い

た
︒

　

さ
ら
に
︑
同
立
入
検
査
の

重
点
項
目
と
し
て
挙
げ
て
い

る
定
期
点
検
に
係
る
義
務
違

反
は
８
４
４
台
で
︑
昨
年
比

21
台
減
少
し
て
い
た
が
︑
依

然
︑
他
の
項
目
と
比
べ
て
も

違
反
台
数
が
多
か
っ
た
︒
な

お
︑
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
の
携

行
状
況
に
つ
い
て
は
︑
移
動

タ
ン
ク
貯
蔵
所
の
携
行
率
96

・
９
％ 

（
１
５
７
台
／
１
６
２

台
）︑
危
険
物
運
搬
車
両
の 

携
行
率
69
・
４
％ 

（
25
台
／

36
台
）と
い
う
結
果
だ
っ
た
︒

　

同
庁
で
は
全
ト
協
な
ど
関

係
団
体
に
対
し
て
︑
違
反
項

目
の
状
況
等
を
勘
案
し
︑
傘

下
団
体
会
員
に
︑
法
令
違
反

事
項
の
改
修
に
係
る
指
導
や

改
修
の
確
認
を
徹
底
し
︑
危

険
物
輸
送
中
に
お
け
る
危
険

物
の
保
安
確
保
を
呼
び
か
け

る
よ
う
要
請
し
て
い
る
︒

　

国
土
交
通
省
は
１
月
30
日
︑
令
和
６
年
11
月
・
12
月

の
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
に
よ
る﹁
集
中
監
視
月
間
﹂

の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
た
国
交
省
の
対
応
に
つ
い
て
発

表
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
同
期
間
内
に
︑
適
正
な
取
引
を
阻
害

す
る
疑
い
の
あ
る
悪
質
な
荷
主
や
元
請
事
業
者
に
対

し
︑
４
２
３
件
の
﹁
働
き
か
け
﹂
と
７
件
の
﹁
要
請
﹂

を
実
施
し
た
ほ
か
︑
過
去
に
﹁
要
請
﹂
を
受
け
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
︑
依
然
と
し
て
違
反
原
因
行
為
を
し

て
い
る
疑
い
の
あ
る
荷
主
等
に
対
し
︑２
件
の﹁
勧
告
﹂

を
実
施
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
員
事
業
者
等

に
対
し
て
︑
違
反
原
因
行
為
を
行
っ
て
い
る
疑
い
の
あ

る
荷
主
や
元
請
事
業
者
に
関
す
る
情
報
提
供
を
強
く

呼
び
か
け
て
い
る
︒

トラックドライバー（左）に荷待ち状況などのヒアリングを行う「トラック・物流Gメン」（右）（1月27日、大阪府吹田市の名神高
速吹田SA下り線）

令和８年３月
新規高等学校卒業者の採用選考期日等

・ハローワークによる求人申込書の受付開始
……6月1日

※�高校生を対象とした求人については、ハローワー
クにおいて求人の内容を確認したのち、学校に求
人が提出されることとなります。

・�企業による学校への求人申込および学校訪問開始
……7月1日

・学校から企業への生徒の応募書類提出開始
……9月5日（沖縄県は8月30日）

・企業による選考開始および採用内定開始
……9月16日

表　IC 内側駐車場の実証実験予定箇所
高速道路名 IC名 駐車マス数 施設 運用開始（予定）時期

北関東自動車道 桜川筑西 IC
大型車：2マス
（車長 12m以下）
小型車：3マス

トイレ
のみ

令和 7年 2月 10 日㈪
15:00 ～

常磐自動車道 浪江 IC
大型車：2マス
（車長 12m以下）
小型車：2マス

トイレ
のみ 調整中

令和６年 11・12 月の実績

令和

（令和６年末時点）

名神高速吹田SAでトラックドライバー（右）にGメン制度を紹介するチラシを配布する「ト
ラック・物流Gメン」（左）と「Gメン調査員」（中央）（1月27日、大阪府吹田市の名神高速吹
田SA上り線）

「トラック・物流Ｇメン」
相談窓口（特別対策室）

「悪質な荷主等に関する
通報窓口（目安箱）」

悪質荷主・元請へ「要請」７件、
「勧告」２件の法的措置 6

年
11
・
12
月
の
「
集
中
監
視
月
間
」
で
大
き
な
実
績

名
神
高
速
吹
田
Ｓ
Ａ
で
合
同
聞
き
取
り
調
査
活
動

名
神
高
速
吹
田
Ｓ
Ａ
で
合
同
聞
き
取
り
調
査
活
動

「
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
」
と
「
Ｇ
メ
ン
調
査
員
」

「
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
」
と
「
Ｇ
メ
ン
調
査
員
」

ド
ラ
イ
バ
ー
に
情
報
提
供
呼
び
か
け

ド
ラ
イ
バ
ー
に
情
報
提
供
呼
び
か
け

トラック・物流Ｇメン 国
交
省
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︻
解
説
︼
い
わ
ゆ
る
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
は
︑
電
動
式
の
モ
ー
タ
ー
と
バ
ッ
テ

リ
ー
を
搭
載
し
て
お
り
︑
立
ち
乗
り
で

走
行
し
ま
す
︒
道
路
交
通
法
上
は
︑
モ

　

昨
年
末
に
雇
用
し
た
学
生
ア
ル

バ
イ
ト
の
一
人
は
、
自
宅
が
近
い
た

め
自
転
車
通
勤
だ
っ
た
の
で
す
が
、

時
々
自
転
車
の
代
わ
り
に
電
動
キ
ッ

ク
ボ
ー
ド
に
乗
っ
て
く
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
お
尋
ね
し
た
い
の

で
す
が
、
例
え
ば
こ
の
よ
う
な
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
で
通
勤
途
中
に
事

故
を
起
こ
し
た
場
合
、
通
勤
災
害

は
適
用
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
事
故
や

ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
と
聞
き
ま
す
。

仮
に
、
そ
の
た
め
会
社
が
使
用
を

禁
止
し
た
の
に
、
あ
え
て
そ
れ
を
無

視
し
て
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

 第297回 

電 動 キ ッ ク ボ ー
ド に よ る 交 通 事
故 は 通 勤 災 害 か

ー
タ
ー
の
定
格
出
力
や
時
速
制
限
な

ど
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
﹁
特
定
小

型
原
動
機
付
自
転
車
﹂と
し
て
扱
わ
れ
︑

16
歳
以
上
の
者
は
運
転
免
許
が
な
く

て
も
運
転
が
可
能
で
す
︒
し
か
も
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
も
必
須
で
は
な
い
た
め

（
着
用
は
努
力
義
務
）︑
手
軽
な
移
動

手
段
と
し
て
若
者
を
中
心
に
急
速
に

普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
︒

　

ま
ず
︑
ご
質
問
の
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
で
通
勤
途
中
に
事
故
を
起
こ
し
た

場
合
︑
通
勤
災
害
の
適
用
が
あ
る
の

か
ど
う
か
に
つ
い
て
で
す
が
︑
労
働
者

災
害
補
償
保
険
法
（
労
災
保
険
法
）

で
は
︑
通
勤
災
害
と
は
﹁
労
働
者
の

通
勤
に
よ
る
負
傷
︑
疾
病
︑
傷
害
ま

た
は
死
亡
﹂（
第
７
条
第
１
項
第
３
号
）

で
あ
り
︑こ
の
通
勤
と
は
﹁
労
働
者
が
︑

就
業
に
関
し
﹂︑﹁
住
居
と
就
業
の
場

所
と
の
間
の
往
復
﹂
等
を
﹁
合
理
的

な
経
路
及
び
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
﹂

を
い
い
︑﹁
業
務
の
性
質
を
有
す
る
も

の
を
除
く
﹂（
第
７
条
第
２
項
）
と
し

て
い
ま
す
︒

　

こ
の
た
め
︑
次
に
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
に
よ
る
通
勤
が
﹁
合
理
的
な
方
法
﹂

と
い
え
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
り
ま

す
︒
こ
の
点
に
つ
い
て
︑
厚
生
労
働
省

の
行
政
解
釈
で
は
﹁
鉄
道
︑
バ
ス
等
の

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
︑
自
動
車
︑

自
転
車
等
を
本
来
の
用
法
に
従
っ
て
使

用
す
る
場
合
︑
徒
歩
の
場
合
等
︑
通

常
用
い
ら
れ
る
交
通
方
法
は
︑
当
該

労
働
者
が
平
常
用
い
て
い
る
か
否
か
に

か
か
わ
ら
ず
一
般
に
合
理
的
な
方
法
と

認
め
ら
れ
る
﹂（
昭
和
48
年
11
月
︑
基

発
第
６
４
４
号
等
）
と
し
て
い
ま
す
︒

　

そ
う
す
る
と
︑
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
は
新
し
い
交
通
手
段
で
あ
り
︑
な

じ
み
は
薄
い
も
の
の
︑
具
体
例
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
﹁
自
転
車
等
﹂
に
準
じ
る

も
の
と
し
て
︑﹁
本
来
の
用
法
に
従
っ

て
使
用
﹂
し
て
い
れ
ば
﹁
合
理
的
な

方
法
﹂
と
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
え
ま
す
︒
ま
た
同
時
に
︑﹁
当

該
労
働
者
が
平
常
用
い
て
い
る
か
否
か

に
か
か
わ
ら
ず
﹂
と
し
て
い
る
た
め
︑

学
生
ア
ル
バ
イ
ト
が
普
段
は
自
転
車

で
通
勤
し
て
い
て
︑
た
ま
た
ま
当
日
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
乗
っ
て
き
て
事
故

に
あ
っ
た
と
し
て
も
︑
そ
れ
が
﹁
本
来

の
用
法
に
従
っ
て
使
用
﹂
し
て
い
た
の

で
あ
れ
ば
︑
合
理
的
な
方
法
と
さ
れ
︑

通
勤
災
害
扱
い
と
な
り
ま
す
︒

　

続
い
て
︑
ご
質
問
後
段
の
﹁
電
動

キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
よ
る
通
勤
を
会
社
が

禁
止
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
そ

れ
を
無
視
し
て
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま

っ
た
場
合
﹂
で
す
が
︑
適
用
申
請
を

受
理
し
た
労
働
基
準
監
督
署
で
は
︑

通
勤
災
害
適
用
の
検
討
に
際
し
︑
そ

の
通
勤
方
法
が
会
社
か
ら
禁
止
さ
れ

て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
︑
全
く
考

慮
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
︒そ
れ
は
︑

あ
く
ま
で
も
労
災
保
険
法
上
の
観
点

か
ら
﹁
合
理
的
な
方
法
﹂
に
該
当
す

る
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
か
ら
で
す
︒
も
ち
ろ
ん
社
内
的
に

は
︑
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
と
い
え
ど
も
︑

会
社
の
指
示
に
反
す
る
の
は
問
題
で
あ

り
︑
そ
れ
な
り
の
処
分
を
検
討
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
し
︑
併
せ
て
ル
ー

ル
遵
守
の
指
導
強
化
な
ど
の
対
策
も

必
要
で
し
ょ
う
︒

Ａ�

本
来
の
用
法
に
従
う
「
合

理
的
方
法
」
な
ら
適
用
に

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

労
働
時
間
短
縮
も
賃
上
げ
も
︑

原
資
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
︒
そ

の
た
め
︑
新
年
度
か
ら
の
運
賃
値

上
げ
や
労
働
条
件
改
善
の
交
渉
は

今
が
ピ
ー
ク
だ
︒
今
回
は
取
引
先

の
条
件
に
応
じ
て
時
短
を
実
現
し

た
事
例
を
見
る
︒

　

こ
の
事
業
者
は
保
有
車
両
数
が

１
０
０
台
（
ト
レ
ー
ラ
は
ヘ
ッ
ド
と

シ
ャ
ー
シ
別
カ
ウ
ン
ト
）
で
︑
従

業
員
数
は
約
90
人
（
う
ち
ド
ラ
イ

バ
ー
は
70
人
）
規
模
で
あ
る
︒
会

社
設
立
か
ら
20
年
余
と
︑
ま
だ
社

歴
は
短
い
︒
主
な
輸
送
荷
物
は
板

鋼
や
パ
イ
プ
な
ど
の
鉄
鋼
製
品
︑

建
築
資
材
な
ど
で
あ
る
︒

　

こ
の
事
業
者
は
安
全
管
理
に
力

を
入
れ
︑
Ｉ
Ｓ
Ｏ
３
９
０
０
１
や

Ｇ
マ
ー
ク
な
ど
を
取
得
し
て
い
る
︒

労
働
時
間
短
縮
に
関
し
て
は
︑﹁
安

全
重
視
の
企
業
方
針
に
基
づ
け

ば
︑
労
働
時
間
短
縮
は
必
然
的
な

課
題
﹂と
い
う
認
識
だ
︒

令
和
４
年
の
年
初
か
ら

各
取
引
先
に
﹁
２
０
２

４
年
問
題
﹂
の
概
要
の

説
明
を
始
め
た
︒
だ
が
︑

そ
の
時
点
で
は
荷
主
も

一
般
論
と
し
て
の
受
け

止
め
方
で
︑
あ
ま
り
関

心
を
示
さ
な
か
っ
た
︒

﹁
荷
主
が
詳
し
く
説
明

を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
︑

令
和
５
年
の
夏
ぐ
ら
い
か
ら
﹂

で
あ
る
︒
マ
ス
コ
ミ
が
﹁
２
０
２

４
年
問
題
﹂
を
取
り
上
げ
る
よ

う
に
な
っ
た
影
響
が
大
き
い
︑

と
い
う
︒

　

そ
こ
で
同
社
は
荷
主
ご
と
に

様
々
な
提
案
と

要
望
を
し
た
︒

例
え
ば
︑
高
速

道
路
利
用
に
よ

る
労
働
時
間
短

縮
で
あ
る
︒
往

路
は
高
速
料
金

を
も
ら
っ
て
い
た

が
︑
復
路
は
支

払
わ
れ
な
か
っ
た

の
で
︑
一
般
道
で

帰
っ
て
き
て
い
た

荷
主
に
は
復
路

も
請
求
す
る
よ

う
に
し
た
︒
な

か
に
は
︑
往
復

と
も
支
払
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
荷

主
も
い
る
︒
そ
の
よ
う
な
荷
主

に
は
︑﹁
ま
ず
往
路
を
請
求
す

る
よ
う
に
し
︑
復
路
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
交
渉
を
継
続
し

た
﹂︒
ま
た
︑﹁
長
距
離
輸
送
で

往
復
と
も
支
払
わ
れ
な
い
場
合

に
は
︑
日
帰
り
で
な
く
２
日
運

行
に
し
て
労
働
時
間
を
短
縮
し

た
﹂︒
事
業
者
の
コ
ス
ト
負
担
増

に
な
っ
て
い
る
が
︑
労
働
時
間
短

縮
を
優
先
し
た
の
だ
︒

　

納
品
時
間
の
見
直
し
で
は
﹁
朝

何
時
と
い
う
指
定
は
午
前
中
︑
午

後
何
時
は
夕
方
ま
で
と
納
品
時
間

に
幅
を
も
た
せ
た
﹂︒
交
渉
理
由
は

﹁
出
発
時
間
を
定
時
に
し
︑
焦
っ

て
運
転
す
る
こ
と
な
く
事
故
を
防

ぐ
た
め
﹂
だ
っ
た
︒
ど
う
し
て
も

早
朝
と
い
う
場
合
に
は
︑
発
注
時

間
を
早
め
て
も
ら
い
前
日
夕
方
納

品
に
し
た
︒﹁
車
両
を
２
回
転
さ

せ
て
稼
働
効
率
を
向
上
す
る
こ
と

で
時
短
も
実
現
﹂し
た
の
で
あ
る
︒

　

荷
主
に
よ
っ
て
は
﹁
善
意
の
時

間
指
定
も
あ
る
﹂︒
着
荷
主
の
担

当
者
の
荷
降
し
作
業
が
可
能
な
時

間
と
い
う
も
の
だ
︒
こ
の
ケ
ー
ス

で
は
︑
不
可
抗
力
で
遅
れ
る
場
合

は
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
が
荷
降
し
を
す

る
︒
た
だ
し
無
料
で
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
が
借
り
ら
れ
る
﹂
と
い
う
条

件
に
し
た
︒
さ
ら
に
﹁
日
報
な
ど

の
デ
ー
タ
か
ら
︑
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
を
通
る
場
合
は
登
下
校
時
間
を

外
す
よ
う
に
着
時
間
を
変
え
た
﹂

荷
主
も
あ
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
荷
主
の
条
件
に

対
応
し
た
様
々
な
提
案
と
話
し
合

い
が
有
効
で
あ
る
︒

第
348
回

労働時間短縮へ時間指定の緩和等実現

動
運
転
車
優
先
レ
ー
ン
と
し

て
設
定
し
︑
自
動
運
転
ト
ラ

ッ
ク
が
安
全
・
円
滑
に
走
行

可
能
か
を
確
認
す
る
︒

・
自
動
発
着

　

自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
が
自

動
駐
車
・
自
動
発
進
可
能
か

を
確
認
す
る
︒

・
先
読
み
情
報
提
供
シ
ス
テ

ム

　

工
事
規
制
情
報
等
の
先
読

み
情
報
（
車
両
単
独
で
は
検

知
で
き
な
い
道
路
前
方
の
状

況
に
関
す
る
情
報
）
に
つ
い

て
︑
路
側
機
か
ら
提
供
さ
れ

た
情
報
が
適
切
に
受
信
可
能

か
を
現
地
に
て
通
信
確
認
す

る
︒

・
合
流
支
援
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム

　

合
流
支
援
情
報
に
つ
い
て
︑

路
側
機
か
ら
提
供
さ
れ
た
情

報
が
適
切
に
受
信
可
能
か
を

現
地
に
て
通
信
確
認
す
る
︒

　

同
優
先
レ
ー
ン
を
走
行
す

る
優
先
対
象
車
両
に
は
︑
車

両
の
前
後
に
標
章
（
図
３
）

が
貼
ら
れ
て
い
る
ほ
か
︑
側

面
に
は

﹁
自
動
運

転
実
証
実

験
中
﹂
の

ス
テ
ッ
カ

ー
が
貼
ら

れ
て
い

る
︒ま
た
︑

規
制
実
施

中
︑
道
路

上
に
あ
る

電
光
掲
示

板
に
は
︑﹁
左
車
線
自
動
運

転
実
験
中
﹂
と
表
示
さ
れ
る

（
図
４
）︒
な
お
︑
規
制
実

施
中
は
︑
大
型
貨
物
車
の
通

行
区
分
指
定
の
規
制
は
解
除

さ
れ
る
︒

　

国
交
省
な
ど
は
︑
新
東
名

高
速
道
路
を
通
行
す
る
一
般

車
両
に
対
し
て
︑
優
先
対
象

の
車
両
が
接
近
し
た
場
合

は
︑
走
行
の
妨
げ
と
な
ら
な

い
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

標
準
運
送

約
款
改
正
に

つ
い
て
﹂︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク

運
送
の
原
価
計
算
︑
価
格
交

渉
（
運
賃
交
渉
）
ノ
ウ
ハ
ウ

・
事
例
紹
介
﹂︑﹁
各
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
︑
荷
主
事
業

者
等
参
加
者
の
問
題
意
識
共

有
︒
取
り
組
み
紹
介
﹂
な
ど

の
情
報
を
提
供
︒
ま
た
︑
運

賃
交
渉
に
活
用
で
き
る
資
料

な
ど
も
提
供
す
る
︒

　

参
加
希
望
の
場
合
︑
参
加

用
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
回
答
す

る
こ
と
で
申
し
込
み
が
可
能
︒

 

４
月
１
日
の
改
正
事
業
法

施
行
に
向
け
て
施
行
規
則

等
を
改
正

改
正
事
業
法
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ
を
公
表

　

国
土
交
通
省
は
１
月
31

日
︑
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
を
同
日
付
で
公

布
し
た
と
発
表
し
た
︒

　

第
２
１
３
回
国
会
に
お
い

て
改
正
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
が
成
立
し
︑
令
和
６
年

５
月
15
日
に
公
布
さ
れ
た
︒

改
正
法
第
４
条
で
は
︑
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
に
お
け
る

取
引
環
境
の
適
正
化
を
図
る

た
め
︑
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
（
平
成
元
年
法
律
第
83

号
）
に
お
い
て
︑
運
送
契
約

締
結
時
等
の
書
面
交
付
義

務
︑
下
請
事
業
者
の
健
全
な

事
業
運
営
の
確
保
に
資
す
る

取
り
組
み
（
健
全
化
措
置
）

を
行
う
努
力
義
務
︑
実
運
送

体
制
管
理
簿
の
作
成
・
保
存

義
務
等
に
つ
い
て
規
定
︒
７

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
︒

　

同
改
正
法
の
施
行
に
伴

い
︑
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

法
施
行
規
則
等
に
お
い
て
︑

①
運
送
契
約
締
結
時
に
交
付

す
る
書
面
へ
の
記
載
事
項
︑

②
運
送
利
用
管
理
規
程
の
作

成
義
務
お
よ
び
運
送
利
用
管

理
者
の
選
任
義
務
の
対
象
と

な
る
事
業
者
が
行
う
貨
物
自

動
車
利
用
運
送
の
規
模
︑
③

実
運
送
体
制
管
理
簿
の
作
成

対
象
と
な
る
貨
物
の
重
量
の

下
限
︱
︱
等
を
定
め
る
改
正

を
実
施
し
た
︒

　

な
お
︑
同
改
正
の
施
行
日

は
︑
４
月
１
日
と
な
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
改
正
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
法
に
つ
い

て
︑
国
交
省
に
多
く
寄
せ
ら

れ
る
問
い
合
わ
せ
内
容
を
中

心
に
Ｑ
＆
Ａ
を
作
成
し
︑
国

交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
、

二
次
元
コ
ー

ド
）
で
公
表

し
て
い
る
︒

ま
た
︑今
後
︑

地
方
運
輸
局
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と

に
改
正
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
に
関
す
る
説
明
会
を
実

施
す
る
予
定
︒
詳
細
は
決
ま

り
次
第
︑
地
方
運
輸
局
の
Ｈ

Ｐ
等
で
告
知
さ
れ
る
︒

 

「
物
流
情
報
標
準
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
ｖｅｒ
.３
・
00
に

改
訂

運
送
約
款
改
正
・

新
標
準
的
運
賃
に
対
応

　

国
土
交
通
省
は
２
月
７
日
︑

﹁
物
流
情
報
標
準
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
﹂
ｖ
ｅ
ｒ
.
３
・
00
を

発
表
し
た
︒

　

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の

通
り
︒

・ 

標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約

款
の
改
正
へ
の
対
応

・ 

新
た
な
ト
ラ
ッ
ク
の
標
準

的
な
運
賃
へ
の
対
応

・ 

物
流
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が

参
画
す
る
標
準
プ
ロ
セ
ス

を
追
加

・ 

運
送
事
業
者
か
ら
荷
主
企

業
へ
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
報

告
に
対
応

・ 

そ
の
他
︑
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ

ィ
の
向
上

　

な
お
︑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
ｖ

ｅ
ｒ
.
３
・
00
は
︑
同
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
で
公
開

さ
れ
て
い
る
︒

　

国
土
交
通
省
は
２
月
18

日
︑
改
正
﹁
流
通
業
務
の
総

合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に

関
す
る
法
律
及
び
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
﹂（
令
和
６
年

法
律
第
23
号
）
の
施
行
に
伴

い
︑
改
正
法
に
よ
る
改
正
後

の
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に

関
す
る
法
律
（
平
成
17
年
法

律
第
85
号
）
に
基
づ
く
基
本

方
針
や
︑
事
業
者
の
取
り
組

む
べ
き
措
置
に
つ
い
て
の
判

断
基
準
を
定
め
る
省
令
等
を

公
布
し
た
︒

　

改
正
内
容
の
詳
細
に
つ
い

て
は
別
掲
の
通
り
︒
ま
た
︑

各
省
令
等
の
条
文
は
︑
国
交

省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
二
次

元
コ
ー
ド
）
に

掲
載
さ
れ
て

い
る
︒

　

施
行
は
７
年
４
月
１
日
︒

 

３
月
３
日
か
ら
新
東
名
高

速
に
「
自
動
運
転
車
優
先

レ
ー
ン
」
を
設
定

駿
河
湾
沼
津
Ｓ
Ａ
〜

浜
松
Ｓ
Ａ
間

　

国
土
交
通
省
︑
国
土
技
術

政
策
総
合
研
究
所（
国
総
研
）

お
よ
び
中
日
本
高
速
道
路
㈱

（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
は

２
月
７
日
︑
新
東
名
高
速
道

路
に
お
け
る
自
動
運
転
ト
ラ

ッ
ク
の
実
証
実
験
を
３
月
３

日
㈪
か
ら
開
始
す
る
と
発
表

し
た
︒

　

国
交
省
道
路
局
︑国
総
研
︑

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
は
︑﹁
自

動
運
転
イ
ン
フ
ラ
検
討
会
﹂

（
座
長
:
羽
藤
英
二
東
京

大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

教
授
）
の
関
係
省
庁
と
連
携

し
︑
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
の

実
現
に
向
け
て
︑
新
東
名
高

速
道
路
（
駿
河
湾
沼
津
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
︹
Ｓ
Ａ
︺
~
浜

松
Ｓ
Ａ
）
に
お
い
て
︑
平
日

の
夜
間
（
22
時
~
５
時
）
に

自
動
運
転
車
優
先
レ
ー
ン
を

設
定
（
図
１
・
２
）
し
︑
車

両
開
発
と
連
携
し
た
自
動
運

転
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
公
道
走

行
の
実
証
実
験
を
実
施
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
（
本
紙
２

月
１
日
号
既
報
）︒

　

同
実
証
実
験
で
は
︑
次
の

一
連
の
実
証
が
実
施
さ
れ
る
︒

・
自
動
運
転
車
優
先
レ
ー
ン

　

平
日
の
夜
間
（
22
時
~
５

時
）
に
︑
第
１
通
行
帯
を
自

上
流
に
位
置
し
︑
あ
り
方
を

左
右
す
る
利
用
運
送
行
為
お

よ
び
そ
の
類
似
行
為
を
行
う

者
に
対
し
︑
商
慣
行
を
抜
本

的
に
是
正
す
る
に
足
る
規
制

等
の
措
置
を
課
す
こ
と
が
必

要
と
指
摘
︒
ま
た
②
で
は
︑

適
正
な
運
賃
水
準
の
維
持
に

対
し
て
よ
り
効
果
を
発
揮
す

る
手
法
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
深
め
る
と
と
も
に
︑

措
置
の
実
効
性
を
確
保
す
る

た
め
の
方
策
に
つ
い
て
も
併

せ
て
検
討
が
必
要
と
指
摘
し

た
︒
さ
ら
に
③
で
は
︑
多
重

構
造
を
介
さ
ず
安
定
的
・
継

続
的
に
取
引
し
得
る
環
境
を

整
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

し
た
上
で
︑
輸
送
需
要
の
波

動
を
吸
収
し
つ
つ
︑
輸
送
能

力
や
条
件
に
応
じ
た
適
切
な

受
発
注
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う

仕
組
み
等
の
整
備
促
進
・
普

及
が
必
要
と
し
た
︒

　

同
検
討
会
で
は
引
き
続

き
︑
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
︒

�

「
２
０
２
４
年
問
題
」で
オ

ン
ラ
イ
ン
説
明
会

３
月
19
日
に
２
回
開
催

　

国
土
交
通
省
は
３
月
19
日

（
10
時
︑
15
時
の
同
日
２
回

開
催
）︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
物
流
２

０
２
４
年
問
題
﹂
に
関
す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を
開
催

す
る
︒

　

第
19
回
目
と
な
る
今
回
は
︑

﹁
改
正
物
流
効
率
化
法
︑
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
法
施
行

に
関
す
る
最
新
情
報
﹂︑﹁
標

準
的
な
運
賃
・
料
金
改
正
︑

中
小
企
業
省
力
化
投
資

補
助
事
業
（
一
般
型
）
の

第
１
回
申
請
様
式
を
公
開

申
請
は
３
月
19
日
〜
31
日

　

中
小
企
業
庁
は
２
月
21
日
︑

﹁
中
小
企
業
省
力
化
投
資
補

助
事
業
（
一
般
型
）﹂
の
第

1
回
公
募
の
申
請
様
式
を
公

開
し
た
︒

　

同
補
助
金
は
︑
中
小
企
業

施
行
５
年
度
見
直
し
に

向
け
て
検
討
を
開
始

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」

の
さ
ら
な
る
徹
底
へ

　

厚
生
労
働
省
は
２
月
５

日
︑
第
16
回
﹁
労
働
政
策
審

議
会　

職
業
安
定
分
科
会　

雇
用
環
境
・
均
等
分
科
会　

同
一
労
働
同
一
賃
金
部
会
﹂

（
部
会
長
:
守
島
基
博
学

習
院
大
学
経
済
学
部
経
営
学

科
教
授
︑
一
橋
大
学
名
誉
教

授
）
を
開
催
︒
同
一
労
働
同

一
賃
金
の
施
行
５
年
後
見
直

し
に
関
す
る
検
討
を
開
始
し

た
︒

　
﹁
働
き
方
改
革
を
推
進
す

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
﹂（
平
成
30

年
法
律
第
71
号
）
に
よ
り
︑

等
の
売
上
拡
大
や
生
産
性
向

上
を
後
押
し
す
る
た
め
に
︑

人
手
不
足
に
悩
む
中
小
企
業

等
が
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
ロ
ボ
ッ
ト
等

の
人
手
不
足
解
消
に
効
果
が

あ
る
設
備
を
導
入
す
る
た
め

の
事
業
費
等
の
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
︑

省
力
化
投
資
を
支
援
す
る
も

の
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
中
小
企

業
等
の
付
加
価
値
額
や
生
産

性
向
上
を
図
る
と
と
も
に
︑

賃
上
げ
に
繋
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
︒

　

３
月
19
日
㈬
よ
り
電
子
申

請
受
付
開
始
︑
申
請
締
切
は

３
月
31
日
㈪
の
予
定
︒

　

詳
細
に
つ

い
て
は
︑
同

事
業
事
務
局

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
二
次
元
コ
ー
ド
）を
参
照
︒

同
一
企
業
内
に
お
け
る
正
規

雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用

労
働
者
の
間
の
不
合
理
な
待

遇
差
の
実
効
あ
る
是
正
を
図

る
た
め
の
規
定
の
整
備
が
行

わ
れ
︑
令
和
２
年
４
月
１
日

に
施
行
さ
れ
て
い
る
（
中
小

企
業
へ
の
適
用
は
３
年
４
月

１
日
）︒
同
法
律
で
は
︑
施

行
後
５
年
を
目
安
と
し
て
︑

必
要
な
見
直
し
検
討
を
行
う

こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
︒

　
﹁
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
２
０
２
４
﹂（
６

年
６
月
21
日
閣
議
決
定
）
等

の
政
府
決
定
文
書
に
お
い
て

も
︑
同
一
労
働
同
一
賃
金
の

さ
ら
な
る
徹
底
を
進
め
る
必

要
性
が
た
び
た
び
指
摘
さ
れ

て
き
た
︒

　

同
部
会
に
出
席
し
た
労
働

者
側
委
員
は
︑
依
然
と
し
て

待
遇
格
差
が
大
き
く
︑
同
一

労
働
同
一
賃
金
は
十
分
達
成

さ
れ
て
い
な
い
と
主
張
︒
一

方
︑
企
業
側
委
員
は
︑
格
差

は
縮
小
傾
向
に
あ
る
と
し
︑

見
直
す
場
合
は
経
営
環
境
の

厳
し
い
中
小
企
業
に
配
慮
す

る
よ
う
求
め
た
︒

　

同
部
会
で
は
︑
３
月
頃
に

労
使
関
係
団
体
︑
有
識
者
等

か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
︒

そ
れ
を
受
け
て
︑
改
正
後
パ

ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労

働
法
・
労
働
者
派
遣
法
の
規

定
や
︑
同
一
労
働
同
一
賃
金

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
︑
非
正
規
雇

用
労
働
者
に
対
す
る
支
援
等

な
ど
︑
個
別
の
論
点
に
つ
い

て
順
次
検
討
し
て
い
く
と
し

て
い
る
︒

（2月1日号）

A B C D E F G
シ ン キ イ ツ テ ン

答え合わせ

新東名高速道路を走行する自動運転トラック（写
真は6年12月4日に実施された報道公開の様子）

 
多
重
下
請
構
造
解
消
に
向

け
て
論
点
を
整
理

第
３
回
「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る

多
重
下
請
構
造
検
討
会
」

　

国
土
交
通
省
は
２
月
５

日
︑
第
３
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
に
お
け
る
多
重
下
請
構

造
検
討
会
﹂（
座
長
:
野
尻

俊
明
流
通
経
済
大
学
名
誉
教

授
）
を
開
催
し
た
︒

　

同
検
討
会
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
が
下
請
構
造
と
な
る

背
景
・
意
義
や
課
題
を
検
証

し
︑
多
重
下
請
構
造
の
是
正

等
を
通
じ
た
適
正
な
運
賃
収

受
に
向
け
て
必
要
な
対
策
を

検
討
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ

た
も
の
︒
今
回
は
︑
前
回
ま

で
の
議
論
を
踏
ま
え
た
上

で
︑
①
上
流
を
起
源
と
す
る

規
律
あ
る
取
引
環
境
の
形

成
︑
②
下
流
に
お
け
る
浄
化

作
用
の
強
化
︑
③
上
下
流
を

繋
ぐ
取
引
ル
ー
ト
の
拡
大
︱

︱
の
３
つ
の
観
点
か
ら
︑
多

重
下
請
構
造
の
解
消
に
向
け

た
論
点
整
理
を
行
っ
た
︒

　

①
で
は
︑
実
運
送
事
業
者

に
お
け
る
健
全
な
事
業
運

営
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
お
け
る

適
正
な
賃
金
の
収
受
を
担
保

す
る
た
め
に
は
︑
実
運
送
の

図 1

図 2

図 3

図 4

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

物
流
法
改
正
を
受
け
て
事
業
者

の
取
り
組
む
べ
き
措
置
に
つ
い

て
の
判
断
基
準
を
策
定４

月
１
日
施
行

第3回「トラック運送業における多重下請構造
検討会」（2月5日、国交省）

【概 要】
・�国土交通省関係流通業務の総合化及び効率化の促進
に関する法律施行規則及び独立行政法人鉄道建設・
運輸施設整備支援機構に関する省令の一部を改正す
る省令
　国土交通省関係流通業務の総合化及び効率化の促
進に関する法律施行規則において荷待ち時間及び荷
役等時間の算定方法を定める等の改正を実施

・�貨物自動車運送事業者等の貨物自動車運送役務の持
続可能な提供の確保に資する運転者の運送及び荷役
等の効率化に関する判断の基準となるべき事項を定
める省令
　貨物自動車運送事業者等が取り組むべき措置につ
いて判断基準を策定

・�貨物自動車関連事業者の貨物自動車運送役務の持続
可能な提供の確保に資する運転者の運送及び荷役等
の効率化に関する判断の基準となるべき事項を定め
る省令
　貨物自動車関連事業者が取り組むべき措置につい
て判断基準を策定

・�荷主の貨物自動車運送役務の持続可能な提供の確保
に資する運転者の運送及び荷役等の効率化に関する
判断の基準となるべき事項を定める命令（※荷主事
業所管省庁共管）
　荷主が取り組むべき措置について判断基準を策定

・�貨物自動車運送役務の持続可能な提供の確保に資す
る運転者の運送及び荷役等の効率化の推進に関する
基本的な方針（※告示、農林水産省・経済産業省共管）
　トラックドライバーの運送・荷役等の効率化の推
進の意義・目標を策定
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①�
定
期
的
な
取
引
価
格
の
見

直
し
~
自
社
・
顧
客
双
方

の
た
め
に

　

価
格
を
見
直
す
こ
と
は
︑

自
社
の
適
正
な
売
上
の
確
保

や
︑
従
業
員
の
雇
用
維
持
・

賃
上
げ
の
た
め
だ
け
に
行
う

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
自
社

が
事
業
を
継
続
し
︑
継
続
的

に
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
は
︑
顧
客
の
た
め
に

も
必
要
な
こ
と
で
す
︒

　

自
社
の
た
め
︑
ま
た
顧
客

の
た
め
に
︑
価
格
が
適
正
か

ど
う
か
定
期
的
に
見
直
し
︑

必
要
に
応
じ
て
価
格
交
渉
を

行
い
ま
し
ょ
う
︒

②�

日
常
的
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
~
困
り
ご
と
も
思
い
切

っ
て

　

取
引
先
の
担
当
者
に
と
っ

て
唐
突
な
交
渉
と
な
ら
な
い

よ
う
︑
取
引
先
と
日
常
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

こ
と
が
大
切
で
す
︒
原
価
上

昇
の
状
況
を
共
有
す
る
な

ど
︑
普
段
か
ら
取
引
先
に
自

社
の
状
況
を
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
で
︑
交
渉
を
円
滑
化

で
き
ま
す
︒

③�

取
引
先
に
と
っ
て
自
社
の

価
値
は
~
強
み
を
活
か
し

た
交
渉
を

　
﹁
急
な
発
注
に
も
柔
軟
に

対
応
で
き
る
﹂︑﹁
安
定
し
た

品
質
で
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提

た
た
め
︑
下
請
事
業
者
が
取

引
価
格
の
引
上
げ
を
求
め
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
価
格
転

嫁
を
し
な
い
理
由
を
書
面
︑

電
子
メ
ー
ル
等
で
下
請
事
業

者
に
回
答
す
る
こ
と
な
く
︑

従
来
通
り
に
取
引
価
格
を
据

え
置
く
こ
と
﹂
は
︑
下
請
法

で
禁
止
さ
れ
る
﹁
買
い
た
た

き
﹂
に
該
当
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す

（
コ
ラ
ム
②
参
照
）︒

　

下
請
法
に
つ
い
て
は
︑
公

正
取
引
委
員
会
の
相
談
窓
口

が
利
用
で
き
ま
す
︒
中
企
庁

で
は
︑
下
請
法
に
関
す
る
講

①
書
面
で
の
申
し
入
れ

　

交
渉
経
緯
や
結
果
を
書
面

で
残
す
こ
と
で
︑
発
注
者
と

の
認
識
の
ず
れ
を
解
消
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
︒
口
頭
で

は
な
く
書
面
で
の
交
渉
を
行

い
︑
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

止
し
ま
し
ょ
う
︒

②�

下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防

止
法
（
下
請
法
）
の
活
用

　

取
引
先
が
下
請
法
上
の

﹁
親
事
業
者
﹂
に
な
り
う
る

か
把
握
し
ま
し
ょ
う
︒

　

例
え
ば
︑﹁
労
務
費
︑
原

材
料
価
格
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
等
の
コ
ス
ト
が
上
昇
し

供
で
き
る
﹂な
ど
︑自
社
の
強

み
を
顧
客
と
の
交
渉
に
活
か

し
ま
し
ょ
う
︒そ
れ
ぞ
れ
の
顧

客
と
の
関
係
に
応
じ
て
ど
の

よ
う
な
交
渉
を
行
う
と
よ
い

か
︑
相
談
窓
口
（
図
1
）

も
積
極
的
に
活
用
し
て
く
だ

さ
い
︒

習
も
提
供
し
て
い
ま
す
︒

③�

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
」
の
活
用

　

発
注
者
と
し
て
取
引
先
と

の
連
携
や
共
存
共
栄
を
進
め

る
方
針
を
代
表
者
名
で
宣
言

す
る
﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

構
築
宣
言
﹂
を
行
っ
て
い
る

企
業
も
あ
り
ま
す
︒

　

宣
言
企
業
で
あ
れ
ば
︑
価

格
決
定
方
法
の
考
え
方
を
公

表
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
︑
交
渉
の
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
︒

①�
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
原
価
の

把
握

　

価
格
転
嫁
が
で
き
た
企
業

の
多
く
は
︑﹁
原
価
を
示
し

た
価
格
交
渉
﹂
が
有
効
で
あ

る
と
回
答
し
て
い
ま
す
︒
輸

送
サ
ー
ビ
ス
に
投
入
し
た
時

間
や
費
用
を
定
量
的
に
把
握

す
る
こ
と
が
︑
効
果
的
な
価

格
交
渉
の
第
一
歩
で
す
︒

　

原
価
計
算
の
方
法
は
︑
よ

ろ
ず
支
援
拠
点
を
は
じ
め
︑

各
種
の
経
営
相
談
窓
口
で
も

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
︒

②�

価
格
変
動
の
デ
ー
タ
の
収

集

　

原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

価
格
変
動
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
価
格
改
定
が
必
要
な
理
由

を
示
す
こ
と
で
︑
価
格
交
渉

が
円
滑
に
進
み
ま
す
︒

　

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格

が
ど
の
よ
う
に
変
動
し
た
の

か
︑
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
確

認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
︒

※ 

自
社
デ
ー
タ
の
整
理
だ
け

で
な
く
︑
業
界
団
体
・
官

公
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

得
ら
れ
る
デ
ー
タ
の
収
集

も
有
効
で
す
︒
日
次
／
月

次
／
四
半
期
な
ど
︑
適
切

な
頻
度
で
情
報
を
収
集
す

れ
ば
︑
迅
速
な
交
渉
が
で

き
る
だ
け
で
な
く
︑
価
格

改
定
の
判
断
に
も
活
用
で

き
ま
す
︒

③�

労
務
費
の
価
格
交
渉
に
関

す
る
国
の
指
針

　

特
に
進
ん
で
い
な
い
労
務

費
の
価
格
交
渉
に
つ
い
て
は
︑

令
和
５
年
11
月
29
日
に
内
閣

官
房
・
公
取
委
が
﹁
労
務
費

の
適
切
な
転
嫁
の
た
め
の
価

格
交
渉
に
関
す
る
指
針
﹂（
二

次
元
コ
ー
ド
）
と
し
て
︑
発

注
者
・
受
注
者
の
行
動
指
針

を
示
し
ま
し
た
︒

　

こ
の
指
針
で
は
︑
最
低
賃

金
の
上
昇
率
︑
春
季
労
使
交

渉
の
妥
結
額
や
そ
の
上
昇
率

な
ど
︑
公
表
資
料
を
用
い
て

希
望
価
格
を
提
示
す
る
こ
と

な
ど
を
求
め
て
い
ま
す

（
コ
ラ
ム
③
参
照
）︒

　
﹁
価
格
交
渉
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
﹂（
図
2
）
で
は
︑
交
渉

の
前
に
準
備
し
て
お
く
こ
と

や
交
渉
の
際
に
行
う
べ
き
こ

と
な
ど
を
ま
と
め
て
い
ま
す
︒

　

価
格
交
渉
実
施
の
際
の
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
︒

4 

価
格
交
渉
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

　

中
小
企
業
庁
で
は
︑
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
や
原
材
料
費
︑
労
務
費
な

ど
が
上
昇
す
る
中
︑
中
小
企
業
が

適
切
に
価
格
転
嫁
を
し
や
す
い
環

境
を
作
る
た
め
︑
毎
年
３
月
と
９

月
を
﹁
価
格
交
渉
促
進
月
間
﹂
に

設
定
し
て
い
ま
す
︒

　

会
社
の
収
益
改
善
︑
そ
し
て
従

業
員
の
雇
用
や
賃
上
げ
の
た
め

に
︑
運
賃
・
料
金
を
適
正
に
見
直

す
こ
と
は
有
効
な
手
段
の
ひ
と
つ

で
す
︒
こ
こ
で
は
︑
中
企
庁
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
﹁
こ
こ

か
ら
始
め
る
価
格

交
渉
﹂（
二
次
元
コ

ー
ド
）
を
も
と
に
︑

価
格
交
渉
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
︒

図１ 　主な相談窓口

・よろず支援拠点「価格転嫁サポート窓口」
　国が 47 都道府県に設置した中小企業向
けの経営相談窓口。価格転嫁に役立つ原価
計算も支援

・下請かけこみ寺
　国が全国 48 か所に設置した下請取引の
相談窓口

・公正取引委員会の窓口
　取引先から受ける不当なしわ寄せについ
て、相談や通報を受け付ける窓口

1 

価
格
交
渉
の
ポ
イ
ン
ト

日
頃
か
ら
取
引
先
と
の
対
話
を
深
め

定
期
的
に
価
格
見
直
し
を
実
施
す
る

2 

交
渉
に
役
立
つ
テ
ク
ニ
ッ
ク

書
面
で
の
交
渉
を
行
い
ト
ラ
ブ
ル
防
止

下
請
法
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
の
活
用
も

3 

さ
ら
に
有
効
な
交
渉
の
た
め
に

原
価
や
価
格
変
動
の
動
向
を
し
っ
か
り
把
握

公
表
資
料
を
用
い
て
説
得
力
あ
る
交
渉
を

「労務費の適切な転嫁のための
価格交渉に関する指針」

中小企業・小規模事業者のさらなる取引適正化へ！
下請法改正に向けて着々と作業が進む

　現在、公正取引委員会と中小企業庁では、
中小企業・小規模事業者の取引適正化を図
るため、価格転嫁の基本的な法律である「下
請代金支払遅延等防止法」（下請法）につ
いて、今国会での成立を目指して作業を進
めています。
　下請法改正の主な方向性は、次の通りで
す。

①買いたたきに係る課題
【主な課題】
・コストが上昇している中で、交渉するこ
となく価格を据え置かれたり、一方的に
コスト上昇に見合わない価格を決められ
たりして受注企業がしわ寄せを受けてい
る。
・現在の下請法の買いたたき規制は、市価
の認定が必要なところ、市価の把握が難
しい。

【検討の方向性】
・下請法において、買いたたきとは別途、
対等な価格交渉を確保する観点から、下
請事業者からの価格協議の申し出に応じ
なかったり、親事業者が必要な説明を行
わなかったりするなど、一方的に下請代
金を決定して、下請事業者の利益を不当
に害する行為を禁止する規定を新設す
る。

②約束手形に係る課題
【主な課題】
・支払手段として手形等を用いることによ
り、発注者（親事業者）が受注者（下請
事業者）に資金繰りに係る負担を求める
商慣習が続いている。

【検討の方向性】
・下請事業者の保護のためには、今般の指

導基準の変更を一段進め、廃止を待たず
に下請法上、手形払いを認めないことと
する。
・電子記録債権やファクタリングについて
は、引き続き支払い手段として許容する
が、支払期日までに下請代金に相当する
金銭（手数料等を含む満額）と引き換え
ることが困難であるものについては禁止
する。

③物流に係る課題
【主な課題】
・荷主・物流事業者間の問題（荷役・荷待
ち）が顕在化しているが、発荷主から元
請運送事業者への委託は、下請法の対象
外（独占禁止法上の物流特殊指定で対応）
であり、機動的な対応ができていない。

【検討の方向性】
・発荷主が運送事業者に対して物品の運送
を委託する取引を、下請法の対象となる
新たな類型として追加する。

④各省連携に係る課題
【主な課題】
・現在、事業所管省庁には調査権限のみが
与えられているが、公取委、中企庁、事
業所官庁の連携した執行を拡充していく
には不十分である。
・「トラックGメン」などに通報した場合、
下請法の「報復措置の禁止」の対象とな
っていない。

　【検討の方向性】
・事業所管省庁の主務大臣に指導・助言権
限を付与する。
・下請事業者が申告しやすい環境を確保す
べく、「報復措置の禁止」の申告先として、
現行の公取委および中企庁に加え、事業
所管省庁の主務大臣を追加する。

コラム②

自社のドライバーの待遇改善を目指して
運賃交渉に「標準的運賃」を活用しましょう！

　発注者との運賃交渉に際し、労務費を含めた自社のコスト構造を発注者に開示することに
より、逆に発注者からコストを査定され原価低減を求められるような事例があります。
　「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」では、発注者との関係で、労務費
の上昇傾向を示す何らかの根拠資料を示す必要がある場合には、関係者がその決定プロセス
に関与し、経済の実態が反映されていると考えられる公表資料を用いるべきとしています。
　同指針では、公表資料の１つとして「一般貨物自動車運送事業に係る標準的な運賃」を挙
げています。
　全日本トラック協会ホームページでは、標準的運賃に関する特設ページ
（二次元コード）を開設しています。特設ページには、標準的な運賃の解説
書（会員限定）や計算シート（同）、荷主企業への説明の際に活用可能なパ
ンフレット、また国土交通省が作成したQ&A集などが掲載されています
ので、ぜひ活用してください。
　自社のドライバーの待遇改善実現を目指して、荷主企業との価格交渉の際
に標準的な運賃を活用しましょう。

コラム③

全ト協
「標準的な運賃」
特設ページ

中企庁「適正取引支援サイト」を活用して
価格交渉のスキルを高めましょう！

　中小企業庁では、中小企業・小規模事
業者の取引環境改善、特に価格交渉や価
格転嫁の実現に繋がる情報を提供する「適
正取引支援サイト」（写真、二次元コード）
を開設しています。
　同サイトでは、取引先との理想的な関
係構築をサポートするために、次のコン
テンツを提供しています。

①�「下請法」や「価格交渉」に
関する「講習会」の実施・案
内
②�相談・トラブル等に対応する
「相談窓口」の紹介

③�取引環境改善に向けた「各種施策」の
紹介

　同サイトの活用を通じて下請法や価格
交渉への理解を深め、価格交渉のスキル
を高めましょう。

コラム④

価格転嫁ができている企業ほど賃上げ率が向上
「価格交渉促進月間」（2024 年 9 月）フォローアップ調査結果より

コラム①

　中小企業庁では、「価格交渉促進月間」終了後に、主な取引先との価格交渉・価格転嫁の状況についてのフォローアップ調査を
実施するとともに、状況の芳しくない親事業者に対しては下請中小企業振興法（下請振興法）に基づき、大臣名での指導・助言
を実施しています。
　前回の同月間（2024 年９月）
のフォローアップ調査では、トラ
ック運送業における転嫁率（コ
スト全体）は 29.5％と、対象 30
業種中で最も低いものとなりまし
た。一方で、「価格交渉は行われ
たがまったく転嫁できなかった企
業の割合」をみると、2024 年３
月調査でトラック運送業は 19.7
％であるのに対し、同９月調査で
は 17.2％と、わずかながら改善
しました。
　価格転嫁と賃上げ率の関係をみ
ると、価格転嫁ができている割合
が高いほど、受注者（中小企業）
の賃上げ率も高い傾向にあること
が分かっています（図）。自社の
ドライバーの待遇改善を実現する
ためには、荷主企業と思い切った
運賃・料金交渉を行い、燃料費や
人件費等の高騰分を価格転嫁して
いく必要があります。 出典：価格交渉促進月間（2024 年 9月）フォローアップ調査結果

図２

自社のドライバーの待遇改善実現に向けて自社のドライバーの待遇改善実現に向けて
今こそ思い切った運賃・料金交渉を！今こそ思い切った運賃・料金交渉を！

中企庁リーフレット「ここから始める価格交渉」より中企庁リーフレット「ここから始める価格交渉」より

３月は「価格交渉促進月間」
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来
賓
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　

第
１
部
の
研
修
会
で
は
︑

冒
頭
出
島
青
年
部
会
長
（
関

東
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
部
会

長
）が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
︑﹁
全

ト
協
青
年
部
会
は
今
年
度
︑

﹃
絆
を
か
た
ち
に
﹄
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
︑﹃
適
正

運
賃
の
収
受
﹄︑﹃
物
流
Ｄ
Ｘ

の
推
進
﹄︑﹃
災
害
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
﹄
︱
︱
と

い
う
３
点
の
重
点
取
組
を
中

心
に
活
動
を
展
開
し
て
き

た
︒
全
国
の
青
年
部
会
員
が

思
い
を
ひ
と
つ
に
し
て
︑
業

界
の
10
年
後
︑
20
年
後
の
た

め
に
と
も
に
学
び
︑
成
長
す

る
こ
と
で
︑
業
界
を
取
り
巻

く
諸
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
述

べ
た
上
で
︑﹁
坂
本
会
長
の
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
︑
関

係
省
庁
の
ご
協
力
の
お
か
げ

で
︑
い
ま
物
流
業
界
は
大
き

な
進
化
を
遂
げ
て
い
る
︒
こ

の
状
況
を
理
解
し
た
上
で
︑

し
っ
か
り
と
適
応
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
あ
る
︒
こ
れ

　

来
賓
あ
い
さ
つ
に
続
き
︑

﹁
青
年
経
営
者
等
に
よ
る
先

進
的
な
事
業
取
組
に
対
す
る

顕
彰
﹂
授
与
式
・
受
賞
者
事

業
発
表
を
行
い
︑受
賞
者（
別

掲
）
を
発
表
︒
庄
子
清
一
副

会
長
か
ら
受
賞
者
（
銀
賞
２

者
︑
銅
賞
１
者
）
に
対
し
︑

表
彰
状
と
目
録
が
手
渡
さ
れ

た
︒
授
与
式
に
続
き
︑
銀
賞

を
受
賞
し
た
大
隅
物
流
㈲
の

山
川
栄
明
代
表
取
締
役
が

﹁
医
薬
品
輸
送
に
お
け
る
国

か
ら
も
青
年
部
会
員
が
ひ
と

つ
に
な
っ
て
情
報
共
有
を
進

め
︑
業
界
の
さ
ら
な
る
発
展

に
向
け
た
活
動
を
継
続
し
て

い
き
た
い
﹂と
力
強
く
述
べ
た
︒

　

続
い
て
︑
楠
木
寿
嗣
全
ト

協
副
会
長
が
あ
い
さ
つ
︒

﹁﹃
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
﹄
の
解
決
に
取
り
組
む
こ

の
10
年
間
は
︑
業
界
に
と
っ

て
非
常
に
厳
し
い
時
代
に
な

際
品
質
認
証
制
度
﹃
Ｃ
Ｅ
Ｉ

Ｖ 

Ｐ
ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ａ
﹄
認
証

の
取
得
と
継
続
更
新
﹂
に
つ

い
て
︑
同
じ
く
銀
賞
を
受
賞

し
た
静
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

青
年
部
会
の
遠
藤
太
朗
部
会

長
が
﹁
円
滑
な
緊
急
輸
送
の

実
現
に
向
け
た
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ

ｅ
マ
イ
マ
ッ
プ
の
作
成
﹂
に
つ

い
て
受
賞
者
事
業
発
表
を
行

っ
た
︒

　

庄
子
副
会
長
に
よ
る
講
評

で
は
︑
今
回
は
６
件
の
申
請

が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た

上
で
︑﹁﹃
物
流
の
２
０
２
４

年
問
題
﹄
の
解
決
に
向
け
て

国
を
挙
げ
た
施
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
︑

業
界
を
取
り
巻
く
諸
課
題
は

る
と
思
わ
れ
る
が
︑
そ
れ
を

乗
り
越
え
れ
ば
業
界
に
と
っ

て
明
る
い
未
来
が
待
っ
て
い

る
︒
業
界
の
次
世
代
を
担
う

皆
様
に
は
︑
我
々
と
違
っ
た

視
点
で
業
界
発
展
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
︒
こ
れ
か
ら
10
年
間
︑
皆

様
に
は
し
っ
か
り
と
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
︑
業
界
が
一
層
よ

く
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
﹂
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
︒

　

引
き
続
き
︑
神
谷
政
幸
自

由
民
主
党
青
年
局
長
代
理
と

三
輪
田
優
子
国
土
交
通
省
物

流
・
自
動
車
局
貨
物
流
通
事

業
課
長
が
来
賓
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
（
別
掲
）︒

ま
だ
ま
だ
山
積
し
て
い
る
︒

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か

ら
こ
そ
︑
青
年
経
営
者
に
よ

る
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
に
対
し

て
大
き
な
期
待
を
し
て
い
る
︒

青
年
経
営
者
の
皆
様
に
は
︑

　

引
き
続
き
︑
葛
西
亜
貴
夫

副
部
会
長
（
東
北
ト
ラ
ッ
ク

協
会
青
年
部
会
長
）
が
青
年

部
会
の
活
動
を
報
告
︒
全
国

９
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
し
た
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
（
計
１
８
９
７
人

参
加
）
は
︑
全
て
の
ブ
ロ
ッ

ク
で
現
地
参
加
者
を
集
め
て

今
後
の
事
業
の
発
展
︑
業
界

の
発
展
の
た
め
に
︑
果
敢
に

挑
戦
を
続
け
て
い
た
だ
き
た

い
﹂
と
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ

ら
れ
た
︒

の
開
催
と
な
っ
た
こ
と
な
ど

を
報
告
︒

　

ま
た
︑
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
の
被
災
地
支
援
と
し

て
︑
石
川
県
珠
洲
市
で
大
型

家
具
等
の
家
財
撤
去
や
災
害

ゴ
ミ
の
仮
置
き
場
へ
の
搬
入

を
行
っ
た
ほ
か
︑
中
古
の
４

輪
駆
動
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入

し
︑
石
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
寄
贈
し
た
こ
と
を
報
告
し

た
︒

　

休
憩
を
挟
ん
で
実
施
し
た

研
修
で
は
︑﹁
Ａ
Ｉ
時
代
の

戦
略
的﹃
モ
ー
ド
チ
ェ
ン
ジ
﹄

の
す
す
め
﹂
と
題
し
︑
藤
原

和
博
氏
が
講
演
を
行
っ
た
︒

　

最
後
に
︑
東
崎
真
也
副
部

会
長
（
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

青
年
協
議
会
代
表
幹
事
）
が

閉
会
あ
い
さ
つ
を
行
い
︑﹁
青

年
部
会
に
は
︑
部
会
員
一
人

ひ
と
り
の
力
だ
け
で
な
く
︑

全
体
の
力
が
あ
る
︒
部
会
員

同
士
が
支
え
合
い
︑
協
力
し

て
い
く
こ
と
で
︑
業
界
の
新

し
い
未
来
が
拓
か
れ
る
︒
全

国
の
同
士
の
皆
さ
ん
と
知
恵

を
出
し
合
い
な
が
ら
︑
輸
送

の
現
場
で
活
躍
す
る
ド
ラ
イ

バ
ー
に
光
が
当
た
る
よ
う
な

業
界
に
し
て
い
こ
う
﹂
と
宣

言
し
た
︒

　

続
い
て
行
わ
れ
た
第
２
部

の
交
流
会
で
は
︑
多
く
の
参

加
者
同
士
が
親
睦
を
深
め
た
︒

　

医
薬
品
輸
送
に
お
い
て

は
︑
国
際
的
な
品
質
維
持
ガ

　

令
和
６
年
１
月
の
能
登
半

島
地
震
に
係
る
緊
急
輸
送
対

イ
ド
ラ
イ
ン
﹁
Ｇ
Ｄ
Ｐ
﹂
の

導
入
に
伴
い
︑
品
質
向
上
が

応
に
お
い
て
︑
他
県
の
拠
点

情
報
の
把
握
に
時
間
を
要
し

業
界
全
体
の
課
題
と
な
っ
て

い
た
︒
同
社
は
国
内
の
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
と
し
て
初

め
て
︑
国
際
品
質
認
証
制
度

﹁CEIV Pharm
a

﹂
認
証

（
写
真
㊨
）
を
取
得
し
︑
温

度
管
理
シ
ス
テ
ム
や
社
員
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る

こ
と
で
︑
高
い
輸
送
品
質
を

実
現
︒

　

同
社
は
平
成
25
年
に
事
業

許
可
を
取
得
し
た
若
い
会
社

で
あ
っ
た
が
︑
こ
れ
に
よ
り

会
社
の
認
知
度
・
信
頼
性
が

向
上
し
︑
政
府
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
輸

送
業
務
を
受
注
す
る
な
ど
取

引
が
拡
大
し
た
ほ
か
︑
輸
送

品
質
保
持
︑
人
材
確
保
・
定

着
︑
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
向
上
等
に
も
よ
い
結
果

が
生
じ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑専
門
書
へ
の
寄
稿
︑

医
薬
品
関
連
団
体
・
製
薬
会

社
向
け
の
事
例
発
信
・
講
演

等
を
通
じ
︑
品
質
管
理
の
重

要
性
や
具
体
的
手
法
の
啓
発

活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て

い
る
︒

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が﹁
２

０
２
４
年
問
題
﹂
を
は
じ
め

と
す
る
諸
課
題
に
対
応
す
る

た
め
の
経
営
戦
略
と
し
て
高

く
評
価
さ
れ
︑
顕
彰
が
授
与

さ
れ
た
︒

た
経
験
か
ら
︑
県
内
の
緊
急

物
資
輸
送
拠
点
43
か
所
と
︑

青
年
部
会
員
１
４
８
社
の
情

報
を
調
査
し
︑
無
料
の
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
﹁
Ｇ
ｏ

ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ
イ
マ
ッ
プ
﹂
に

集
約
し
た
上
︑
県
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
一
般
向
け

　

島
根
ト
ラ
ッ
ク
青
年
協
議

会
江
津
支
部（
会
員
数
８
人
）

は
小
規
模
の
支
部
組
織
で
あ

る
と
こ
ろ
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

家
族
や
地
域
住
民
︑
荷
主
企

業
に
ト
ラ
ッ
ク
に
親
し
ん
で

も
ら
う
と
と
も
に
︑
業
界
の

雰
囲
気
や
安
全
に
対
す
る
思

い
へ
の
理
解
促
進
を
図
る
こ

に
公
開
し
た
（
写
真
㊤
、
二

次
元
コ
ー
ド
）︒

　

県
内
の
緊
急
物
資
輸
送
拠

点
に
加
え
︑
部
会
員
各
社
の

所
在
地
︑
連
絡
先
︑
倉
庫
・

イ
ン
タ
ン
ク
の
保
有
状
況
等

の
情
報
を
視
覚
的
に
把
握
可

能
と
な
り
︑
ま
た
分
散
し
て

い
た
情
報
が
マ
イ
マ
ッ
プ
に
一

元
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
︑
災

害
発
生
時
に
効
率
的
な
情
報

確
認
が
可
能
と
な
り
︑
初
動

対
応
が
早
ま
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
︒
ま
た
︑
マ
ッ
プ
内
に

と
︑
業
界
か
ら
地
域
の
盛
り

上
が
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
に
︑
同
会
員
が
主
体
と

な
っ
て
︑支
部
に
お
け
る
﹁
ト

ラ
ッ
ク
の
日
﹂
広
報
活
動
を

企
画
・
実
施
︒
江
津
市
長
・

江
津
警
察
署
長
を
来
賓
と
し

て
招
い
た
﹁
交
通
安
全
啓
発

活
動
﹂
に
お
い
て
飲
酒
運
転

﹁
利
用
説
明
﹂
と
し
て
︑
地

図
上
の
ア
イ
コ
ン
の
凡
例
や
︑

検
索
方
法
等
に
つ
い
て
の
案

内
を
記
載
し
た
ほ
か
︑
改
良

に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ

ー
ム
を
設
置
し
︑
利
便
性
の

向
上
に
努
め
て
い
る
︒

　

専
門
知
識
や
費
用
を
必
要

と
し
な
い
︑
青
年
部
会
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
取

り
組
み
で
あ
り
︑
そ
の
有
効

性
と
普
及
可
能
性
が
高
く
評

価
さ
れ
︑
顕
彰
が
授
与
さ
れ

た
︒

撲
滅
の
署
名
を
提
出
し
た
ほ

か
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
引
き
レ
ー
ス
﹂

（
写
真
左
上
）
に
は
荷
主
企

業
︑
江
津
署
︑
市
職
員
や
一

般
参
加
者
を
含
む
26
チ
ー
ム

・
１
３
０
人
が
参
加
︒
来
場

者
は
全
体
で
数
百
人
に
の
ぼ

り
︑
出
店
し
た
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
は
全
店
売
り
切
れ
と
な
る

な
ど
大
い
に
賑
わ
っ
た
ほ
か
︑

地
元
放
送
局
・
新
聞
社
も
イ

ベ
ン
ト
の
模
様
を
取
材
・
報

道
し
た
︒

　

非
常
に
小
規
模
の
支
部
で

あ
り
な
が
ら
︑
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
︑
様
々
な
主
体
を
巻

き
込
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

・
実
施
し
た
点
が
高
く
評
価

さ
れ
︑顕
彰
が
授
与
さ
れ
た
︒

「
物
流
の
将
来
の
た
め
に
共
に
学
ぼ
う
」

「
物
流
の
将
来
の
た
め
に
共
に
学
ぼ
う
」

出
島
青
年
部
会
長
が
力
強
く
宣
言

出
島
青
年
部
会
長
が
力
強
く
宣
言

「
業
界
の
発
展
の
た
め
に
果
敢
に
挑
戦
を
」

「
業
界
の
発
展
の
た
め
に
果
敢
に
挑
戦
を
」

先
進
的
な
事
業
取
組
に
対
す
る
顕
彰

先
進
的
な
事
業
取
組
に
対
す
る
顕
彰

能
登
半
島
地
震
被
災
地
へ
の
支
援
を
実
施

能
登
半
島
地
震
被
災
地
へ
の
支
援
を
実
施

協
力
し
合
い
な
が
ら
業
界
の
未
来
を
拓
く

協
力
し
合
い
な
が
ら
業
界
の
未
来
を
拓
く

「
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
」
に
立
ち
向
か
い

連
携
し
な
が
ら
課
題
解
決
に
取
り
組
む

神
谷　

政
幸　

自
由
民
主
党
青
年
局
長
代
理

若
い
知
恵
と
行
動
力
を
武
器
に
し
て

物
流
革
新
の
う
ね
り
を
起
こ
し
て
い
こ
う

三
輪
田　

優
子　

国
土
交
通
省
物
流
・
自
動
車
局
貨
物
流
通
事
業
課
長

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
部
会
（
出

島
康
佑
部
会
長
）
は
２
月
14
日
︑
令
和
６

年
度
﹁
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
部
会

全
国
大
会
﹂
を
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
（
東

京
都
新
宿
区
）
で
開
催
し
た
︒

　

今
回
は
︑
全
国
各
地
か
ら
約
７
０
０
人

の
青
年
部
会
員
が
参
加
︒﹁
絆
を
か
た
ち

に
〜
共
に
描
く
物
流
の
未
来
〜
﹂
を
テ
ー

マ
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
次
世
代
を

担
う
全
国
の
青
年
経
営
者
が
一
堂
に
会

し
︑
研
修
を
行
っ
た
︒

「
絆
を
か
た
ち
に
～
共
に
描
く
物
流
の
未
来
～
」
を
テ
ー
マ
に

「
絆
を
か
た
ち
に
～
共
に
描
く
物
流
の
未
来
～
」
を
テ
ー
マ
に

全
国
各
地
か
ら
７
０
０
人
の
青
年
経
営
者
が
集
結

全
国
各
地
か
ら
７
０
０
人
の
青
年
経
営
者
が
集
結

令和６年度青年部会全国大会を開催令和６年度青年部会全国大会を開催
全 日 本トラック 協 会 青 年 部 会

　

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
国
内
の

貨
物
輸
送
量
の
９
割
を
担
う

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
︑
経

済
の
好
循
環
︑
地
方
創
生
を

実
現
し
て
い
く
上
で
き
わ
め

て
重
要
な
産
業
で
あ
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
︒

　

一
方
︑
事
業
者
の
ほ
と
ん

ど
が
中
小
零
細
で
あ
り
︑
燃

料
価
格
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト

上
昇
を
は
じ
め
︑
長
時
間
労

働
の
是
正
や
労
働
生
産
性
の

向
上
︑
多
様
な
人
材
の
確
保

・
育
成
︑
取
引
環
境
の
改
善

な
ど
︑
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
こ
と
も
承
知
し
て
い

ま
す
︒

　

我
々
自
民
党
青
年
局
は
︑

45
歳
以
下
の
国
会
議
員
と
地

方
議
員
︑
民
間
・
学
生
の
約

２
０
０
０
人
の
メ
ン
バ
ー
が
所

属
す
る
全
国
組
織
で
す
︒
こ

れ
ら
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂

の
解
決
の
た
め
︑﹁
物
流
革

新
に
向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
﹂
等
に
基
づ
く
諸
施
策
に

つ
い
て
︑
引
き
続
き
青
年
局

と
し
て
も
後
押
し
を
し
て
ま

い
り
ま
す
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会
の
皆
様
と
は
定
期
的

に
交
流
の
機
会
を
設
け
て
お

り
ま
す
が
︑
そ
の
よ
う
な
機

会
を
通
じ
て
我
々
青
年
世
代

な
ら
で
は
の
課
題
な
ど
も
共

有
し
な
が
ら
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
皆
様
と
︑
そ
し
て

全
国
の
自
民
党
青
年
局
メ
ン

バ
ー
と
と
も
に
︑
こ
れ
か
ら

の
日
本
の
未
来
を
担
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

令
和
６
年
度
「
青
年
経
営
者
等
に
よ
る
先
進
的
な

事
業
取
組
に
対
す
る
顕
彰
」
受
賞
者
・
受
賞
事
業

ま
す
︒
ま
だ
十
分
に
周
知
が

な
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
の
で
︑
し
っ
か
り

と
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
取

り
巻
く
課
題
は
多
々
あ
り
ま

す
が
︑
裏
を
返
せ
ば
︑
こ
れ

か
ら
の
伸
び
し
ろ
が
多
く
あ

る
と
も
い
え
ま
す
︒
青
年
部

会
の
皆
様
に
は
︑
若
い
知
恵

と
行
動
力
が
あ
り
ま
す
︒
例

え
ば
︑
物
流
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を

ど
の
よ
う
に
飛
躍
的
に
伸
ば

し
て
い
く
か
︑
あ
る
い
は
地

域
や
し
が
ら
み
を
超
え
た
連

　

こ
の
４
月
か
ら
︑
昨
年
成

立
し
た
物
流
改
正
法
が
施
行

さ
れ
ま
す
︒

　

国
土
交
通
省
に
と
っ
て
︑

携
や
協
業
化
な
ど
を
ど
う
や

っ
て
進
め
て
い
く
か
︑
そ
し

て
若
い
世
代
の
労
働
力
を
ど

の
よ
う
に
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
に
呼
び
込
ん
で
い
く
か
な

ど
︑
皆
様
方
の
お
知
恵
と
発

想
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
︒

　

青
年
部
会
の
皆
様
方
に
は

行
動
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ

き
︑
我
々
と
と
も
に
官
民
一

体
と
な
っ
て
︑
物
流
革
新
の

う
ね
り
を
起
こ
し
て
い
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と

思
い
ま
す
︒

こ
れ
ま
で
荷
主
企
業
は
手
が

届
か
な
い
世
界
で
あ
り
︑
歯

が
ゆ
い
思
い
を
し
て
き
ま
し

た
が
︑
物
流
改
正
法
に
よ
っ

て
︑
努
力
義
務
と
い
う
形
か

ら
で
は
あ
り
ま
す
が
︑
物
流

の
効
率
化
や
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
負
担
軽
減
と
い
っ

た
観
点
か
ら
︑
荷
主
企
業
に

対
し
て
様
々
な
取
り
組
み
が

義
務
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

令和６年度「全日本トラック協会青年部会全国大会」（2月14日、京王プラザホテル）

出島　康佑
青年部会長

楠木　寿嗣
全ト協副会長

神谷　政幸
自由民主党青年局長代理

庄子　清一
全ト協副会長

葛西　亜貴夫
副部会長

山川　栄明
大隅物流㈲代表取締役

遠藤　太朗
静岡県ト協青年部会長藤原　和博氏

東崎　真也
副部会長

三輪田　優子
国土交通省物流・自動車局
貨物流通事業課長

【
銀
賞
（
賞
金
70
万
円
）】

「
医
薬
品
輸
送
に
お
け
る
国
際
品
質
認
証
制
度

『
Ｃ
Ｅ
Ｉ
Ｖ 

Ｐ
ｈａｒｍａ
』
認
証
の
取
得
と
継
続
更
新
」

（
大
隅
物
流
有
限
会
社
・
茨
城
県
稲
敷
市
）

【
銅
賞（
賞
金
50
万
円
）】

「
小
規
模
支
部
に
お
け
る

荷
主
企
業
・
自
治
体
・
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ

『
ト
ラ
ッ
ク
の
日
』
広
報
活
動
の
実
施
」

（
島
根
ト
ラ
ッ
ク
青
年
経
営
者
協
議
会
江
津
支
部
）

「
円
滑
な
緊
急
輸
送
の
実
現
に
向
け
た

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ
イ
マ
ッ
プ
の
作
成
」

（
一
般
社
団
法
人
静
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
部
会
）

出島部会長と8人の副部会長が壇上で勢揃いした

先進的な事業取組に対する顕彰受賞者
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自動点呼システムと連携可能

さ
ん
の
中
に
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
憧
れ
が
再
び
湧

い
て
き
た
︒
若
松
さ
ん
は
20

歳
の
時
に
あ
る
運
送
会
社
に

入
社
し
︑大
型
免
許
を
取
得
︒

幼
い
頃
か
ら
憧
れ
て
き
た
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
り
︑

長
距
離
輸
送
に
従
事
し
た
︒

　

若
松
さ
ん
が
か
つ
て
所
属

し
て
い
た
運
送
会
社
で
は
︑

秋
田
県
内
に
あ
る
大
手
運
送

会
社
の
協
力
会
社
と
し
て
輸

送
を
請
け
負
っ
て
お
り
︑
若

　

若
松
さ
ん
は
現
在
︑
埼
玉

県
を
中
心
と
し
た
関
東
地
方

や
︑
大
阪
港
や
岡
山
県
な
ど

関
西
・
中
国
地
方
へ
の
輸
送

を
担
っ
て
い
る
︒
関
東
便
の

場
合
は
３
日
間
︑
関
西
便
の

場
合
は
４
~
５
日
間
に
わ
た

る
運
行
と
な
る
︒
関
西
へ
の

５
日
間
運
行
の
場
合
︑
月
曜

日
に
秋
田
を
出
発
す
る
と
金

曜
日
に
帰
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
︑
土
曜
日
と
日
曜
日
は

休
日
に
な
る
こ
と
が
多
い
と

い
う
︒
同
社
で
は
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
充
実

の
観
点
か
ら
︑
休
み
を
取
得

し
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
た

上
で
︑
乗
務
割
を
組
む
よ
う

に
し
て
い
る
︒

　
﹁
土
曜
・
日
曜
が
休
み
の

場
合
︑
子
ど
も
の
運
動
会
な

ど
の
行
事
に
も
出
席
し
や
す

く
な
り
ま
す
︒
休
日
に
対
す

　

若
松
優
一
さ
ん
は
︑
米
や

薬
品
な
ど
を
秋
田
県
か
ら
関

東
や
関
西
等
へ
輸
送
す
る
長

距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
る
︒

　

若
松
さ
ん
は
子
ど
も
の
頃

か
ら
ト
ラ
ッ
ク
や
重
機
が
好

き
で
︑
両
親
に
車
両
図
鑑
を

買
っ
て
も
ら
い
︑
熱
心
に
愛

読
す
る
な
ど
︑﹁
い
つ
か
は
ト

ラ
ッ
ク
に
乗
り
た
い
﹂
と
憧

れ
を
募
ら
せ
て
い
た
︒
高
校

生
に
な
っ
て
も
そ
の
思
い
は

変
わ
ら
ず
︑
将
来
は
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
ろ
う
と

決
め
て
い
た
︒

　

し
か
し
︑
高
校
を
卒
業
し

た
頃
は
就
職
氷
河
期
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
︑
就
職
先
探
し

に
苦
労
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
夢
は
叶
わ
ず
︑

若
松
さ
ん
は
林
業
関
係
の
会

社
に
就
職
し
た
︒
そ
の
会
社

に
は
︑
毎
日
の
よ
う
に
木
材

の
積
み
込
み
の
た
め
に
ト
ラ

ッ
ク
が
訪
れ
︑
そ
の
ト
ラ
ッ

ク
を
見
て
い
る
う
ち
に
若
松

松
さ
ん
は
大
手
運
送
会
社
の

輸
送
品
質
の
高
さ
に
感
銘
を

受
け
て
い
た
と
い
う
︒
そ
う

し
た
中
︑
平
成
24
年
に
こ
の

大
手
運
送
会
社
の
グ
ル
ー
プ

企
業
と
し
て
︑
㈱
大
仙
物
流

が
設
立
さ
れ
た
︒
若
松
さ
ん

は
︑
大
手
運
送
会
社
の
仕
事

に
直
接
携
わ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
︑

今
か
ら
７
年
半
ほ
ど
前
に
同

社
に
移
っ
た
︒

る
配
慮
は
︑
非
常
に
あ
り
が

た
く
感
じ
て
い
ま
す
﹂（
若

松
さ
ん
）

　

若
松
さ
ん
は
休
日
に
な
る

と
︑
愛
車
の
洗
車
を
す
る
こ

と
が
多
い
と
い
う
︒そ
し
て
︑

社
内
で
も
︑
自
分
の
乗
務
す

る
ト
ラ
ッ
ク
を
念
入
り
に
洗

車
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　
﹁
当
社
で
は
１
人
１
車
制

を
採
っ
て
お
り
︑
私
を
含
め

て
全
て
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自

分
の
乗
務
す
る
ト
ラ
ッ
ク
を

大
事
に
し
て
い
ま
す
︒
ト
ラ

ッ
ク
の
洗
車
は
見
た
目
を
き

れ
い
に
保
つ
だ
け
で
は
な
く
︑

ボ
デ
ィ
や
塗
装
の
劣
化
防
止

や
不
具
合
の
早
期
発
見
に
も

繋
が
る
大
切
な
作
業
で
す
︒

日
々
頑
張
っ
て
走
る
愛
車
に

感
謝
の
気
持
ち
と
安
全
運
転

へ
の
意
識
を
込
め
な
が
ら
︑

丁
寧
に
洗
車
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑

当
然
な
が
ら
ト
ラ
ッ
ク
が
な

い
と
自
分
の
仕
事
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
う
︒
そ
の
た
め
︑
若
松
さ

ん
は
常
日
頃
か
ら
車
両
に
対

す
る
感
度
を
鋭
く
す
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
る
と
い
う
︒

　
﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は

基
本
的
に
１
人
で
仕
事
を
行

　

長
距
離
ド
ラ
イ
バ

ー
は
拘
束
時
間
が
長

い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
︑
若
年
層
の
方

々
か
ら
就
職
先
と
し
て
敬
遠

さ
れ
る
こ
と
も
多
く
︑
か
つ

て
は
当
社
で
新
入
社
員
を
募

集
し
て
も
全
く
応
募
が
な
い

時
期
が
あ
り
ま
し
た
︒
当
社

で
は
以
前
か
ら
︑
旧
改
善
基

準
告
示
に
定
め
ら
れ
た
1
年

間
の
拘
束
時
間
（
３
５
１
６

時
間
）
を
ク
リ
ア
で
き
て
い

ま
し
た
が
︑
繁
忙
期
に
は
１

か
月
の
上
限
の
調
整
に
苦
慮

う
た
め
︑
自
分
が
ト
ラ
ッ
ク

の
不
具
合
に
い
ち
早
く
気
付

か
な
い
と
︑
運
行
の
途
中
で

走
行
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
︒

車
両
の
状
態
が
思
わ
し
く
な

い
こ
と
に
気
付
い
た
時
に
は
︑

す
ぐ
に
営
業
所
に
連
絡
し
︑

運
行
管
理
者
の
指
示
を
仰
ぐ

よ
う
に
し
て
い
ま
す
﹂（
同
）

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
︒

そ
の
た
め
︑
当
社
で
は
８
年

ほ
ど
前
か
ら
︑
若
年
層
の
方

々
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
会

社
に
し
て
い
き
た
い
と
の
思

い
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時

間
労
働
削
減
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た

︒①
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
の
刷

新
に
よ
る
「
日
報
記
入
お
よ

び
入
力
の
省
力
化
」

　

デ
ジ
タ
コ
を
新
機
種
に
入

れ
替
え
た
こ
と
で
︑
日
報
記

入
・
入
力
業
務
の
時
間
を
削

減
︒

②
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
倉

庫
作
業
員
の
職
種
を
超
え
た

「
多
能
工
化
の
推
進
」

　

ド
ラ
イ
バ
ー
が
複
数
の
車

種
に
乗
務
で
き
る
よ
う
に
し

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
弁
当
は
あ

ま
り
食
べ
な
い
よ
う
に
心
が

け
て
い
る
︒
手
作
り
弁
当
を

持
た
せ
て
く
れ
る
妻
の
愛
情
︑

そ
し
て
家
族
の
協
力
や
支
え

は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕
事
を

安
心
・
安
全
に
続
け
て
い
く

上
で
非
常
に
大
き
い
と
︑
若

松
さ
ん
は
語
る
︒

　

さ
て
︑
若
松
さ
ん
が
か
つ

て
所
属
し
て
い
た
運
送
会
社

で
長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
を
し

て
い
た
頃
は
︑
長
時
間
労
働

が
当
た
り
前
で
︑
さ
ら
に
歩

合
給
制
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
た
た
め
︑
多
少
無
理
を
し

て
で
も
運
行
に
出
て
い
た
︒

し
か
し
︑
現
在
は
同
社
で
は

働
き
方
改
革
を
積
極
的
に
推

進
し
て
お
り
︑
拘
束
時
間
が

短
く
な
る
と
と
も
に
給
与
額

も
安
定
し
︑
時
間
的
に
も
経

済
的
に
も
ゆ
と
り
が
出
て
き

た
と
い
う
︒

　

さ
ら
に
︑
現
在
の
会
社
は

ド
ラ
イ
バ
ー
の
採
用
に
も
積

極
的
で
︑
若
年
者
か
ら
高
齢

者
ま
で
満
遍
な
く
ド
ラ
イ
バ

た
り
︑
倉
庫
作
業
員
が
車
両

に
乗
務
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
︑
職
種
を
超
え
た
多

能
工
化
を
推
進
︒
業
務
の
平

準
化
を
図
り
︑
長
時
間
労
働

削
減
に
繋
げ
た
︒

③
現
場
の
全
従
業
員
か
ら
の

「
ム
ダ
の
提
案
の
提
出
推
進
」

　

業
務
の
健
全
化
や
効
率
化

の
た
め
︑
会
社
内
に
お
け
る

﹁
ム
ダ
の
提
案
﹂
を
従
業
員

か
ら
募
集
︒
例
え
ば
︑
米
の

収
穫
時
期
に
︑
自
社
低
温
倉

庫
へ
の
米
の
持
ち
込
み
時
間

が
遅
く
な
る
こ
と
で
時
間
外

労
働
が
発
生
し
て
い
た
が
︑

荷
主
の
理
解
を
得
て
最
終
持

ち
込
み
時
間
の
前
倒
し
が
可

能
に
な
っ
た
こ
と
で
︑
長
時

間
労
働
が
削
減
で
き
た
︒

　

現
在
は
︑
６
年
４
月
の
改

正
改
善
基
準
告
示
適
用
を
受

け
て
︑
積
み
卸
し
作
業
の
分

業
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒

現
時
点
で
は
若
松
さ
ん
が
積

み
卸
し
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
が
︑
将
来
的
に
は
拘
束
時

間
に
余
裕
の
あ
る
別
の
ド
ラ

イ
バ
ー
に
積
み
卸
し
作
業
を

担
っ
て
も
ら
い
︑
長
距
離
ド

ラ
イ
バ
ー
の
さ
ら
な
る
労
働

時
間
削
減
に
繋
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
︒

ー
が
在
籍
す
る
︒

　
﹁
今
後
は
︑
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
技
術
や
経
験
を
後
輩

に
も
伝
え
て
い
く
一
方
で
︑

自
分
自
身
も
さ
ら
な
る
荷
主

の
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
︑

輸
送
品
質
と
安
全
意
識
の
向

上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

若
松
さ
ん
に
﹁
ド
ラ
イ
バ

ー
に
な
っ
て
︑
ど
の
よ
う
な

と
こ
ろ
に
や
り
が
い
を
感
じ

る
か
﹂
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
︑

荷
物
を
無
事
に
配
送
し
︑
配

送
先
で
﹁
あ
り
が
と
う
﹂
と

優
し
い
声
を
か
け
ら
れ
︑
缶

コ
ー
ヒ
ー
を
も
ら
っ
た
り
し

た
時
だ
と
い
う
︒
若
松
さ
ん

は
︑
安
全
で
丁
寧
な
運
転
や

荷
扱
い
を
通
じ
て
取
引
先
へ
の

﹁
感
謝
の
心
﹂を
忘
れ
ず
に
︑

今
後
も
長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
の
ス
キ
ル
を
磨
き
上

げ
て
い
き
た
い
と
語
る
︒

　

最
後
に
︑
長
距
離
ド
ラ
イ

バ
ー
を
増
や
す
た
め
に
運
送

会
社
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
る
か
︑
若
松

さ
ん
の
意
見
を
伺
っ
た
︒

　
﹁
最
近
に
な
っ
て
運
送
業
界

も
変
化
し
つ
つ
あ
り
︑
以
前

に
比
べ
る
と
拘
束
時
間
が
減

る
と
と
も
に
︑
休
日
も
増
え

て
き
ま
し
た
︒
そ
れ
に
合
わ

せ
て
︑
賃
金
も
ほ
か
の
業
種

よ
り
も
高
く
な
っ
て
く
れ
ば
︑

若
い
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
に

繋
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
︒
こ
れ
か
ら
も
業
界
全

体
で
︑
働
き
や
す
い
環
境
を

整
備
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
﹂（
同
）

㈱大仙物流
［與語　奨太　代表取締役社長］

所在地	 秋田県大仙市大曲西根字上野
　　　　　152-1
資本金	 3,000 万円
設立	 平成 24 年 9月
従業員数	 32 人（うちドライバー17 人）
車両数	 18 台

令和７年新春特集（後編）就
職
氷
河
期
に
直
面
し
別
業
種
の
会
社
に
就
職

そ
れ
で
も
諦
め
ら
れ
な
か
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
道

㈱
大
仙
物
流
（
秋
田
県
大
仙
市
）　

若わ
か
ま
つ松　

優ゆ
う
い
ち一

さ
ん
（
40
）

長
距
離
輸
送
の
ド
ラ
イ
バ
ー

長
距
離
輸
送
の
ド
ラ
イ
バ
ー

長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
特
有
の
長
時
間
労
働
が
改
善
　
経
済
的
に
も
ゆ
と
り
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
特
有
の
長
時
間
労
働
が
改
善
　
経
済
的
に
も
ゆ
と
り
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
強
く
求
め
ら
れ
る
　
「
ド
ラ
イ
バ
ー
が
働
き
や
す
い
環
境
」
の
整
備

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
強
く
求
め
ら
れ
る
　
「
ド
ラ
イ
バ
ー
が
働
き
や
す
い
環
境
」
の
整
備

ケース③

　

若
松
さ
ん
は
︑妻
と
娘（
中

学
３
年
生
）︑
息
子
（
小
学

５
年
生
）︑
義
理
の
母
と
と

も
に
暮
ら
し
て
い
る
︒
若
松

さ
ん
が
長
距
離
輸
送
に
出
発

す
る
際
に
は
︑
妻
の
手
作
り

弁
当
を
持
っ
て
行
く
よ
う
に

し
て
お
り
︑
乗
務
中
も
栄
養

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑﹁
物
流
の
最
前
線
で
日
々
活
躍
さ

れ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
に
︑
こ
の
職
業
を
選
ん
で

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
く
﹂
た
め
に
︑
様
々
な
施
策
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
る
︒

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
編
集
部
で
は
︑
日
々
の
仕
事
の
中
で
﹁
幸
せ
﹂

を
感
じ
る
瞬
間
は
ど
の
よ
う
な
時
な
の
か
︑
輸
送
の
現
場
で
活
躍
す

る
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
探
っ
た
︒

　

本
特
集
は
︑
４
人
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
焦
点
を
当
て
︑
仕

事
へ
の
様
々
な
思
い
を
紹
介
す
る
こ
と
で
︑
各
運
送
事
業
者
に
お
け

る
具
体
的
な
取
り
組
み
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
︒

　

今
回
は
そ
の
後
編
と
し
て
︑
２
人
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
を
支
え
る
経
営
者
・
管
理
者
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
す
る
︒

　
（
ド
ラ
イ
バ
ー
の
年
齢
は
令
和
７
年
２
月
15
日
現
在
）

若
年
層
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
会
社
に
し
て
い
く
た
め
に

若
年
層
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
会
社
に
し
て
い
く
た
め
に

ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働
削
減
に
挑
む

ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働
削
減
に
挑
む

管
理
者
の
声

高橋　広美　常務取締役高橋　広美　常務取締役

連
休
を
取
得
し
や
す
い
よ
う
に
運
行
を
配
慮

車
両
へ
の
感
度
を
鋭
く
し
て
不
具
合
に
気
付
く

幅
広
い
年
代
の
仲
間
た
ち
と
と
も
に
仕
事
に
邁
進

さ
ら
な
る
輸
送
品
質
向
上
を
目
指
し
精
進
す
る

若松さんは、大型車に乗務し、米や薬品などを秋田県から関東や関西等へ輸送する長距
離ドライバーである

若松　優一さん

若
松
さ
ん
は
様
々
な
年
代
の
仲
間
た

ち
と
と
も
に
、
日
々
仕
事
に
臨
ん
で

い
る

現
在
は
若
松
さ
ん
が
積
み
卸
し
作
業

を
行
う
が
、
将
来
的
に
は
別
の
ド
ラ

イ
バ
ー
と
の
分
業
化
が
計
画
さ
れ
て

い
る

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
“
幸
せ
”
と
は

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
“
幸
せ
”
と
は

最
前
線
で
活
躍
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
・
経
営
者
の
声
か
ら
探
る

最
前
線
で
活
躍
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
・
経
営
者
の
声
か
ら
探
る
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国交省の指導・監督指針『法定12項目』を
10分冊に集約トラック運送業界に求められる

知識の集大成   1. トラックドライバーの心構え
  2. トラック運送事業と関係法令
  3. ドライバーの日常業務
  4. 過労運転の防止と緊急時の対応
  5. トラックの構造と特性に合わせた運転
  6. トラクタとトレーラーの構造と特性に　 
　   　　合わせた運転
  7. 貨物の正しい積載方法と労働災害の防止
  8. 危険物を輸送する場合に留意すべき事項
  9. 危険の予測及び回避
10. 安全運転のための心身の健康管理

  1. トラックドライバーの心構え
  2. トラック運送事業と関係法令
  3. ドライバーの日常業務
  4. 過労運転の防止と緊急時の対応
  5. トラックの構造と特性に合わせた運転
  6. トラクタとトレーラーの構造と特性に　 
　   　　合わせた運転
  7. 貨物の正しい積載方法と労働災害の防止
  8. 危険物を輸送する場合に留意すべき事項
  9. 危険の予測及び回避
10. 安全運転のための心身の健康管理

4月上旬販売開始【予約受付中!】

ご注文は日貨協連のホームページをご覧の上、専用の申込書にて FAX でお申し込みください

Tel:０３－３３５５－２０３１ Fax:０３－３３５５－２０３７

ホームページアドレス    https://www.nikka-net.or.jp
〒 1 6 0 - 0 0 0 4   東 京 都 新 宿 区 四 谷 3 丁 目 2 番 5　 ( 全 日 本 ト ラ ッ ク 総 合 会 館 9 階 )

（本体 5,300 円＋税 10％）

5,830 円
（送料別）

A4判ケース付き・全10分冊
会員価格

改訂版
2025年

法改正に即した万全の知識を！

指導・監督指針
（告示）を体系的
にまとめて解説

指導・監督指針
（告示）を体系的
にまとめて解説

さし絵多用の
わかりやすく
読みやすい編集

さし絵多用の
わかりやすく
読みやすい編集

安全教育の
確立を目指す
安全教育の
確立を目指す

販売

事業用トラックドライバー
研修テキスト
事業用トラックドライバー
研修テキスト

全日本トラック協会の教育テキスト！新規採用者必携！全日本トラック協会の教育テキスト！新規採用者必携！

制作

も
免
許
取
得
支
援
あ
り
﹂
と

求
人
募
集
サ
イ
ト
で
謳
っ
て

い
る
の
を
見
つ
け
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
に
な
り
た
い
と
い
う
自

分
の
熱
意
を
松
藤
社
長
に
伝

え
た
結
果
︑
見
事
入
社
す
る

こ
と
が
で
き
た
︒

　

石
川
さ
ん
が
同
社
に
入
社

し
て
ま
ず
行
っ
た
こ
と
は
︑

Ａ
Ｔ
限
定
解
除
で
あ
っ
た
︒

石
川
さ
ん
は
教
習
所
で
実
車

教
習
と
審
査
を
受
け
︑
ス
ム

ー
ズ
に
Ａ
Ｔ
限
定
を
解
除
す

る
こ
と
が
で
き
た
︒
な
お
︑

限
定
解
除
に
要
し
た
費
用
は

同
社
が
負
担
し
て
い
る
︒

量
が
軽
い
た
め
に
︑
急
ブ
レ

ー
キ
や
カ
ー
ブ
を
曲
が
る
際

に
は
振
動
に
よ
っ
て
荷
崩
れ

が
発
生
し
や
す
い
︒

　

ま
た
︑
積
み
卸
し
時
の
検

品
作
業
に
も
注
意
が
必
要
と

な
る
︒
誤
納
品
は
取
引
先
か

ら
の
信
頼
低
下
を
招
く
た

め
︑
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
︒﹁
荷
物
事
故
や
誤
納
品

が
な
い
よ
う
運
転
や
積
み
卸

し
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
い
ま
す
︒
そ
れ
が
結
果
的

に
安
全
運
転
や
荷
主
企
業
か

ら
の
信
頼
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
﹂
と
石
川
さ
ん
は
語
る
︒

　

石
川
さ
ん
の
輸
送
範
囲
は

関
東
近
郊
が
中
心
と
な
り
︑

最
も
遠
い
の
は
市
川
市
か
ら

往
復
１
５
０
㌔
㍍
ほ
ど
の
神

奈
川
県
厚
木
市
で
あ
る
︒
厚

木
市
へ
の
配
送
の
際
に
は
東

名
高
速
道
路
を
利
用
し
て
い

る
が
︑
特
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

　

石
川
さ
ん
は
︑
入
社
し
て

し
ば
ら
く
の
間
は
２
㌧
ト
ラ

ッ
ク
に
乗
務
︒
２
年
後
か
ら

は
４
㌧
ト
ラ
ッ
ク
を
中
心
に

乗
務
し
て
い
る
︒
４
㌧
ト
ラ

ッ
ク
に
乗
務
し
始
め
た
当
初

は
車
体
の
大
き
さ
に
苦
労
し

た
と
い
う
︒
４
㌧
ト
ラ
ッ
ク

に
乗
務
後
３
年
ほ
ど
が
過
ぎ

た
が
︑
石
川
さ
ん
は
現
在
も

初
心
を
忘
れ
ず
︑
法
令
遵
守

を
第
一
に
し
た
運
転
を
心
が

け
て
い
る
︒

　

一
方
で
︑
石
川
さ
ん
が
ド

ラ
イ
バ
ー
に
な
っ
て
最
も
苦

労
し
た
の
が
荷
物
の
取
り
扱

い
で
あ
っ
た
︒
特
に
石
川
さ

ん
が
輸
送
す
る
食
料
品
は
重

を
担
当
す
る
の
か
が
分
か
る
︒

各
配
送
パ
タ
ー
ン
と
も
全
て

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
担
当
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
︑
業

務
の
平
準
化
に
一
役
買
っ
て
い

る
︒
石
川
さ
ん
も
︑﹁
事
前

に
ど
の
ル
ー
ト
を
担
当
す
る

の
か
が
分
か
る
こ
と
で
︑
曜

日
や
時
間
に
よ
る
道
路
状
況

を
イ
メ
ー
ジ
で
き
︑
安
心
し

て
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
ま
す
︒
自
分
に
は
今
の

仕
事
が
と
て
も
合
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
﹂
と
︑
現

在
の
仕
事
の
魅
力
に
つ
い
て

語
っ
て
い
る
︒

　

石
川
さ
ん
の
今
後
の
目
標

は
︑
運
行
管
理
者
資
格
を
取

得
す
る
こ
と
だ
と
い
う
︒

　
﹁
将
来
は
運
行
管
理
者
と

し
て
︑
当
社
の
安
全
運
行
を

管
理
す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
︒
当
面
は
︑
４
㌧
ト
ラ
ッ

ク
の
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し

て
業
務
経
験
を
積
み
重
ね
な

が
ら
︑
運
行
管
理
者
資
格
取

得
に
向
け
た
勉
強
を
進
め
て

夢
を
実
現
さ
せ
︑
後
輩
ド
ラ

イ
バ
ー
た
ち
に
事
故
防
止
の

大
切
さ
を
強
く
訴
え
て
い
き

た
い
で
す
﹂（
同
）

　

石
川
さ
ん
が
か
つ
て
勤
め

て
い
た
物
流
倉
庫
で
は
︑
石

川
さ
ん
は
２
年
ご
と
に
雇
用

契
約
を
更
新
す
る
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
と
し
て
働
い
て

い
た
︒
そ
の
後
︑
同
社
に
正

社
員
と
し
て
入
社
し
︑
収
入

の
安
定
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の

機
会
が
得
ら
れ
た
こ
と
で
︑

実
家
の
家
族
も
心
か
ら
喜
ん

で
く
れ
︑
今
で
は
︑
安
心
し

て
石
川
さ
ん
の
活
躍
を
見
守

っ
て
い
る
︒

　

先
述
の
通
り
︑
石
川
さ
ん

の
趣
味
は
音
楽
鑑
賞
で
︑
休

み
に
な
る
と
ラ
イ
ブ
や
ク
ラ

ブ
に
出
か
け
る
こ
と
が
多
い

と
い
う
︒
石
川
さ
ん
は
﹁
仕

事
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
︑
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
も
充
実
さ
せ
た

い
﹂
と
の
考
え
を
持
っ
て
お

り
︑
同
社
の
入
社
面
接
の
際

に
は
﹁
週
休
２
日
﹂
と
い
う

希
望
を
出
し
て
い
る
︒
同
社

で
は
可
能
な
限
り
︑
従
業
員

の
勤
務
体
系
の
希
望
を
聞
い

て
お
り
︑
現
在
︑
石
川
さ
ん

の
休
日
は
年
末
年
始
な
ど
の

繁
忙
期
を
除
い
て
土
曜
（
隔

週
）
と
日
曜
と
な
っ
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
配
送
ル
ー
ト
が

数
パ
タ
ー
ン
あ
り
︑
１
週
間

前
に
は
自
分
が
ど
の
ル
ー
ト

　

石
川
基
紀
さ
ん
は
︑
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
店
舗
配

送
や
食
品
工
場
か
ら
の
セ
ン

タ
ー
配
送
︑
郵
便
物
等
の
輸

送
を
担
う
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ

る
︒

　

茨
城
県
北
部
の
出
身
で
あ

る
石
川
さ
ん
は
︑
19
歳
で
普

通
自
動
車
免
許
（
オ
ー
ト
マ

チ
ッ
ク
︹
Ａ
Ｔ
︺
限
定
）
を

取
得
︒
高
校
卒
業
後
は
茨
城

県
内
の
別
業
種
の
会
社
で
働

い
て
い
た
が
︑
10
年
ほ
ど
前

に
千
葉
県
に
移
り
住
み
︑
物

流
倉
庫
の
契
約
作
業
員
と
し

て
勤
め
始
め
た
︒
石
川
さ
ん

は
物
流
倉
庫
に
集
配
す
る
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
と

話
を
し
て
い
る
中
で
︑
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い
う
仕

事
に
魅
力
を
感
じ
︑
興
味
を

も
ち
始
め
た
︒
ド
ラ
イ
バ
ー

か
ら
の
話
を
聞
け
ば
聞
く
ほ

ど
︑﹁
こ
の
仕
事
は
自
分
の

性
格
に
合
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
﹂
と
考
え
︑
35
歳
の
時

に
正
社
員
と
し
て
ド
ラ
イ
バ

ー
に
な
る
こ
と
を
決
め
た
︒

　

石
川
さ
ん
は
求
人
情
報
を

頼
り
に
︑
運
送
会
社
数
社
に

応
募
し
た
︒
し
か
し
︑
多
く

の
運
送
会
社
が
即
戦
力
と
し

て
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
求
め
て

お
り
︑
Ａ
Ｔ
限
定
免
許
し
か

保
持
し
て
い
な
か
っ
た
石
川

さ
ん
は
運
送
会
社
か
ら
内
定

を
得
る
の
に
苦
労
し
た
と
い

う
︒
石
川
さ
ん
は
︑
松
藤
運

輸
倉
庫
㈱
が
﹁
業
界
未
経
験

で
も
同
乗
研
修
が
あ
る
の
で

応
募
可
能
！　

普
通
免
許
で

イ
ー
ク
や
お
盆
休
み
な
ど
は

長
い
渋
滞
に
見
舞
わ
れ
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
︒
石
川
さ

ん
の
趣
味
は
音
楽
鑑
賞
と
い

う
こ
と
も
あ
り
︑
渋
滞
時
に

は
カ
ー
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
気

分
転
換
を
図
る
よ
う
に
し
て

い
る
と
い
う
︒

　
﹁
東
名
高
速
は
交
通
量
も

多
い
た
め
︑
運
転
の
際
に
は

車
間
距
離
や
速
度
な
ど
に
十

分
注
意
し
な
が
ら
運
転
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
︒
一
方

で
︑
な
か
に
は
危
険
な
運
転

操
作
を
行
う
一
般
ド
ラ
イ
バ

ー
も
み
ら
れ
ま
す
︒
そ
う
し

た
車
に
よ
る
事
故
は
︑
人
命

の
損
失
︑
経
済
的
な
損
失
︑

時
間
的
な
損
失
な
ど
失
う
も

の
が
多
く
︑
本
当
に
つ
ら
い

も
の
が
あ
り
ま
す
︒
公
共
の

財
産
で
あ
る
道
路
を
利
用
す

る
全
て
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方

々
に
︑
事
故
防
止
の
徹
底
を

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
︒
も
ち
ろ
ん
︑
私
も
プ

ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
︑
一
般

の
方
々
の
模
範
と
な
る
よ
う

な
運
転
操
作
を
心
が
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂

（
石
川
さ
ん
）

　

当
社
は
︑
石
川
さ

ん
が
所
属
し
︑
食
料

品
輸
送
な
ど
を
中
心

に
担
う
本
社
営
業
所

（
千
葉
県
市
川
市
）

の
他
に
︑
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
配
送
を
行
う
拠
点
と
し

て
船
橋
事
業
所（
同
船
橋
市
）

を
構
え
て
い
ま
す
︒
本
社
営

業
所
勤
務
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は

業
界
経
験
者
が
比
較
的
多
い

も
の
の
︑
コ
ン
ビ
ニ
配
送
部

門
で
は
業
界
未
経
験
者
が
多

く
︑
な
か
に
は
40
代
後
半
で

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
採
用
に

至
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
︒

　

新
人
教
育
は
本
社
営
業
所

と
船
橋
事
業
所
の
そ
れ
ぞ
れ

で
行
っ
て
お
り
︑
本
社
営
業

所
で
は
私
が
初
任
研
修
や
業

務
説
明
を
行
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
︒
教
育
に
あ
た
っ
て

は
︑
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
と
の

会
話
を
通
じ
て
︑
で
き
る
だ

け
本
音
の
話
も
聞
き
だ
す
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
︒
そ

れ
は
︑
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
と

当
社
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防

ぐ
た
め
で
あ
り
︑﹁
こ
の
会
社

が
自
分
に
合
う
会
社
で
あ

る
﹂
こ
と
が
分
か
る
と
︑
新

人
ド
ラ
イ
バ
ー
は
愛
社
精
神

を
も
ち
︑
長
期
間
当
社
で
働

い
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
︒
こ
れ
は
︑
新
人
ド
ラ
イ

バ
ー
と
経
営
者
と
の
距
離
が

近
い
会
社
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
︒

　

一
方
︑
船
橋
事
業
所
で
は

管
理
者
で
あ
る
所
長
が
主
体

と
な
っ
て
教
育
を
行
い
︑
指

導
係
に
よ
る
同
乗
の
ほ
か
︑

コ
ン
ビ
ニ
の
店
舗
ご
と
に
定

め
ら
れ
た
荷
卸
し
ル
ー
ル
や

そ
の
ル
ー
ル
に
合
わ
せ
た
荷

物
の
積
み
込
み
の
仕
方
な

ど
︑
様
々
な
観
点
か
ら
の
指

導
が
行
わ
れ
ま
す
︒

　

近
年
で
は
特
に
若
年
層
の

間
で
︑
収
入
増
よ
り
も
週
休

２
日
を
望
む
声
が
強
く
な
っ

て
い
ま
す
︒
当
社
で
は
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
に
気
持
ち
よ
く
働

い
て
も
ら
え
る
よ
う
な
職
場

環
境
の
整
備
に
向
け
て
︑
週

休
２
日
制
を
採
用
す
る
と
と

も
に
︑
身
体
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
︑
希
望
す
る
高

齢
の
従
業
員
を
対
象
に
週
休

３
日
制
も
取
り
入
れ
て
い
ま

す
︒

　

今
後
の
人
材
確
保
に
向
け

て
は
︑
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
な

が
ら
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
も
つ
社
会
的
役
割
や
当
社

の
魅
力
な
ど
を
発
信
し
︑
雇

用
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
︒

松藤運輸倉庫㈱
［松藤　加津美　代表取締役］

所在地	 千葉県市川市田尻 4-1-39
資本金	 1,800 万円
設立	 昭和 46 年 6月11日
従業員数	 46 人（うちドライバー38 人）
車両数	 32 台

「
即
戦
力
で
は
な
い
」
苦
労
し
た
就
職
活
動

未
経
験
者
へ
の
支
援
が
手
厚
い
運
送
会
社
に
入
社

松
藤
運
輸
倉
庫
㈱
（
千
葉
県
市
川
市
）　

石い
し
か
わ川　

基も
と
の
り紀
さ
ん
（
40
）

運
送
業
界
未
経
験
で
入
社
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー

運
送
業
界
未
経
験
で
入
社
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
自
社
の
社
員
の
働

き
方
・
休
み
方
の
見
直
し
や
改
善
に
役
立

つ
情
報
を
提
供
す
る
﹁
働
き
方
・
休
み
方

改
善
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
﹂（
写
真
、
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
公
開
し
て
い
ま
す
︒

　

適
切
な
労
働
時
間
で
働
き
︑
ほ
ど
よ
く

休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
は
︑
仕
事
に
対
す

る
社
員
の
意
識
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

る
と
と
も
に
︑
業
務
効
率
の
向
上
へ
の
効

果
も
期
待
さ
れ
ま
す
︒
社
員
の
能
力
が
よ

り
発
揮
さ
れ
や
す
い
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
は
︑
企
業
全
体
と

し
て
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
︑

収
益
の
拡
大
︑
ひ
い
て
は
企
業

の
成
長
・
発
展
に
繋
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
︒

　

同
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は
︑

働
き
方
・
休
み
方
改
革
を
進
め

る
た
め
の
支
援
策
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
し
て
お
り
︑
企
業
の
人

事
労
務
担
当
者
が
労
働
時
間
や

休
暇
取
得
の
実
態
︑
ま
た
こ
れ

ら
に
関
す
る
取
り
組
み
や
制
度

を
再
確
認
で
き
る
﹁
企
業
向
け

自
己
診
断
﹂も
利
用
で
き
ま
す
︒

　

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の

た
め
に
︑
同
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
︒

コラム 管
理
者
の
声

新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
会
話
で
本
音
を
聞
き
出
し

新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
会
話
で
本
音
を
聞
き
出
し

希
望
に
応
え
ら
れ
る
会
社
に
し
て
い
く

希
望
に
応
え
ら
れ
る
会
社
に
し
て
い
く

働
き
や
す
い
、
休
み
や
す
い
職
場
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

働
き
や
す
い
、
休
み
や
す
い
職
場
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

厚
労
省
「
働
き
方
・
休
み
方
改
善
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

厚
労
省
「
働
き
方
・
休
み
方
改
善
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！！

松藤　加津美　代表取締役松藤　加津美　代表取締役

ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
や
荷
扱
い
の
ス
キ
ル
を
習
得

事
故
防
止
を
徹
底
し
な
が
ら
日
々
運
送
に
励
む

正
社
員
に
な
っ
て
得
ら
れ
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
機
会

今
後
は
運
行
管
理
者
資
格
取
得
を
目
指
す

4トン車でのスーパーマーケットへの店舗配送や食品工場からのセンター配送に
あたっている石川さん

石川　基紀さん

3535
歳
・
業
界
未
経
験
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕
事
に
挑
戦
　
家
族
を
安
心
さ
せ
た
「
正
社
員
の
安
定
性
」

歳
・
業
界
未
経
験
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕
事
に
挑
戦
　
家
族
を
安
心
さ
せ
た
「
正
社
員
の
安
定
性
」

経
済
活
動
を
支
え
る
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
　
模
範
と
な
る
よ
う
な
安
全
性
高
い
運
転
を
誓
う

経
済
活
動
を
支
え
る
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
　
模
範
と
な
る
よ
う
な
安
全
性
高
い
運
転
を
誓
う

松
藤
社
長
に
よ
る
点
呼
を
受
け
る
石

川
さ
ん
。管
理
者
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
距

離
感
の
近
さ
が
、同
社
の
特
長
と
な
っ

て
い
る

厚労省
「働き方・休み方
改善ポータル
サイト」

石
川
さ
ん
は
安
全
運
転
を
徹
底
し
、高

品
質
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

よ
う
日
々
心
が
け
て
い
る

ケース④
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﹁
物
流
経
営
士
﹂
の
資
格

を
取
得
す
る
た
め
に
は
︑
全

ト
協
の
承
認
を
受
け
た
﹁
物

流
経
営
士
資
格
認
定
講
座
実

施
機
関
﹂
が
実
施
す
る
物
流

経
営
士
資
格
認
定
講
座
を
受

講
し
た
上
で
︑
試
験
に
合
格

す
る
こ
と
で
︑
全
ト
協
か
ら

物
流
経
営
士
の
資
格
が
授
与

さ
れ
る
︒

　

全
ト
協
か
ら
同
機
関
と
し

て
の
承
認
を
受
け
て
い
る
の

は
︑
愛
知
県
ト
協
と
東
京
都

ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
水
野
功
会

長
）
の
２
協
会
︒
愛
知
県
ト

協
で
は
︑
経
営
者
や
経
営
に

携
わ
る
人
︑
将
来
の
経
営
者

・
幹
部
候
補
や
︑
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
に
つ
い
て
基
本

的
な
知
識
を
有
す
る
人
な
ど

を
対
象
に
﹁
物
流
大
学
校
講

座
﹂
を
実
施
︒
第
31
期
（
令

和
５
年
度
）
ま
で
の
物
流
経

営
士
累
計
認
定
者
数
は
︑
実

に
１
６
５
６
人
を
誇
っ
て
い
る
︒

　

物
流
大
学
校
講
座
で
は
︑

物
流
業
界
の
第
一
線
で
活
躍

し
て
い
る
実
務
経
験
者
・
学

識
経
験
者
・
物
流
経
営
士
を

講
師
に
招
き
︑法
律
︑財
務
︑

経
営
︑
労
務
︑
経
営
戦
略
︑

人
材
育
成
方
法
な
ど
︑
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
の
経
営
者

に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
知

識
や
技
術
を
総
合
的
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
︒

　

４
月
~
10
月
の
毎
月
１

回
︑
連
続
す
る
火
曜
・
水
曜

に
講
座
を
開
催
︒
10
月
に
試

験
を
実
施
し
︑
12
月
に
修
了

式
を
行
っ
て
い
る
︒
全
15
回

（
85
時
間
）
の
う
ち
︑
開
講

式
や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
︑

試
験
︑
修
了
式
を
除
く
講
義

時
間
は
81
時
間
に
及
び
︑
７

か
月
間
に
わ
た
る
長
期
研
修

を
通
じ
て
幅
広
い
知
識
を
習

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

物
流
大
学
校
講
座
の
特
長

は
︑
別
掲
の
通
り
で
あ
る
︒

ま
た
︑
物
流
経
営
士
資
格
認

定
取
得
の
た
め
に
全
ト
協
が

定
め
て
い
る
必
須
科
目
以
外

に
も
︑
時
流
に
適
応
し
た
︑

次
の
よ
う
な
特
色
あ
る
講
座

を
開
設
し
て
い
る
こ
と
も
大

き
な
特
長
と
な
っ
て
い
る
︒

①
「
人
材
を
活
か
す
た
め
の

コ
ー
チ
ン
グ
」

　

物
流
大
学
校
講
座
受
講
生

は
管
理
者
が
多
い
こ
と
か

ら
︑
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
お
け
る
人
材
開
発
手
法
と

し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る

コ
ー
チ
ン
グ
を
講
座
に
導
入
︒

コ
ー
チ
ン
グ
の
専
門
会
社
か

ら
講
師
を
招
き
︑
部
下
育
成

力
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力
の

飛
躍
を
目
指
す
︒
な
お
︑
同

講
座
は
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
︑

講
義
終
了
後
に
︑
交
流
の
場

と
し
て
立
食
パ
ー
テ
ィ
を
開

催
し
︑
早
い
時
期
に
受
講
生

同
士
の
親
睦
を
深
め
た
︒（
５

月
開
催
）

②
「
新
た
な
輸
送
方
法
の
確

立
に
向
け
て
~
ド
ロ
ー
ン
物
流

の
今
後
~
」

　

こ
れ
は
数
年
前
か
ら
実
施

し
て
い
る
も
の
で
︑
ド
ロ
ー

ン
講
習
管
理
団
体
か
ら
講
師

を
招
き
︑
物
流
業
界
の
人
手

不
足
や
環
境
問
題
な
ど
の
課

題
を
解
決
す
る
可
能
性
が
あ

る
ド
ロ
ー
ン
物
流
に
つ
い
て

学
ぶ
と
と
も
に
︑
講
師
の
ア

ド
バ
イ
ス
の
下
︑
受
講
生
に

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑

物
流
大
学
校
講
座
の
模
様
を

紙
面
で
伝
え
る
た
め
︑
６
年

９
月
17
日
に
行
わ
れ
た
①

﹁
物
流
企
業
の
経
営
戦
略
~

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
組
織
運

営
の
ポ
イ
ン
ト
~
﹂︑
②
﹁
Ｓ

Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
~
演
習
~
﹂（
講

師
:
㈱
名
南
経
営
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ニ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト　

田
村
貴
之
氏
）

の
講
義
の
様
子
な
ど
を
取
材

し
た
︒

　

①
の
講
義
で
は
︑
経
営
戦

略
の
基
礎
と
な
る
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
や
組
織
運
営
の
手
法

に
つ
い
て
説
明
︒
講
師
は
︑

受
講
者
一
人
ひ
と
り
の
理
解

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
︑
平

易
な
言
葉
で
具
体
的
な
事
例

を
用
い
て
分
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
た
︒

　

②
で
は
︑
自
社
の
内
部
環

境
と
外
部
環
境
を
強
み

（Strengths

）・
弱
み

（W
eaknesses

）・
機
会

（Opportunities

）・
脅

よ
る
大
型
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦

体
験
な
ど
も
行
っ
て
い
る
︒

③
そ
の
他
の
特
色
あ
る
講
座

　

愛
知
県
に
本
社
を
構
え
る

ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
か
ら
講
師

を
招
き
︑
大
手
企
業
の
物
流

現
場
に
お
け
る
品
質
管
理
向

上
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
に
つ
い
て

指
導
︒
ま
た
︑
物
流
大
学
校

講
座
を
修
了
し
︑
物
流
経
営

士
と
し
て
物
流
業
界
の
第
一

線
で
活
躍
す
る
経
営
者
を
招

き
︑
経
営
者
と
し
て
の
生
の

声
を
受
講
生
た
ち
に
伝
え
て

い
る
︒

　

本
講
座
は
︑
愛
知
県
み
よ

し
市
に
あ
る
愛
知
県
ト
協
中

威
（Threats

）
と
し
て
分

析
す
る
﹁
ク
ロ
ス
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ

分
析
﹂
に
関
す
る
演
習
を
実

施
︒
52
人
の
受
講
生
が
６
~

７
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
︑

自
社
の
状
況
を
分
析
︒
特
に

外
部
環
境
に
つ
い
て
は
業
界

の
共
通
の
課
題
が
あ
る
こ
と

か
ら
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
い
︑
運
送
事
業
を

続
け
て
い
く
上
で
何
が
脅
威

と
な
る
の
か
︑
そ
し
て
事
業

を
伸
ば
し
て
い
く
た
め
に
活

か
す
べ
き
機
会
は
何
な
の
か

に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
た
︒
そ

の
後
︑
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
ま
と
め
た
内
容
に
つ

い
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表

を
行
っ
た
︒

　

講
師
は
演
習
中
︑
講
義
室

内
を
足
繁
く
回
り
な
が
ら
︑

受
講
生
た
ち
に
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
た
︒
ま

た
︑
受
講
生
か
ら
の
質
問
に

対
し
て
は
講
師
が
丁
寧
に
説

明
し
︑
受
講
生
の
理
解
を
一

層
深
め
て
い
た
︒

部
ト
ラ
ッ
ク
総
合
研
修
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
る
︒
愛
知
県

ト
協
会
員
事
業
者
に
限
ら
ず

全
国
か
ら
受
講
生
を
受
け
入

れ
て
お
り
︑
第
32
期
（
６
年

度
）
は
受
講
生
の
15
％
ほ
ど

が
愛
知
県
外
か
ら
受
講
し
て

い
る
︒
な
お
︑
同
セ
ン
タ
ー

内
に
は
宿
泊
施
設
を
備
え
て

お
り
︑
愛
知
県
外
か
ら
で
も

安
心
し
て
受
講
で
き
る
（
宿

泊
施
設
の
利
用
に
関
し
て

は
︑
事
前
に
愛
知
県
ト
協
に

確
認
）︒

　

な
お
︑
物
流
大
学
校
講
座

の
受
講
料
は
46
万
２
０
０
０
円

（
税
込
）
だ
が
︑
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
会
員
事
業

　

物
流
大
学
校
講
座
修
了
後

に
は
︑
受
講
期
を
超
え
た
多

く
の
物
流
経
営
士
と
交
流
を

深
め
る
機
会
が
用
意
さ
れ
て

い
る
︒
愛
知
県
ト
協
で
は
︑

全
ト
協
と
の
共
催
で
︑
毎
年

２
月
頃
に
︑
物
流
大
学
校
講

座
修
了
生
を
対
象
と
し
た

﹁
物
流
経
営
士
研
修
会
﹂
を

名
古
屋
市
内
で
開
催
（
今
年

は
２
月
28
日
開
催
予
定
）︒

６
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
研

る
た
め
の
絶
好
の
機
会
と
な

っ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
さ
ら
な
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
物
流
経

営
士
向
け
の
講
座
と
し
て
︑

修
了
生
限
定
の﹁
特
別
受
講
﹂

も
用
意
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ

は
︑
講
座
受
講
当
時
に
ま
だ

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
内
容
な

ど
を
扱
う
講
座
を
任
意
に
選

択
・
受
講
で
き
る
も
の
で
︑

知
識
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
可

能
で
あ
る
︒

者
の
場
合
︑
全
ト
協
か
ら
５

万
円
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る

（
修
了
者
に
対
し
助
成
を
実

施
）︒
ま
た
︑
物
流
大
学
校

講
座
の
受
講
促
進
を
図
る
た

め
︑
三
重
県
（
５
万
円
）︑

岐
阜
県
（
10
万
円
）︑静
岡
県

（
20
万
円
）
の
各
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
会
員
事
業
者
は
各
県

ト
協
か
ら
の
助
成
金
が
受
け

ら
れ
る
（
協
会
助
成
金
の
有

無
や
詳
細
に
つ
い
て
は
︑
所

属
の
各
都
道
府
県
ト
協
ま

で
）︒
さ
ら
に
︑
愛
知
県
ト

協
会
員
事
業
者
の
場
合
は
13

万
８
６
０
０
円
（
税
込
）
で

受
講
で
き
る
た
め
︑
全
ト
協

か
ら
の
助
成
金
額
を
含
め
る

と
実
質
負
担
額
は
８
万
８
６

０
０
円
と
な
り
︑
会
員
事
業

者
の
負
担
軽
減
に
大
き
く
寄

与
し
て
い
る
︒

修
会
で
は
︑
第
４
期
か
ら
第

31
期
ま
で
の
修
了
生
51
人
が

一
堂
に
会
し
︑
講
演
や
物
流

経
営
士
に
よ
る
事
例
発
表
な

ど
を
通
じ
て
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
喫
緊
の
課
題
へ
の
対

応
策
等
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
た
ほ
か
︑
そ
の
後
の
交
流

会
で
は
︑
多
く
の
参
加
者
同

士
が
積
極
的
に
情
報
交
換
を

行
う
な
ど
︑
物
流
経
営
士
と

し
て
の
絆
を
よ
り
一
層
深
め

　

最
後
に
︑
愛
知
県
ト
協
の

担
当
者
に
︑
物
流
大
学
校
講

座
の
魅
力
に
つ
い
て
聞
い
た
︒

　
﹁
次
世
代
の
経
営
者
に
と
っ

て
︑
物
流
大
学
校
講
座
の
受

講
は
︑
こ
れ
ま
で
の
仕
事
の

進
め
方
を
振
り
返
り
︑
仕
事

へ
の
向
き
合
い
方
を
見
直
す

た
め
の
﹃
気
づ
き
の
き
っ
か

け
﹄
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
︒
ま
た
︑
受
講

生
同
士
の
縦
と
横
の
繋
が
り

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
で
︑

こ
れ
ま
で
取
引
の
な
か
っ
た

運
送
事
業
者
と
一
緒
に
仕
事

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
な
ど
︑
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
拡
大
に
も
期
待
で
き

ま
す
︒
多
く
の
次
世
代
の
経

営
者
の
皆
様
に
ぜ
ひ
と
も
物

流
大
学
校
講
座
を
受
講
し
て

い
た
だ
き
︑
仲
間
た
ち
と
切

磋
琢
磨
し
︑
業
界
を
大
い
に

盛
り
上
げ
て
い
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂

（
成
田
新
治
愛
知
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
研
修
セ
ン
タ
ー
長
）

愛知県トラック協会

第33期（令和7年度）第33期（令和7年度）
物流大学校講座受講生募集中物流大学校講座受講生募集中
　愛知県トラック協会では、現在第 33 期（令和 7年度）
物流大学校講座の受講生を3月7日まで募集しています。
　同講座では、物流業界の第一線で活躍している実務経
験者・学識経験者・物流経営士を講師として、法律、財務、
経営、労務、経営戦略、人材育成手法など、経営者にと
って必要とされる知識および技術を学びます。
　受講対象となるのは、経営者、経営に携わる方、将来
の経営者、幹部候補のほか、貨物自動車
運送事業について、基本的な知識を有す
る方などです。
　詳細については、愛知県ト協ホームペ
ージ（二次元コード）をご覧ください。

グ
ル
ー
プ
演
習
な
ど
を
効
果
的
に
取

り
入
れ
な
が
ら
、実
践
力
を
高
め
る
講

習
内
容
と
な
っ
て
い
る

毎
年
２
月
頃
に
開
催
さ
れ
る
、
物
流

大
学
校
講
座
修
了
生
を
対
象
に
し
た

研
修
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
の
健
全
な
発
展
の
た
め
、
事

業
に
関
す
る
知
識
お
よ
び
技
能
の
向
上
を

図
り
、
も
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
経

営
に
携
わ
る
経
営
者
等
の
資
質
の
向
上
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
10
年
に

「
物
流
経
営
士
資
格
認
定
制
度
」
を
創

設
。
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
若
手
経
営
者
や

経
営
幹
部
等
が
、
物
流
経
営
士
資
格
認

定
講
座
を
受
講
し
、
認
定
を
受
け
、
全

国
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
け
る
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
全
ト
協
が
承
認
し
た
物
流

経
営
士
資
格
認
定
講
座
実
施
機
関
で
あ

る
愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
寺
岡
洋
一
会

長
）
が
実
施
し
て
い
る
物
流
経
営
士
資
格

認
定
講
座
「
物
流
大
学
校
講
座
」
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

物
流
と
経
営
を
総
合
的
に
学
び　

仲
間
と
と
も
に
物
流
の
未
来
を
拓
く
「
物
流
大
学
校
講
座
」

物
流
と
経
営
を
総
合
的
に
学
び　

仲
間
と
と
も
に
物
流
の
未
来
を
拓
く
「
物
流
大
学
校
講
座
」

物流新時代に相応しい高いスキルを身に付けて 全国の物流業界のリーダーに物流新時代に相応しい高いスキルを身に付けて 全国の物流業界のリーダーに

「
物
流
経
営
士
研
修
会
」
や
「
特
別
受
講
」
な
ど

修
了
後
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
力
を
注
ぐ

７
か
月
間
の
研
修
を
通
じ
て
幅
広
い
知
識
を
習
得

物
流
の
将
来
を
見
据
え
た
多
彩
な
講
座
を
用
意

業
界
を
熟
知
し
た
専
門
講
師
が
講
義
を
担
当

受
講
生
目
線
で
「
分
か
り
や
す
い
」
内
容
に

「物流大学校講座」の特長

①「物流一般」、「物流業務」、「物流管理」、「経営戦略」な
どに関する講義のほか、「演習」、「修了論文」で構成。

②物流提案書作成とプレゼンテーション実習をグループで取り組
み、実践力を身に付ける。

③大手企業の物流現場における品質管理向上のノウハウを学ぶ。

④部下とのコミュニケーションの取り方や、人材開発、教育のしく
みづくりやメンタルヘルス対策など新たな科目を導入し、人材育
成を目指す。

⑤「ドローン物流」や「DX（デジタルトランスフォーメーション）」、
「SDGs」など、時流に相応しいテーマを積極的に取り入れ、
新たな時代の物流への理解を深める。

⑥高い志を持った仲間同士の交流の場。中部トラック総合研修センターで行われている「物流大学校講座」。第32期では52人の受
講生がスキルアップを目指した

物流経営士資格認定講座特集
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▼
極
寒
の
地
︑
北
海
道
釧
路
市
で
生

を
受
け
た
友
人
が
現
役
の
頃
︑
仕
事

の
関
係
で
赴
任
し
た
静
岡
県
沼
津
市

に
２
年
間
ほ
ど
住
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
︒
友
人
は
沼
津
を
称
し
て
︑﹁
こ

ん
な
に
住
み
や
す
い
土
地
は
他
に
は

な
い
﹂
と
い
っ
て
い
ま
し
た
︒
気
候

も
温
暖
で
︑
海
産
物
が
好
き
な
彼
に

と
っ
て
︑
最
高
の
土
地
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
︒
し
か
し
︑
リ
タ
イ
ア
し
て

終
の
棲
家
と
し
た
の
は
生
ま
れ
故
郷

の
釧
路
で
し
た
︒
最
近
︑
彼
か
ら
ラ

イ
ン
で
送
ら
れ
て
き
た
の
は
︑
大
き

な
サ
ケ
を
釣
り
上
げ
て
満
面
の
笑
み

を
浮
か
べ
る
一
葉
で
し
た
︒
▼
九
州

の
宮
崎
県
小
林
市
か
ら
東
京
に
遊
び

に
来
た
友
人
と
︑
新
潟
県
湯
沢
町
に

行
き
ま
し
た
が
︑
温
泉
で
有
名
な
湯

沢
町
は
白
銀
の
世
界
で
し
た
︒
厳
し

い
寒
さ
を
忘
れ
て
は
し
ゃ
ぐ
彼
の
姿

を
見
て
︑
こ
ち
ら
も
童
心
に
戻
っ
た

か
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
︒
宿
泊
し
た
宿
で
露
天
風
呂
の
湯

船
に
浸
か
り
な
が
ら
︑
じ
っ
と
辺
り

を
凝
視
し
て
い
た
彼
は
︑﹁
自
然
の

懐
に
包
ま
れ
て
至
福
の
時
だ
︒
何
と

も
心
地
が
よ
い
﹂
と
吐
露
し
て
い
ま

し
た
︒
翌
朝
︑
朝
風
呂
に
入
り
朝
食

を
食
べ
東
京
に
戻
り
ま
し
た
が
︑
帰

路
の
上
越
新
幹
線
車
中
で
彼
は
︑﹁
や

っ
ぱ
り
住
む
に
は
宮
崎
が
最
高
だ
﹂

と
い
っ
て
い
ま
し
た
︒
▼
サ
ケ
が
川

で
生
ま
れ
︑
海
へ
下
り
︑
ア
ラ
ス
カ

の
方
ま
で
大
海
原
を
回
遊
し
な
が
ら

大
き
く
成
長
し
︑
３
~
４
年
後
に
生

ま
れ
た
川
に
戻
る
﹁
母
川
回
帰
﹂
と

同
じ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
サ
ケ

は
生
ま
れ
た
川
の
水
の
匂
い
を
忘
れ

ず
に
い
る
と
い
わ
れ
︑
迷
い
な
く
故

郷
の
川
へ
戻
っ
て
来
ま
す
︒
自
然
界

は
奇
跡
の
積
み
重
ね
︑
神
秘
の
領
域

か
と
思
い
き
や
︑
気
の
遠
く
な
る
よ

う
な
数
の
神
の
啓
示
に
従
い
な
が

ら
︑
物
事
は
淡
々
と
熟
さ
れ
て
行
く

の
で
し
ょ
う
︒
▼
神
秘
の
世
界
と
い

え
ば
︑
以
前
︑
岩
手
県
遠
野
市
を
旅

し
た
時
︑
民
俗
学
者
の
柳
田
國
男
著

﹃
遠
野
物
語
﹄
を
な
ぞ
る
よ
う
に
行

動
し
ま
し
た
︒
中
で
も
河
童
伝
説
は

私
の
琴
線
に
触
れ
た
唯
一
無
二
の
存

在
で
し
た
︒﹁
カ
ッ
パ
淵
﹂
は
常
堅

寺
の
裏
手
に
あ
り
︑
さ
ら
さ
ら
と
澄

ん
だ
小
川
は
鬱
蒼
と
し
た
木
々
に
囲

ま
れ
︑
ま
る
で
河
童
が
本
当
に
生
息

し
て
い
る
か
の
よ
う
な
独
特
な
雰
囲

気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
︒
カ
ッ

パ
を
捕
獲
す
る
た
め
に
︑
好
物
の
キ

ュ
ウ
リ
を
釣
り
糸
か
ら
垂
ら
し
た
竿

が
︑
い
つ
カ
ッ
パ
が
現
れ
て
も
不
思

議
で
は
な
い
よ
う
な
錯
覚
を
誘
い
ま

す
︒
河
童
の
生
き
様
を
人
間
の
営
み

に
例
え
た
柳
田
國
男
は
︑
郷
愁
の
地

遠
野
で
数
々
の
知
ら
れ
ざ
る
民
話
を

掘
り
起
こ
し
て
い
く
の
で
す
︒
▼
現

世
に
生
を
得
た
機
会
と
︑
命
を
紡

ぎ
︑
生
き
抜
く
価
値
︑﹁
一
回
性
﹂

と
﹁
唯
一
性
﹂
を
肝
に
銘
じ
︑
淡
々

と
そ
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
︑

こ
れ
か
ら
の
人
生
も
頑
張
り
た
い
も

の
で
す
！ 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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島
根
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
浜

田
支
部
は
︑
島
根
県
浜
田
市

の
運
送
事
業
者
約
40
社
で
構

成
さ
れ
て
い
る
︒

　

同
支
部
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
へ
の
取
り
組
み
は
︑
大
向

支
部
長
が
同
支
部
に
所
属
す

る
島
根
ト
ラ
ッ
ク
青
年
経
営

者
協
議
会
浜
田
支
部
（
上
野

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
︑
ど

の
よ
う
に
実
効
性
を
高
め
て

い
け
ば
よ
い
の
か
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
た
と
い
う
︒

　

そ
こ
で
︑浜
田
支
部
で
は
︑

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
を
考
え
る
た

め
の
第
一
歩
と
な
る
前
述
の

説
明
会
を
５
年
12
月
に
開
催

し
た
の
で
あ
る
︒

　

事
業
を
持
続
可
能
な
も
の

と
す
る
た
め
に
は
︑
ま
ず
取

引
先
で
あ
る
荷
主
企
業
や
従

浩
司
支
部
長
）
会
員
企
業
７

社
（
広
芸
運
輸
㈲
︑
浜
田
港

運
㈱
︑
㈲
坂
本
運
送
︑
㈲
港

町
運
送
︑
島
根
産
業
㈲
︑
㈲

山
平
運
送
︑
㈲
高
原
運
送
）

と
と
も
に
︑
令
和
５
年
12
月

６
日
に
﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
に

向
け
た
説
明
会
﹂を
開
催
し
︑

受
講
し
た
こ
と
に
端
を
発
す

業
員
な
ど
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
か
ら
の
支
持
が
欠
か
せ
な

い
︒
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か

ら
の
支
持
を
得
る
た
め
に
は
︑

自
社
の
社
会
的
存
在
意
義

（
パ
ー
パ
ス
）
を
明
確
に
し

た
上
で
︑
そ
れ
に
共
感
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
︒

　

同
説
明
会
で
は
︑
損
害
保

険
会
社
か
ら
講
師
を
招
き
︑

今
後
重
要
に
な
っ
て
く
る
企

業
の
パ
ー
パ
ス
と
︑
そ
れ
を

社
内
外
に
拡
げ
て
い
く
こ
と

の
必
要
性
に
つ
い
て
語
っ
て
も

ら
っ
た
︒

　

同
説
明
会
に
参
加
し
た
青

年
経
営
者
協
議
会
浜
田
支
部

７
社
の
担
当
者
は
︑
講
師
か

ら
の
説
明
を
受
け
︑
自
社
の

パ
ー
パ
ス
を
明
確
化
す
る
こ

と
や
︑
自
社
の
企
業
価
値
向

る
︒

　

浜
田
支
部
で
は
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
を
取
り
巻
く
深

刻
な
労
働
力
不
足
に
直
面
す

る
中
で
︑
業
界
の
労
働
力
不

足
へ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
た
︒
検
討
の
結
果
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
地
位
向

上
を
図
る
観
点
か
ら
︑
各
会

員
事
業
者
の
企
業
価
値
向
上

に
繋
が
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
有
用

性
に
着
目
し
︑
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
を
決
め
た
︒

　
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
を

持
続
可
能
な
も
の
と
し
て
い

く
た
め
に
は
︑
ま
ず
労
働
力

不
足
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

ま
す
︒
私
た
ち
が
取
り
組
み

を
始
め
た
令
和
５
年
に
中
学

上
に
繋
が
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取

り
組
み
の
重
要
性
を
認
識
で

き
た
と
い
う
︒
ま
た
︑
当
日

は
浜
田
市
役
所
か
ら
も
担
当

者
が
見
学
に
訪
れ
る
な
ど
︑

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
が
伺
え
た
︒

　

６
年
３
月
９
日
に
は
︑
物

流
の
現
場
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

つ
い
て
考
え
る
た
め
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
︒
浜
田

支
部
が
主
催
し
︑
青
年
経
営

者
協
議
会
浜
田
支
部
が
運
営

を
行
っ
た
ほ
か
︑
高
原
副
支

部
長
が
発
起
人
と
し
て
実
行

委
員
長
を
務
め
た
︒

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
︑
輸
送

の
現
場
を
最
前
線
で
支
え
る

ド
ラ
イ
バ
ー
目
線
か
ら
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
を
考
え
︑

進
め
て
い
く
こ
と
で
︑
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
重
要
な
理
念
で
あ
る

﹁
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
﹂

と
い
う
社
会
的
包
摂
の
実
現

を
目
指
す
と
と
も
に
︑
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
の
指
針
と

な
る
﹁
共
同
宣
言
﹂（
後
述
）

の
策
定
に
繋
げ
る
た
め
に
実

施
し
た
も
の
︒
青
年
経
営
者

協
議
会
浜
田
支
部
の
７
社
の

代
表
者
と
ド
ラ
イ
バ
ー
が
参

加
し
︑
講
師
に
よ
る
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー﹁
未

来
を
つ
か
む
た
め
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
~
共
感
の
輪
を
広
げ
て
い

く
た
め
に
~
﹂
を
受
講
後
︑

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
に
照

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
︑
日
頃

の
業
務
に
つ
い
て
４
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
議
論
を
行
い
︑

﹁
休
憩
・
荷
待
ち
時
間
の
エ

ン
ジ
ン
停
止
励
行
﹂
や
﹁
女

性
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
の
重
要
性
﹂
な
ど
各
社
が

抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
た
︒
そ
の
上
で
︑

自
分
た
ち
が
考
え
る
自
社
の

パ
ー
パ
ス
に
つ
い
て
発
表
を

行
う
と
と
も
に
︑
そ
の
パ
ー

パ
ス
が
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

に
共
感
し
て
も
ら
う
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

必
要
か
に
つ
い
て
意
見
を
取

り
ま
と
め
た
︒

　
﹁
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
︑
物

流
の
現
場
で
働
く
ド
ラ
イ
バ

ー
が
︑﹃
ど
う
す
れ
ば
自
社

や
業
界
を
よ
り
良
い
も
の
に

し
て
い
け
る
か
﹄
を
考
え
︑

発
言
で
き
る
場
に
し
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
企
画
し
ま
し

た
︒あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は
︑

﹃
こ
の
世
の
中
は
︑
ト
ラ
ッ

ク
物
流
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て

い
る
と
思
う
︒
若
い
世
代
や

女
性
に
も
選
ば
れ
る
業
界
に

し
て
い
き
た
い
﹄
と
い
う
発

言
が
あ
り
︑
非
常
に
う
れ
し

く
感
じ
ま
し
た
︒
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

が
︑
自
分
た
ち
の
パ
ー
パ
ス

を
考
え
る
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

ク
輸
送
の
現
場
に
即
し
た
７

つ
の
目
標
を
抽
出
し
︑﹁
環
境

と
安
全
﹂︑﹁
雇
用
﹂︑﹁
製
品
︑

サ
ー
ビ
ス
﹂
の
３
項
目
で
具

体
的
な
取
り
組
み
を
掲
げ
た

（
図
）︒
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
︑
７
社
全
て
で
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
を

取
り
上
げ
て
お
り
︑﹁
本
業

に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
社
会

課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め

に
取
り
組
む
べ
き
内
容
﹂
を

掲
げ
て
い
る
︒
ま
た
︑
ス
テ

　

本
特
集
で
は
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

関
わ
り
方
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
島
根
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
浜
田

支
部
（
大
向
寛
支
部
長
）
の
取
り
組
み
で

す
︒

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
達
成
期
限
２
０
３
０
年
に
向
け
て

取
り
組
み
を
開
始

事
業
継
続
に
欠
か
せ
な
い「
存
在
意
義
の
明
確
化
」

ド
ラ
イ
バ
ー
目
線
で
取
り
組
み
を
具
体
化

ど
で
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
︑

そ
れ
を
見
た
荷
主
企
業
か
ら

は
評
価
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
﹂（
同
）

　

今
後
に
向
け
て
は
︑
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加
事
業
者

を
増
や
し
な
が
ら
︑
浜
田
支

部
内
や
県
内
の
多
く
の
事
業

者
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
浸
透
さ
せ

て
い
き
た
い
と
い
う
︒

　
﹁
同
じ
志
を
も
っ
た
仲
間

た
ち
が
協
力
し
合
い
な
が
ら

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
現
に
向
け
た
具

体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
で
︑
個
社
の
み
な

ら
ず
持
続
可
能
な
社
会
が
実

現
で
き
る
と
と
も
に
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
地
位
向
上

に
も
大
き
く
貢
献
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
︒
ま
ず
は
浜
田
支
部
内
で

先
行
し
た
取
り
組
み
と
し
て

進
め
て
い
き
︑
将
来
的
に
は

島
根
県
全
体
や
日
本
全
体
に

も
こ
の
よ
う
な
動
き
が
拡
が

っ
て
い
く
こ
と
で
︑
業
界
の
あ

り
方
を
大
き
く
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
﹂（
同
）

校
を
卒
業
し
た
生
徒
た
ち

は
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
期
限

で
あ
る
２
０
３
０
年
に
は
社

会
人
と
な
り
ま
す
︒
若
年
層

に
と
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
ご
く

当
た
り
前
の
も
の
と
な
り
︑

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
ん
で
い

な
い
事
業
者
は
就
職
先
と
し

て
選
ば
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
︒
一
方
で
︑
荷
主
企

業
の
取
引
先
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
が
時
代
と
と
も
に
変
化
し

て
い
る
中
に
お
い
て
︑
今
後

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み

が
荷
主
企
業
と
の
取
引
条
件

に
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

ま
す
︒
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
者
と
そ
う
で

は
な
い
事
業
者
と
の
格
差
は
︑

今
よ
り
も
拡
大
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
︒
業
界
や
会
員
事
業
者
を

取
り
巻
く
社
会
課
題
を
解
決

し
て
荷
主
企
業
や
地
域
社
会

か
ら
の
信
頼
を
獲
得
し
︑
事

業
を
持
続
可
能
な
も
の
に
し

て
い
く
た
め
に
は
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
は
必
要
不
可
欠
で
は
な
い

か
と
考
え
︑
取
り
組
み
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
﹂（
高

原
兼
司
島
根
県
ト
協
浜
田
支

部
副
支
部
長
︑
㈲
高
原
運
送

代
表
取
締
役
）

　

浜
田
支
部
で
は
︑
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
出
さ
れ
た
意
見

な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
︑﹁
浜

田
ト
ラ
ッ
ク
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
﹂
共

同
宣
言
を
策
定
︒
６
年
４
月

22
日
に
は
浜
田
支
部
に
お
い

て
︑
宣
言
式
を
開
催
し
︑
共

同
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
書
と
車
両

用
ス
テ
ッ
カ
ー
を
青
年
経
営

者
協
議
会
浜
田
支
部
７
社
に

授
与
し
た
︒

　

共
同
宣
言
で
は
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
17
の
目
標
か
ら
ト
ラ
ッ

ッ
カ
ー
は
各
社
３
枚
ず
つ
︑

合
計
21
枚
配
布
し
て
︑
車
両

に
貼
付
（
写
真
㊤
）︒
地
域

に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取

り
組
み
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
︒

　
﹁
ま
ず
は
７
社
で
の
取
り
組

み
と
し
て
︑
共
同
宣
言
の
策

定
に
踏
み
切
り
ま
し
た
︒
１

社
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
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図　「浜田トラックSDGs」共同 SDGs 宣言書 SDGsへの取り組み
1. 環境と安全（目標：③保健・⑦エネルギー・⑯平和）
・安全性能、環境性能に優れた次世代トラックの導入を行っています
・�思いやりのある安全運転意識と事故防止運動、飲酒運転撲滅運動など事故をな
くすことに取り組んでいます

2. 雇用（目標：③保健・④教育・⑩不平等）
・労働環境に対応した会社ぐるみでの健康管理の推進を行っています
・�女性ドライバー、高齢者ドライバーなどの活躍を推進し、柔軟な「働き方」を実
現しています
・運転技術、輸送技術の向上と研修機会の提供を実施しています
3.�製品、サービス（目標：⑨インフラ、産業化、イノベーション・⑰実施手段）
・傭車、共同輸送など輸送の効率化を行っています
・�Gマーク、健康経営、SDGs、ISOなどガバナンスの取り組みを行っています

行動宣言を行った7社のトラックには、7つの目標を示したステッカーを貼
付し、SDGsへの取り組みをアピールしている

6年3月に開催したワークショップでは、7社の代表者とドラ
イバーが参加し、ドライバー目線でSDGsの取り組みを具体
化した

７
社
が
参
加
し「
共
同
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
宣
言
」を
策
定

輸
送
事
業
を
通
じ
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る

６
年
４
月
に
開
催
し
た
宣
言
式
で
は
、

宣
言
書
と
ス
テ
ッ
カ
ー
が
授
与
さ
れ
た

共
同
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
書
を
手
に
す
る
、

高
原
兼
司
副
支
部
長
㊨
と
高
田
賢
治

㈲
港
町
運
送
専
務
取
締
役
㊧

全ト協

この冬は各地で大雪に　「雪道対策特設ページ」を活用して万全な備えを！この冬は各地で大雪に　「雪道対策特設ページ」を活用して万全な備えを！
　２月上旬、今シーズン１番の強い寒気の影響で、東北や新潟県、
岐阜県の山沿いなどでは大雪となり、車両の立ち往生が発生し
た場所もありました。
　全日本トラック協会では、ホームページ内に「雪道対策特設
ページ」（二次元コード）を開設し、雪道対策に関する情報提供

を行っています。また、同特設ページから、防災情報（気象庁）
や道路交通情報（日本道路交通情報センター）を確認すること
もできます。
　降雪地域を運行する方は、同特設ページを確認し、雪道対策
を万全に整えてから出発しましょう。

トラック運送業界とSDGsトラック運送業界とSDGs
エ ス デ ィ ー ジ ー ズエ ス デ ィ ー ジ ー ズ
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「それは何ですか？」
「スマホの『融雪アプリ』です」

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜踏切編〜
 【解 答】4面に問題

❶ ○（法第33条第1項）信号機の表
示する信号に従うときは、踏切の直前
で停止しないで進行することができ
るが、その場合でも安全確認の義務
までは免除されていないので、安全
確認をする必要がある。

❷ ×（法第33条第2項）車両等は、踏
切を通過しようとする場合において、
踏切の遮断機が閉じようとし、若しく
は閉じている間または踏切の警報機
が警報している間は踏切に入っては
ならない。「警報機が警報している間」
とは、警報機が鳴り始めてから鳴り止
むまでの間のことをいう。

❸ ×（教則第6章第1節 踏切1-4）前

車に続いて踏切に進入するときでも
一時停止して安全を確認しなければ
ならない。

❹ ×（教則第6章第1節 踏切1-5）踏
切内では、歩行者や対向車に注意し
ながら、落輪しないようにやや中央寄
りを通行する。

❺ ○（教則第6章第1節 踏切2-1）警報
機のある踏切で動かなくなったとき
は、警報機の柱などに取り付けられて
いる押しボタン式の踏切支障報知装
置を活用し、一刻も早く列車の運転士
などに知らせるとともに、車を踏切の
外に移動させなければなりません。

Ⅰ. 目 的

　毎年３～４月には入学や就職、人事異動等により、引越各社における引越
取扱件数が年間で最も集中する時期である。
　この引越繁忙期における引越事業のサービスレベルや輸送品質を保持
するためにも、本年の引越繁忙期対策においては標準引越運送約款（以下、
「約款」という。）を遵守するとともに、万一、お客様からのクレームが寄せ
られた場合においても「責任と誠意」を持って対応する。
　また、本年は、いわゆる「2024年問題」を迎え、その年度末である2025年
3月において、ドライバーの拘束時間遵守の観点からも、引越繁忙期におけ
る労働力の確保は大きな課題であり、引越を予定されるお客様に対しては、
「分散引越」に対するご理解及びご協力をいただくよう、以下の実施事項を
定め、全国的に推進することとする。

Ⅱ. 実施事項

１. 「分散引越」の推進
⑴全日本トラック協会
①広報活動の推進
全ト協広報紙『広報とらっく』を通じ、全会員に対し、「分散引越」の周知に向け
た全国的な広報活動を推進する。
②関係団体への協力依頼
引越繁忙期において、経団連等の全国事業者団体に対し、「分散引越」へのご
理解、ご協力を求めるチラシを配布し、協力を要請する。
③消費者への周知活動
引越事業者や消費生活センター等を通じ、消費者に対し「分散引越」へのご理解
とご協力を求めるチラシを「かしこい引越」、「標準引越運送約款のポイント」と
併せて、配布することにより、引越繁忙期における「分散引越」の周知を図る。
④ホームページへの掲載による啓発
引越繁忙期における混雑見込状況を全日本トラック協会ホームページへ掲載す
ることにより、一般消費者（引越利用者）に対する「分散引越」への協力を呼び
かける。
⑤インターネットを活用した周知
web検索サイトYahoo！に分散引越のバナー広告を掲載して、より広範囲な人々へ
「分散引越」の周知を図る。

⑵都道府県トラック協会
①イベント等を通じた分散引越に係るPR活動
都道府県トラック協会が開催するイベントにおいて、一般消費者へ「分散引越」
チラシを配布し、周知に努める。
②関係団体への協力依頼
都道府県の各商工会議所、行政、自治体等の機関に配布要請を行い、「分散引
越」への積極的なご協力を呼びかける。
③その他のPR活動の推進
都道府県トラック協会が自らのホームページ掲載、チラシ配布、広告、ＴＶラジオ
等の広報媒体を通じたPR活動を推進する。

⑶事業者
①分散引越の周知活動
電話受付や下見、見積り時にお客様に対し、「分散引越」のメリットを伝えるとと
もにPRに努める。
②計画的な車両、人員の確保
年度末から年度初めの引越繁忙期においては、通常期に比べ、多くの車両、人
員が必要となることから、早い段階での計画的な車両、人員の確保に努める。

２. �消費者トラブルの防止に向けた取り組み
⑴�下見の実施、見積書発行、標準引越運送約款提示の徹底
　事業者が下見、見積り時に全ト協が作成した「標準引越運送約款のポイント」を
配布、活用することにより、引越利用者への約款の周知を図り、理解していただくよ
う努める。
　トラブル等を未然に防ぐため、約款に基づく下見の実施、積算根拠を明記した
見積書の発行、標準引越運送約款の提示を徹底する。

⑵�引越作業における破損等の事故防止の徹底
　作業員は必ず、荷物を受け取る時に約款に基づく貴重品等の運送上特段の注意
を要するものの有無等を申告していただくようお客様に求める。また、作業員全員
で荷物の取扱いは「ぶつけない、落とさない、引きずらない、投げない」の４つを守
り、荷物や家屋の破損等の事故防止を徹底する。

⑶引越相談窓口の明確化と適切な対応によるトラブルの防止
　お客様からの苦情のなかには、事業者への連絡がつかないことや対応の遅れな
どの不備の指摘も多いことから、適正な対応と処理の迅速化を図るため、引越相
談窓口となる連絡先を明確化し、二次クレームの防止に努める。また、事業者の責
任で荷物やその他のものを毀損した場合に対しては、誠意を持って対応し、お客様
との信頼関係の回復に努める。

⑷近隣対応の強化
　近隣とのトラブルを防止するため、次の項目を特に注意し、引越作業に努める。
①�引越開始前及び終了後における近隣への挨拶を励行する。
②�駐車中は、引越作業中であることが明らかになるよう車に表示するとともに緊急
連絡先を明記する。
③�道路交通法令を遵守し、適正な場所に駐車する。また、近隣より駐車車両の移
動をお願いされた際には速やかに移動するなど、常に近隣周辺への配慮を徹底
する。

⑸消費者関係法令の遵守
　引越業務における関係法令の遵守を徹底する。
①個人情報保護法に基づく個人情報の適切な管理による漏洩防止の徹底
②�家電リサイクル法及び一般廃棄物の取扱に関する適切な対応
③�特定商取引法に基づく契約書の発行等の適切な対応
④�景品表示法に基づく適正な価格表示方法等の徹底
⑤消費者契約法に基づく契約内容の遵守

　全日本トラック協会引越部会（松橋謙一部会長）はこのほど、「令和7年引
越繁忙期対策実施事項」を策定した。
　同対策では、全日本トラック協会、都道府県トラック協会、事業者がそれぞ
れ、引越輸送が集中する3・4月を避けるよう、利用者に対し「分散引越」への

理解と協力を求めるチラシ（別掲）の作成・配布等のPR活動を推進する。
　また、消費者トラブルの防止に向け、下見の実施や引越相談窓口の明確化
および適切な対応、近隣対応の強化や消費者関係法令の遵守など、引越事
業者が行うべき取り組みを定め、徹底していくこととしている。
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　国土交通省では、３月から4月にかけて引越依頼が集中することから、引越
サービス利用者に対して引越時期の分散への協力を呼びかけている。
　また、全日本トラック協会、都道府県トラック協会と連名で対策チラシ（写
真）を作成するなど、引越時期分散への取り組みを強化している。

全日本トラック協会  引越部会

令和7年 引越繁忙期対策実施事項令和7年 引越繁忙期対策実施事項


